










































































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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序章　ＶＲ×リアル






　人間は何かにつけて飽きやすい生き物である。流行は瞬く間に風化し、人気だったコンテンツもすぐに廃れてしまう。

　御多分にもれずゲーム業界においても「フルダイブＲＰＧがすごい！」、「最高のＶＲエンターテインメント！」なんて言われていたのは一昔前の話であり、かつてプレイヤーを熱狂させた『剣と魔法の脳内ファンタジー』は今では「テンプレ」と揶や揄ゆされていた。

　ユーザーは次々に違った趣向を求め、メーカーはそれに応えようと必死で新しいＶＲ世界を構築していった。『近未来』、『遠未来』、『西部劇』、『宇宙人と戦う』、『地底人と戦う』、『恐竜と戦う』等々。ホームランやヒットもあればゲッツーもあった。

　だが、やがて限界はやってくる。ありとあらゆる世界観は出尽くし、絞り尽くされた。それでもメーカーは売れるＶＲソフトを開発しなければならなかった。

　そんな折、老舗ＶＲソフトメーカー『シュクエニ』が、今までとは異なる視点から新たなるフルダイブＲＰＧを創造した。

　……超高速汎用人工知能『アールエヴォ』を搭載し、現実の人間とまるで相違ない反応をするＮＰＣ。

　……従来のフルダイブＲＰＧでは意図的に排除されていたプレイヤーの五感の再現。

　……フラグ分岐は10の52乗である恒ごう河が沙しやを超えると言われるフリーシナリオシステム。

　つまり世界観ではなく、フルダイブＲＰＧにおける『リアルさ』を究極まで追求したのだ。舞台はあえて、相変わらずの剣と魔法の中世ファンタジー世界であったが、徹底したリアリズムと自由度を表現したそのゲームは、発売前、発売直後と絶大なる反響を呼んだ。




　しかし、発売から一週間経たって売り上げは激減した。




　なぜか。やはりゲームはゲームらしくあるべきだったのだ。２ＤのテレビゲームにしてもＶＲゲームにしても、人間がゲームをするのはその大部分が息抜きの為ためであり、また現実からのちょっとした逃避である。リアルを追求しすぎたシナリオシステムはプレイヤーにとって難解の極みとなり、また、リアルな反応を返してくるＮＰＣはただただ面倒くさかった。

　要はフルダイブＲＰＧに現実さながらの苦悩や苦労などはいらなかったのだ。故に、最先端のＡＩ技術とＶＲ技術を応用して開発された新感覚フルダイブＲＰＧは、プレイヤーからの支持を全く得られなかったのであった。

『高度に発達したＶＲゲームは面白くない』──以上を結論すると、とどのつまり、こういうことになるだろう。ちなみにそれ以後、『シュクエニ』はゲームとしてのエンターテインメント性を大切にした従来通りで当たり障りの無いＶＲゲーム制作へと回帰した。こうしてＶＲゲームは全盛期の人気を無くしながら、それでも完全に廃れることなく、家庭内４Ｄ遊具としての位置を保っていったのである。

　そして……これから始まるストーリーは、その問題のフルダイブＲＰＧ発売から更に十年が経過した２０６５年の話である。















第一章　極きわめ・クエスト






　俺の担任であり、短髪に筋肉という漫画でよく見るテンプレートな体育教師をそのまま具現化した安やす岡おか先生が、目の前で爽やかに微笑ほほえんでいた。マッチョな体を支えきれずに小さな椅子がギィギィと軋きしんでいる。

「結ゆう城き。それでどうだ？　もうすぐ高校二年も終わりだが」

　この時期、職員室に呼び出される理由となると、相場は決まって進路相談だ。俺は頬ほおを掻かきながら愛想笑いを返した。

「実はまだ全然目標が決まってなくて」

「進学か就職かぐらいは決めておいて欲しいな」

「すいません」

「まぁ良い。とりあえずそれは一旦置いておく。一度、お前とは例の件についてしっかり話し合わなきゃと思っていたんだ」

「例の件……？」

　気付けば安岡先生は真剣な表情となっていて、俺の目をじっと見詰めている。そして数秒の沈黙の後でゆっくりと口を開いた。

「高一の陸上競技大会でのことだ」

　心臓がどくんと大きく脈打った。それでも俺はどうにか平静を保つ。

「いや先生、あのことはもう……」

「お前の担任になった時から俺はこの話をずっと避けてきた。だが、やはり腹を割って話さなきゃならないと思う。そうでなきゃあ結城。お前は前に進めない。あの一件のせいでお前は進路も目標も定まらないんだ。そうだろう？」

「はぁ……」

「だが心配ないぞ！　結城宏ひろし！」

　突然、安岡先生は俺のフルネームを叫ぶと、肩にしっかと両手を当てた。

「苦しみなんかパワーに変えて進めば良いんだ！」

　あまりの熱意と直視が気まずくて目を逸そらすと、机の上に置いてある本の表紙が視界に入る。




『苦しみをパワーに変えて進もう！　熱血教育アドバイザー　松まつ田だ敬けい一いち郎ろう著』




　──いや本のタイトルそのまま言ってるし！　つーか、メチャクチャ影響されてんな！

　俺の呆あきれ顔は先生には違って見えたらしい。

「分かるぞ。辛つらいよな。苦しいよな。俺ならあんなことがあったら何もやる気がなくなる。次の日、どんな顔して登校したら良いか分からない。自暴自棄になり家に引き籠もるかも知れない。だがお前はすごい。不登校にもならずによく頑張った」

　本には『生徒に共感してあげよう』とでも書いてあるのだろうか。きっとそうに違いない。けど先生、それ逆効果だよ。何かもうバカにされてるみたいで腹立ってきてるんで。

「本当に惨めで痛ましい出来事だった。俺も教師生活は長いが、あんなことはそう滅めつ多たには……」

「先生。それ以上は止やめてください」

　すると安やす岡おか先生はハッと気付いたような顔をして頭を下げてきた。

「悪かった。嫌な思い出をぶり返そうとしている訳じゃないんだ。ただこれから前に進む為ためにも過去の失敗を受け入れて欲しい」

「はぁ……」

「いや、結ゆう城き！　お前が受け入れられなくても代わりに俺が受け止めてやる！　実際、全くもって解決策が分からないし、俺にはきっとどうにもできない！　だがとにかく受け止めるぞ！　一緒に解決策を探していこうな！」

　解決できないが何となく受け止めてみたいらしい。何と言ってよいか言葉を失っていると安岡先生は親指を立ててニカッと笑った。

「パワーを苦しみに変えて進もうぜ!!」




　──逆になってんじゃねえかよ!!　バカか、アイツ!!

　職員室を出た後、イライラしながら廊下を歩く。脳筋教師が啓けい蒙もう書しよを読んで感化されると、ああも迷惑極まりなくなるものなのだろうか。大体、例の件があったのは今から一年以上前である。俺としてはもうそれなりに心の整理は付いている……筈はずだった。

「……どうだった、ヒロ。進路相談は？」

　校舎の出口に差し掛かると、クラスメイトの斉さい藤とう貴たか文ふみが話しかけてきた。一緒に帰ろうと待ってくれていたらしい。歩きながら、俺は貴文に愚痴る。

「何一つとして得るものが無かったよ」

「まぁ進路相談なんてそんなもんだろ」

　貴文とは高一の時、陸上部で知り合った。色々あって俺は部活を辞めてしまったが、貴文はしっかり続けている。そして俺との仲もまた続いているのだった。

「それにしても無駄な時間だった。せっかく今日はファイクエ35の発売日だってのに。早く帰ってやりたいよ」

「は？　ファイクエ……？」

　貴たか文ふみがあからさまに眉間に皺しわを寄せたので、俺は慌てて取り繕う。

「いやいや。こんな時期だからこそだって。高三になったら今よりもっと忙しくなるだろ？　だから今のうちに好きなことを好きなだけ、」

「そうじゃねーよ。お前がまだフルダイブＲＰＧなんかやってることにビックリしたんだ」

「え……」

　普段は気の合う友人が、いつの間にか侮蔑の表情を向けていた。

「高校二年生にもなって未いまだに仮想世界でイキってたとはな」

「べ、別にイキってねえし！」

「どのみち、あんなのもう小中学生しかやってねえだろ」

　痛いところを突かれて、俺は大きな溜ため息いきを吐つく。

「はぁーあ。何でフルダイブＲＰＧがこんなに人気ないのか、俺には理解できねえよ……」

　ベッドに寝そべり、専用のヘッドギアを装着するだけで夢と希望の脳内ファンタジー世界が体験できる。科学の粋を凝縮した最高のエンターテインメントの人気が近年どんどん衰退しているのは本当に信じられなかった。

　しかし貴文は断言する。

「やっぱ人間、体動かさなきゃだろ。フルダイブＲＰＧなんてやってる奴やつはヒョロヒョロでガリガリで不健康で、気持ち悪いのばっかりだ」

「すっげえ偏見！」

「『ＶＲ世界の中でだけ普段は絶対できない俺ＴＵＥＥＥをしてストレス発散する』──簡単に言うと人間のクズだな」

「いくら何でも言いすぎじゃね!?」

「ってことでヒロ。これから一緒にジムでも行かねえ？」

　ずっと部活を続けている貴文は見るからに健康そうで、対して俺は一年前と比べるとかなり不健康になった。貴文の言い分もあながち的外れではないのだが……

「い、いいよ。体なんか鍛えたって、もう意味ないし」

　やんわり断ったつもりだったのだが、貴文は厳しい目で俺を見据えていた。

「だからってフルダイブＲＰＧに逃げたって仕方なくね？」

「いや、逃げるって何だよ？」

　少し沈黙した後、貴文は吐き捨てるように言う。

「ゲームの中じゃあ世界を救う勇者でも、現実が意気地なしならとんでもなくダサいってことだ」

「だ、だからそれ、どういう意味だって、」

「言わなきゃ分かんないのかよ？」

　俺たちはいつの間にか駅前の交差点に差し掛かっていた。ファイクエを買う為ためには横断歩道を渡ってショッピングセンターに行かなければならない。

「チッ」と舌打ちすると貴たか文ふみは俺に背を向ける。そしてそのまま歩き出した。

「何なんだよ、アイツ……」

　険悪になった雰囲気のまま、俺は貴文と別れたのだった。




　進路相談で溜たまった鬱憤を晴らせると思っていたのに、貴文と話して更にストレスが増加してしまった。立て続けに嫌なことが起きたが、それでも俺には希望がある。たとえ人気が無かろうが、貴文にボロカス言われようが、中学の頃からやり続けている『ファイナライジング・クエスト』通称『ファイクエ』のシリーズ最新作が俺を待っている。家に帰って大好きなフルダイブＲＰＧに没頭すれば、このモヤモヤもスッキリするだろう。

　だがしかし……。俺の不運はまだ終わってなかったらしい。

「よう。ヒロじゃねーか」

　野太い声に恐る恐る背後を振り返ると、そこにはまさしく恐れていた通りの光景があった。短髪で長身、ガタイの良い谷たに城しろと、茶髪にピアスの三み科しながニヤニヤと笑いながら佇たたずんでいた。

「いやー。こんなところでヒロ君に会うとはねえ」

　甲高い三科の声に、俺はヘラヘラと笑って返す。二人とも貴文と同じで高一の時からの知り合いだ。だが貴文のように一緒に帰ったりするような仲ではない。それどころか……

「でさぁ、ヒロ。ちょっとだけお金貸してくんねえ？」

　谷城が太い腕を俺の肩に回してきた。人の多い駅前で三科がキョロキョロと辺りを窺うかがいながら、狐きつねのような顔を俺に近付けて小声で耳打ちする。

「全然そういうんじゃないって。そんなやましいことじゃない。ただ俺たちは純粋にお金を貸して欲しいだけなんだよ」

　谷城も頷うなずく。

「そう。絶対返す。いつかきっとそのうち、多分」

「だから、ホラ。早く早く」

　……コイツらから金をせびられるのは今に始まったことじゃない。月に一度はバレてもあまり問題にならなそうな額を要求されていた。

　俺は「やれやれ」といった顔を作った後、

「ったく。しゃーねえなあ」

　そう言っていつものように谷たに城しろに千円札を渡した。

「ホラ。これでいいだろ？」

　すると三み科しなは細い目を更に細め、満面の笑みを浮かべる。

「おおっ！　さすがヒロ君！」

　谷城も笑顔で俺の背中をバンッと叩たたく。

「なあ、ヒロ。もし学校でムカつく奴やつがいれば俺に言えよ？　軽くブッ飛ばしてやっからよ！」

　いや、何と言うかもう既に目の前にいるんだけど……そんなことを言える筈はずもなく、俺は「ありがとな」と礼を言って二人に手を振った。




　谷城と三科と別れた後は早足で歩く。

　何だ何だ！　今日は厄日か！　嫌なことばっかり起きる！　しかもどんどん不幸の度合いが強くなっていく気がする！　ああもう、早くファイクエ買って帰ろう！

　ようやく馴な染じみのショッピングセンターに入る。一階の家電品兼ゲームショップ売り場のレジで、俺はスマホの画面を店員に見せた。

「ファイクエを予約していた者ですが」

「結ゆう城き宏ひろし様ですね。お待ちしておりました」

　男性店員は背後の棚から商品を取り出し、俺の目の前に置いた。念願のゲームのパッケージを見てテンションが上がる。

「それでは一万三千円になります。お支払いはどうなさいますか？」

「えっと現金で」

　俺は財布を出し……そして凍り付いた。

　足りない。フルダイブＲＰＧソフト『ファイナライジング・クエスト』──略して『ファイクエ』の新作を買う為ために、余裕を持たせた筈の財布の中身は、いくら数えても千円分足りなかった。

　思い当たることといえば一つしかない。

　──ま、まさかあの時、千円出したつもりが……谷城に一万円渡しちまったのか!?

　しかし、そう考えると合点がいく。金を渡した時、谷城たちの反応は普段よりも明るかった。なぜならそれがいつもの千円札ではなく一万円札だったからだ。

「せ、千円足りないんですけど……ダメっすよね？」

　男性店員は礼儀正しく一礼した後、きっぱりと告げる。

「ダメですね」




　俺はショッピングセンターを出て、近くの家電量販店へと向かっていた。

　担任に的外れな激励をされ、親友に趣味をバカにされ、悪友に金を取られた挙げ句、欲しかったゲームすら買えない……いやいや嘘うそだろ!!　こんなのいくら何でも最悪すぎる!!

　違う店でもう少し安く販売しているところがないか、俺は一いち縷るの望みを託したのだった。

　だが、

「申し訳ありません。当店では一万四千五百円が販売価格となります」

　がっくりと肩を落とす。そもそも俺が予約していた店は、ネットで調べた最安値の店なのだ。それを下回る価格の店など、そうそうある筈はずもない。

　頭では分かっているのだが、悔しいので当てもなくトボトボと歩いていると、いつの間にか寂れた路地にいた。

　ふと見るとすぐ先に古びた外観の店があった。ガラス張りで小さなコンビニのようなその店の入り口には『ゲームショップ如月きさらぎ』と薄汚れた看板が立っている。

　老人が老後の趣味でやっていそうなこういう店に、最新のソフトが、しかもショッピングセンターより安い価格で置いている訳がない。しかし気付けば俺は、ゲームショップ如月のガラス戸を開けていた。

　……店内は全く想像通りだった。人一人通るのが精一杯な通路の両側に乱雑に並べられた昔ながらの２Ｄゲーム。そして通路の先にはＶＲソフトのパッケージが品しな揃ぞろえ悪くパラパラと置かれており、『新作入荷しました！』と手書きのポップの下にあったフルダイブＲＰＧは一年以上前に出た物だった。少し離れたレジには白髪の老婆が座っている。

　旧時代の駄菓子屋のような店内を見渡す限り、お目当ての品が１００％ないのは分かり切っているのだが、それでも俺は諦めきれず、レジで雑誌を読んでいる老婆に近寄った。

「あのう、すいません。ちょっと聞きたいんですけど、」

　そこまで喋しやべって、俺はハッと息を呑のむ。近付いて分かった。老婆、ではなかった。白髪だと思っていた髪は銀髪。長いまつげ、艶っぽい瞳、薄く塗られた赤い口紅。レジに居たのは二十代と思おぼしき美しい女性だった。

　俺は少し緊張しつつも言葉を続ける。

「そ、それで、えっと、今日発売のファイクエ35って置いてます？」

「ファイクエ……35……？」

　黒いエプロンを着けた女性店員は色気のある声で呟つぶやくようにそう言った。

[image: ]

「ええ。ファイナライジング・クエストの35作目です。置いてますか？」

「ふ……ふふ……ふふふふ……」

「え？」

　女性が急に小刻みに震え出す。一体何事かと思っていると、

「ア─────ッハッハッハッハッハ──────ッ!!」

「ひぃっ!?」

　女性は、目をカッと見開き、けたたましい笑い声を上げた！　同時にキャッシャーを手でバンバンと叩たたく！　レジ横に詰んであったＶＲソフトの山が崩れ、通路に散らばった！

「な、な、な、何なんですか、急に!?」

　心臓をバクバクさせながら尋ねると、女性はいつの間にやら冷静な態度へと戻っていた。

「だって、君。言っていておかしいと思わないの？　『35作目』って。一体いつまで続けるつもりなのよ、このゲーム」

「いや、そんなこと俺に言われても……」

「もういい加減タイトル変えろ、って話でしょう？」

「はぁ。そ、それでそのファイクエは置いてるんですか？」

「そう、そのファイクエよ。君、どうせ惰性で買ってるんでしょ？　マンガ本みたいな感じで。最初はそれなりに面白かったから集めてたけど、次第につまらなくなった。だけど三十巻まで買っちゃったし、途中で止やめる訳にもいかないから一応次も買うか……ってな風に」

　い、言われてみれば確かにそうかも……。初めてプレイした時のファイクエの面白さはシリーズを重ねるごとに徐々に失われていき、でも「次こそはきっと！」なんて期待を込めて買い続けてはいるものの、その期待を下回ることはあっても上回ることは今のところないのであった……って、待て待て待て！　何で俺、客なのに店員にそんなこと言われなくちゃあならないんだよ！

「だから！　結局、この店にファイクエの新作は売ってるんですか！　売ってないんですか！」

「売ってるか売ってないかは今は大した問題じゃないわ」

「いやそこ一番重要なんですけど!!　無いなら俺、帰ります!!」

　バカにされているような気がして憤慨し、踵きびすを返そうとしたが、俺の腕を店員の細い指が掴つかんだ。

「待ちなさい」

　いつの間にかレジの椅子から立ち上がっていた女性店員は、俺とほとんど同じくらいの身長だった。そして、クラスの女子の誰よりも大きい胸が目の前にある。店員は妖艶な瞳で俺をジッと見据えていた。

「売っているわ」

「え……嘘うそ……！　ま、マジっすか！」

「ええ」

「いくらで？」

「一万円よ」

「えっ!?　一万円ちょうど!?　えっ、えっ、えっ!!　あの、ホントに!?」

「ホントよ。買う？」

「か、買います!!　一万円なら買います!!」

「なら、お金」

　俺は財布からなけなしの一万円を抜き取り、店員に渡した。

「お買い上げ、ありがとう」

　ニコリと微笑ほほえんだ店員は、俺にファイクエ35のパッケージを差し出した。

　そうそう、コレコレ！　いやあ、何だかんだでゲットできてラッキーだったな！　それにしても、こんな店に格安であるなんて！　ダメ元だったけど寄ってみて良かったなあ！

　感慨深い思いでパッケージに改めて目をやると、




　──『極きわめ・クエスト』




　聞いたことのないタイトル名が書かれていた。

「!?　いやコレ、ファイクエじゃねーじゃん!!」

　驚きよう愕がくして叫ぶも店員はそしらぬ顔で受け取った一万円をキャッシャーに仕し舞まっていた。

「ちょ、ちょっと!!　一万円返してくださいよ!!」

　詰め寄るも、女性店員は逆に怒ったような態度でキャッシャーを『バンッ』と閉める。

「やりなさい！　コレはファイクエなんかより断然、素晴らしいソフトよ！　リアルを極限まで追求した超本格フルダイブＲＰＧなのよ！」

「やりませんよ、こんな知らないゲーム!!　とにかくお金!!　お金返して!!　……返せよ!!」

　身を乗り出す俺。だが店員は落ち着き払っていた。

「いい？　コレはね、一言で言うなら……そう、大人のフルダイブＲＰＧなのよ」

「え……？　大人の……？」

　ってことは、もしかしてひょっとすると、エッチな感じのやつなのか……？

　店員はクスリと笑い、俺に顔を近付ける。

「ホラ。パッケージの、ここ見て。『ＺＺ指定』って記載されているでしょう？」

「ほ、ホントだ!!　つーか何コレ!?　Ｚ指定より上とか初めて見たけど!?　大丈夫なんですか、このゲーム!?」

「指定はあくまで『20歳以上推奨』ということ。20歳未満は絶対にできない訳じゃないわ。それに年齢制限があるとはいえ、ちゃんと国内で製造されて審査も通っているソフトよ。安心してちょうだい」

　確かにパッケージの下部分に書かれている会社名のシュクエニは、店員の言う通り老舗ＶＲゲームメーカーである。

「い、いや！　それでも俺、やっぱりファイクエを、」

「そんな全年齢対象の量産型健全ソフトをやって一体、何が楽しいのよ。君、見た感じ高校生でしょ。この刺激的なソフトを体験してみなさいよ」

「で、でも、」

　踏ん切りの付かない俺の手を女性店員は両手で、しっかと握った。

　えっ？　はっ？　ちょ、ちょっと？　えっ！

　甘い香水の匂いと豊満な胸の谷間が迫る。顔に血を上らせていると、息が触れ合う距離で女性店員は囁ささやく。

「私、如月きさらぎ玲れ於お奈な。レオナって呼んでくれていいわ。君は？」

「ゆ、結ゆう城き……宏ひろしです」

「じゃあヒロ君。私もよくこのゲームにログインするの。これから色々教えてあげるわ。手取り足取り、ね……」




『ゲームショップ如月』からの帰り道。俺はスマホに登録されたレオナさんのケータイ番号を眺めつつ、自己嫌悪に陥っていた。

　ってか何やってんだよ、俺！　年上の色仕掛けに騙だまされて、こんな聞いたこともないフルダイブＲＰＧ買わされちゃって！　意味分かんねーよ！

　結局、心の支えにと思っていたファイクエは買えず、代わりに全く欲しくもないゲームを買わされてしまった。思い返せば今日は本当にどうしようもなく散々な一日だ。

　それでも俺は無理やり買わされたＶＲゲームのパッケージをもう一度眺めてみた。

　い、いや実際やってみたら本当に面白いソフトかも知れないしな！　そうそう、レオナさんが言ってた通り、刺激的で大人向けの……あ、あれっ？

　そして俺は気付く。何とパッケージの隅に小さく、製造年『２０５５年』と書かれているではないか！

　はあああああああああああああ!?　コレ、十年前のソフトなの!?　ええっ!!　そんな骨こつ董とう品ひん、俺、定価で買っちゃったの!?

　先程教えて貰もらったばかりのレオナさんのスマホにかけてみるが、

『ただいま電話に出ることができません。後ほどお掛け直し下さい』

　……確実に騙されたことに気付いて俺は一人、頭を抱えた。

　段々と腹が立ってきて、その辺のゴミ箱にソフトを投げ捨ててやろうかと思ったが、一万円もしたフルダイブＲＰＧを簡単に捨てることなどできない。俺はただギリギリと歯は噛がみするしかなかった。

　──ああ、もう最低!!　今日はマジで最低最悪な酷ひどい一日だ!!

　だが、その時の俺は知るよしもなかった。

　本当に最低最悪で酷いことはこれから後に始まるのだということを……。





　　　　◆






　ハードである最新型ヘッドギアタイプＶＲマシン『ＶＲ・ＮＸ』は、ほぼ全てのＶＲゲームに対して互換性があるので、ＤＬ版ではない十年前の物理媒体ソフトでも問題なく挿入して起動できる。問題はソフトの内容だった。

　俺は自分の部屋で先程押し売られたパッケージを睨にらんでいた。『極きわめ・クエスト』と書かれたタイトルの下には剣を持った鎧よろい姿の男が悪魔と戦っているイラストが描かれている。

　──古っ……！

　この時代錯誤な絵の古臭さが、中に入っているソフトにまで浸透していそうな気がした。ってか、どうせ面白くないんだろうな。グラフィックとかドット絵だったらマジでどうしよう？　いやそうなったら流石さすがに文句言わないとな。電話に出なくても店の場所は分かってんだ……。

　ＶＲ・ＮＸのスロットに『極・クエスト』のソフトをセット。頭部に装着してベッドに横たわり、目を閉じる。真っ暗な闇の中で再度気持ちを新たにする。

　そうだ、そうだ！　言ってやる！　面白くなかったら、店まで行って文句言ってやる！　返品して、お金返して貰もらおう！　俺だって言う時は言うんだ！　よーし、決めた！

　すると不意に荘厳な女性の声が聞こえた。




『勇者よ。魔王を倒し、この世界オーベルダインを救うのです』




　クレームの決意を固めているうちに、いつの間にやらゲームが始まっていたらしい。暗闇から、姿の見えない女性の声が俺の脳内で響く。




『まずはフローラ城を目指すのです』




　これは……ひょっとして女神の啓示か？　ふーん。俺は勇者の設定な訳だ。なんだなんだ。超本格フルダイブＲＰＧとか言ってたけど、案外普通の始まり方なんだな。

　なんて考えていると、

「起きて、ヒロ!!」

　今度はいきなり元気そうな女性の声が。続けて体を揺さぶられ、俺は否いや応おうなく目を開ける。視界に飛び込んできたのは青い瞳の金髪美少女だった。

「わわっ！」

　彼女との距離があまりに近くて、俺は驚き、のけぞった。途端、体勢を崩して俺はベッドから落下する。

「だ、大丈夫、ヒロ？」

「いてて……」と言いながら、尻をさすり──それと同時に喫驚する。

　痛い!?　痛いって何だ!?　まさかこのゲーム、痛覚があるのか!?

「ごめん。驚かせちゃったわね。ねえ、ケガしてない？」

「あ、ああ。それは大丈夫なんだけど……」

　窓から差し込む朝の爽やかな光に照らされた金髪の少女を凝視する。歳としは俺と同じくらいだろうか。スリムな体形で、麻の布でできたような質素な服を着ている……って、よく見れば俺も同じようなのを着ているな。

　ベッドから見える位置には姿見があり、そこには少女と同じ麻の服を着て、ベッドに腰掛ける俺が映っていた。顔、体格も本当の俺と相違ない。この極きわめ・クエストは、現実の自分の体形をハードであるＶＲ・ＮＸを通じてスキャンし、ＶＲ電脳世界に転送する『ヴァーチャルプロジェクション方式』採用のゲームらしい。この少女がさっきから『ヒロ』と俺の名前を呼ぶのも、ＶＲ・ＮＸに登録してある俺のＵＮユーザーネームを読み取っているのだろう。

　それにしても……。

　少女の顔は、すごく綺き麗れいだった。いや女性としても無論、綺麗なのだが、今はそういう意味ではなく、ゲームとしてのグラフィックのことである。肌の質感、存在感、更に耳を澄ませば息づかいまで聞こえてくる。俺はそのことに感動していた。古いゲームの癖に、ファイクエの前作とほぼ変わらない、いやそれ以上の精度である。
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「な、何、じっと見てるのよ？」

　少女が頬ほおを赤らめた。普通、ＮＰＣを眺めていると頭上にカーソルと名前が表示されたりするのだが、いくら眺めてもそれらは出てこない。

　ふぅん。そういうゲームっぽく感じる要素はカットか。なるほど。これがレオナさんが言ってた『超本格フルダイブＲＰＧ』って訳ね。

　まさに現実さながら。自分がゲームをしているのを忘れる程のリアルさだった。

　ふと不安になり、俺は目の前の何もない空間をチョンチョンチョンと人差し指で突いてみる。ほぼ全てのＶＲゲームに共通する『トリプルタッチ』というコマンドである。こうすれば普通、ステータス画面が表示されるのだが……

　すると、ステータス画面こそ現れなかったものの、




『今までの冒険をセーブしてゲームを終了します。よろしいですか？　ＹＥＳ／ＮＯ』




　そんなテロップが視界の背景を透過して表示された。

　ああ、よかった！　いつの間にか異世界に紛れ込んでいたらどうしようかと思った！　ちゃんとゲームの中だった！

　胸を撫なで下ろすが、少女は訝いぶかしげな表情だ。

「ねえ、ヒロ。さっきからアンタ、ホントに大丈夫？　寝ぼけてるの？」

　ツンデレっぽい少女に俺は聞く。

「えっと、君は、その誰だっけ？」

「はあ？　アリシアよ、アリシア！　アンタと幼おさな馴な染じみの！」

「幼馴染み……そういう設定か。で、この部屋は君の……アリシアの部屋？」

　アリシアは一瞬、絶句した後、声を張り上げる。

「アンタの家のアンタの部屋でしょうが!!」

「ああ、此こ処こ、俺の部屋なんだ。で、俺の家に幼馴染みのアリシアが何の用？」

「バカにしてるの!?　今日は、うちのリンゴの収穫、手伝ってくれるって約束したじゃない!!」

　凄すごい剣けん幕まくだが、そんな約束をした覚えがないので仕方ない。

「ご、ごめん。そうだっけ」と、とりあえず謝っていると、ノックの音がした。

「おーい、アリシア。ヒロは起きたのか？」

　爽やかな声と共にドアを開けて入ってきたのは、絵に描いたような好青年だった。

「兄さん。ヒロったら寝ぼけてるのよ」

　男は俺の傍そばまで来て、白い歯を見せて笑う。

「いくら寝ぼけていても、お前の親友のこのマーチン様を忘れる筈はずがないよな？」

　アリシアの兄で俺の親友らしいマーチンは背が高く、金髪を短く切りそろえていた。アリシアと同じく整った顔は愛あい嬌きように溢あふれている。

「ヒロ。お前、まだ朝飯食ってないんだろ？　だから頭がハッキリしないんだ。そういう時は、ホラ。うちの農園で取れたリンゴだ。食えよ」

　マーチンは俺に赤々としたリンゴを手渡してきた。顔を近付けると、もぎたてのリンゴの香りが漂ってくる。俺はそれにガブリと齧かじり付いた。

「あら。言ってくれたら切ってあげたのに」

　アリシアが果物ナイフを取り出していたが、俺は構わずリンゴをモシャモシャと囓かじり続けた。

「うまいだろ？」

「うまい……ってか……すごい……！」

　嗅覚、それに味覚までも存在しているのか！

　ログハウスのような部屋を見渡せば、立体感のある家具。そして、目の前にいるＮＰＣたちの存在感。

　な、何だよ、コレ！　マジで現実と変わらない！　こんなハイクオリティなゲームが十年も昔に発売されていたなんて！　これってひょっとして超大作フルダイブＲＰＧなのか？

『極きわめ・クエスト』──そんなタイトルを俺は今まで聞いたことすらなかった。まぁ十年前発売のソフトなら、当時俺はまだ七歳。知らないのも無理はないのだが。

　リンゴが芯になるまで食べきった後、俺の気持ちは高ぶり始めた。

　そこまで悪い買い物じゃなかったのかも！　何だか、やる気が出てきたぞ！　こうなったら早く冒険に出発したいな！

「ヒロ。今度はちゃんと切ってあげるからね」

　果物ナイフを片手に持ったアリシアが、マーチンに貰もらったリンゴを剥むいている。俺はそんなアリシアに語り掛けた。

「なぁ、アリシア。フローラ城にはどうやって行くんだ？」

　その途端。アリシアはリンゴを床にごとりと落とした。見ると、顔をリンゴさながら真っ赤に染めて、小鼻をヒクヒクと痙けい攣れんさせている。

「ば、バカ！　言って良い冗談と悪い冗談があるわよ！」

　マーチンも首を横に振る。

「ヒロ。その冗談は笑えないぜ」

「いや、別に俺、冗談言ったつもりはないんだけど！　普通に町の外に出たいだけなんだけど！」

「ま、町の外ですって……！」

「オイッ!!　いい加減にしろ、このバカ野郎!!」

「ひっ!?」

　唐突なマーチンの怒声に体を震わせてしまう。

「口を慎め！　町内衛兵隊に聞かれたらどうするつもりだ！」

　ちょ、町内……衛兵……何ソレ……？

　ツンデレ系だと思っていたアリシアが、兄の態度に恐れをなしたのか、オドオドと俺に語り掛ける。

「ひ、ヒロ。とにかくふざけるのは、もうおしまいにしましょ。ねっ？　今日は楽しいリンゴの収穫日だよ！　早くウチの農園に行きましょう！」

　しかし、俺は負けなかった。だってこれだけリアルなＮＰＣたちだ。モンスターがどんなグラフィックなのか早く確かめてみたい。

「悪い。でも、リンゴ狩りは後にしたい。とにかく町の外に出てみたいんだ」

　するとアリシアは今度は顔面蒼そう白はくとなり、口に手を当てて呟つぶやいた。

「あ、頭がどうかしちゃってる……！」

「!?　失礼だな!!　俺は正気だ!!」

　意味が分からない！　普通だろ！　ＲＰＧで町の外に行くのは！

　埒らちがあかないと思った俺は、すっくと立ち上がり、二人に言う。

「とにかくちょっと町の外に出てみるよ。リンゴの収穫はその後で絶対手伝うからさ……」

　そうして俺は一人、ドアまで歩いた。

　さぁ一体、町の外にはどんなモンスターが生息してるんだろ！　ワクワクするなあ！

　だが、その時。『ドッゴォォォン!!』。背中にもの凄すごい衝撃が走った。

「げっふぅっ!?」

　叫びつつ、衝撃で弾はじき飛ばされた先には木製のドア。俺は顔面をドアに強打した。

「な、な、な、」

　痛みを堪こらえて顔を押さえつつ、どうにか振り返ると、マーチンが「今、ちょうどタックルしたよ」と言わんばかりに腰を落とし、右肩を突き上げた体勢で立っていた。

「マーチン!?　なんでお前、急にタックルしてきた!?　親友の設定だろ、お前は!!」

「親友だからこそ、お前が脱だつ町ちようするのを黙って見過ごせる訳がないだろう！」

「だ、脱町？」

「それすら忘れたのか？　ホントに記憶喪失にでもなっちまったのかよ、お前……」

　マーチンは大きな溜ため息いきを吐ついた後、話し続ける。

「なら分かるように説明してやる。いいか。このテッドの町はゴブリンから人民を守る為ため、町の四方に巨大な堀をめぐらせ、外の世界との交流を隔絶している。町民は皆、この町からは外出禁止だ。外からも特別な使いの者を除いて、誰もこの町に入ることはできない」

　な、なるほど。魔物が怖くて鎖国状態って訳か。だから町を出るって言ったら二人して顔色を変えるんだ。でもゴブリン？　ゴブリンって……。

「いや、あの、ちょっと、やりすぎじゃない？　たかがゴブリンに」

「たかが……だと……？」

　マーチンは目を吊つり上げ、恐ろしい顔付きで俺を睨にらんできた。

「お前は一体どれだけおかしくなれば気が済むんだ！」

「いや俺、そんなにおかしくないだろ！」

　叫んだ後、ほんの少しだけ冷静になって考えてみる。

「もしかして……ゴブリンが数百匹も数千匹も群れをなして襲ってくるのか……？」

　すると二人はますます顔を怒りで紅潮させた。

「そんなにそこいら中、ゴブリンだらけな訳があるかあ!!」

「一体何を考えてるの、ヒロ!!　いい加減にして!!」

「!?　分かんねえよ、もう!!　じゃあどういうことなんだよ!?」

「全く、何が数千匹だ！　普通の人間がゴブリン一匹でも倒せる訳がないだろうが！」

「え……」

　いやいやいやいや!!　ゴブリンなんか、ファイクエシリーズの序盤でイヤと言うほど戦ってきたっつーの!!　他のＲＰＧでも雑魚キャラだろ!?　ああ……そうか、分かったぞ！　要はこの人たち、ゴブリン一匹すら倒せない非力なステータスってことね！

　ようやく謎が解けたので、俺は余裕振ってマーチンの肩に手を乗せた。

「あのな、マーチン。今まで黙っていたが、実は俺には力があるんだ。この世界の誰も持っていないようなすごい力がな」

　そしてアリシアにも語り掛ける。

「今朝、夢の中で女神が俺のことを勇者だって言ったんだ。きっとゴブリンなんか一撃だぜ？」

　気付けばアリシアは目に涙を滲にじませていた。

「お医者様を……早く……！」

　オォイ!!　ひっでえ幼おさな馴な染じみだな!!

「アリシア。コイツは本当に町を出かねん。こうなりゃ目を覚まさせてやるしかない」

　マーチンが俺の前に立ちふさがり、ファイティングポーズを取った。

「そんなに力があるなら見せてみろ！　俺を倒してから行け！」

「に、兄さん？」

　アリシアは驚くが、俺はニヤリとほくそ笑む。

　ああ、そういうことか！　こういうイベントね！　ここでかっこよくマーチンに勝つと、大おお見み得え切って町を出られる訳ね！

　リアルなら怖くてケンカなんかとてもできないが、此こ処こはＶＲ世界。そして、たかがゲーム。俺の気は大きくなっていた。

　マーチンと同じように両拳を胸の前に構える。

　ふふふ！　勇者の力で、軽く小突いただけで吹き飛ばしちゃったりして！

　そう思いながら、マーチンの腹を狙い、颯さつ爽そうと右拳を繰り出した。だが拳が目標に到達する前に『バギッ』と音がして俺は床に倒れていた。同時に鼻の辺りに痛みが。どうやらカウンターで殴られたらしい。

　恐る恐る顔に手を当てる。見ると、俺の手の平が赤く染まっていた。

「ち、ち、血が!!　は、は、鼻から血が出たァ───ッ!?」

「殴られりゃあ血が出るだろ。どうだ、ヒロ。これでちっとは目が覚めたか？」

　ポタポタと流れる鼻血！　更に鼻の辺りにはツーンとした鋭い痛みが！

　自分から殴りかかった癖に、俺は逆上していた。

「痛いってえな！　何が親友だ、このバカ！　大体、俺はお前なんか知らねえよ！」

「お前！　ケヌラの木の下で、誓いを交わしたあの日のことまで忘れちまったのか！」

「そんな気持ち悪い名前の木、知るかあ!!」

「もう許さないぞ！」

　そしてマーチンは自分から殴りかかってきた。マーチンは俺より背が高く、腕も太い。そのヴィジュアル通りに力の差は歴然だった。

　バキッ、ドガッ、ガスッ。

　顔、胸、腹を激しく殴打された後「うううっ……！」と唸うなって、うずくまった俺をマーチンは哀れそうに見下ろしていた。

「全く。そんなザマでゴブリンに勝てる筈はずないだろうが」

　マーチンはナイフをフォーク代わりにして余裕の表情でリンゴを食べている。アリシアが両手を広げて俺たちの間に入ってきた。

「兄さん！　やめて！　ヒロも反省したと思うの！」

　アリシアはそう叫ぶが……いやもう遅おっせえよ!!　既にボコスコ殴られた後だっつーんだよ!!　なんだよ、この幼おさな馴な染じみ!!　そしてこの親友は!!

　いつしか俺の怒りは沸点に達していた。

　リアルじゃあ散々嫌なことがあって、その上、フルダイブＲＰＧでボコられるって一体何なんだよ!!

「ふざけんなああああああ!!　ＮＰＣの癖にぃぃぃぃぃぃ!!」

　俺はリンゴを囓かじるマーチンに体当たりを喰くらわした。油断していたのか、マーチンは俺の体当たりをモロに喰らい、ドッと床に倒れた。

　ざ、ざまーみろ！　一撃喰らわしてやったぞ！

　少しだけいい気分だったが、様子がおかしい。

『やりやがったな！』なんて、すぐ起き上がってくると思ったのに、マーチンは倒れたまま、微動だにしなかった。

　流石さすがに心配になって、覗のぞき見る。

「ま、マーチン？　大丈夫か？」

　そしてマーチンの顔を見て……俺は絶叫した。

「ひいぃぃぃぃぃぃぃっ!?」

　果物ナイフの刃先がマーチンの喉を貫通し、首筋から突き出ている！　そして口こう腔くうからはドクドクと赤い液体が溢あふれていて……

「いやああああああああああああああああああああああああああああ!!」

　先程の俺の叫びを打ち消す大絶叫が、状況を把握した幼馴染み、アリシアの口から発せられる！　震えながら、兄の手首に指を当て、様子を見ていたアリシアだったが、

「し、し、死んでる……！」

　そう呟つぶやいた後、鬼のような顔で俺を睨にらんだ。

「この人殺しいいいいいいいいいいいいいいいいいい!!」

「お、落ち着けよ、アリシア。や、『やくそう』とかある？」

「死んでるって言ってんでしょうがあああああ!!　薬草なんかで助かるかあああああああああああああああ!!」

「そ、そ、そうですよね！」

「ねえ、ヒロ、アンタ、コレ、アンタ、ちょっとどうすんの、ねえ、兄さん、これ、アンタ、死んだわ、確実に、アンタ殺して、ねえ、殺したわ、ヒロ、ちょっと、ねえ、ヒロ、ヒロ、ヒロ、」

　焦点の定まらない目でブツブツと言いながら、俺にゆっくり近付いて来るアリシア。それが今までフルダイブＲＰＧで見たどんなモンスターよりも恐ろしくて、

「ご、ごめんなさいいいいいいいいいいいいいいいいいい!!」

　俺はドアを開けて、一目散に逃げ出した。

　ま、マズい、マズい、マズい、マズすぎる!!　もうコレ、いったんリセットして最初からやり直したい!!

「テメ────────ッ!!　待てええええええええええええええええ!!」

　鬼女の咆ほう吼こうを背中に受けつつ、俺は田舎のような畦あぜ道みちを背後も振り返らずにひた走った。

　なのに、

「逃ぃげるなああああああああああああああああああああ!!」

　嘘うそだろ!!　引き離せない!?　この幼おさな馴な染じみ、足、速すぎない!?

　俺は咄とつ嗟さに中学生の頃の部活を思い出しながら、手足のフォームを整えた。そうしてから死にものぐるいで疾走する。やがてアリシアの声は遠ざかっていった……。
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　しばらくして、民家が建ち並び始め、ようやく町らしくなってきた。中世ヨーロッパ建築のような家々の間に延びる石畳の上を、通行人のＮＰＣたちが歩いている。彼、彼女らは全力で疾走する俺に奇異の視線を投げていた。

「はぁはぁ……！　ぜぇぜぇ……！」

　ＶＲゲームの世界にいる筈はずなのに息が切れる。とにかくもう限界だった。俺は速度を緩め、ゆっくりと後ろを振り返り……背後に恐ろしい幼おさな馴な染じみがいないことを確認してから、ようやくホッと一息吐ついた。

　──ああ……怖かった……!!

　路地裏の民家の壁にもたれかかり、どんより曇った気分でその場に座り込み、途方に暮れる。手にはマーチンを倒した時の感触がまだ残っていた。

　──ひ、人を殺してしまった……!!　俺は一体これからどうすれば……？

　だが、俺は頭をブンブンと横に振る。

　いやいやいやいや、待て待て待て待て!!　コレってゲームじゃんね!?　そうゲーム!!　たかがゲームだよ!!　大丈夫、大丈夫!!　全然たいしたことない!!　何なら、もう一回『ＮＥＷ　ＧＡＭＥ』からプレイすればいいだけだしな!!

　その時、不意に、

「……ヒロ君」

　耳元で女性が俺の名前を呼んだ。

「うわあああああ!!　ごめんなさ───────い!!」

　だが、アリシアではなかった。そこには目を疑う光景があった。

「ごめんね。さっきは電話に出られなくて。お風呂に入っていたから」

　俺の隣には、このフルダイブＲＰＧを売りつけたゲームショップ如月きさらぎの店員、銀髪のレオナさんがいた！

「ん？　びっくりした？」

「びっくりしましたよ！　だ、だって、」

　レオナさんは小さかった。何と30センチくらいのフィギュアサイズである。しかも露出の多い水着のような衣装を着ており、背中には羽があって、俺の顔の近くをフワフワと浮遊している。

「ああコレね、極きわめ・クエストの販売店特典なの。この格好はゲームショップ店員の私しかできないの。通常のキャラクターはプレイヤーの現実世界の身長と体重、そのまんまだからね」

「は、はあ。しかしまた何でそんな格好に……」

　体形はフィギュアサイズ。だが、Ｇカップはありそうな巨乳。更に腰はしっかりくびれていて、手足も細い。俺はごくりと生唾を飲んだ。

　じ、実物はこれを大きくした、そのまんまなんだろうな……！

　ゲームショップの店員というよりグラビアモデルのようなレオナさんは、くるりと空中で回って見せた。

「妖精の姿なのよ。今、私の姿はアナタみたいなリアルプレイヤーにしか見えないし、声もＮＰＣやモンスターには聞こえないわ」

「え？　つまり、どういうこと？」

「だから。手取り足取り教えるって言ったでしょ？　この仕様は難易度超高めの極きわめ・クエストのサポート役に適しているのよ」

「な、なるほど！　それじゃあこれから俺のナビをしてくれるんですね！」

　レオナさんは妖精というか小悪魔みたいだったが、この窮状での協力者の登場は心底嬉うれしかった。

「今やり始めたばかりね？　リンゴの収穫は終わったかしら？　今は可愛かわいい幼おさな馴な染じみと一緒に町の散策中？　まぁ無限に近い数の分岐があるフリーシナリオシステムだから、なかなか想像がつかないけど」
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「いや、それがちょっと最初の分岐でミスっちゃったみたいで。アハハ」

「あら、ヒロ君。まさか幼おさな馴な染じみにエッチなことでもしたんじゃあないでしょうね？」

　まさに小悪魔的に、ウリウリと俺の頬ほおを小さな肘で突く。

「えっとそれがですね──」

「待って。言わなくてもいいわ。当ててあげる」

　そしてレオナさんは俺の首もとに近付く。

「な、何？」

　浮遊しているレオナさんの豊満な胸の谷間が視界に入った。慌てていると、レオナさんは俺の胸よりシルバーのタグ付きペンダントを取り出して見せてくる。

　え……！　気付かなかった……こんなの首に付けてたんだ、俺……！

「もう知ってるかも知れないけど、リアルを極限まで追求したこのゲームではステータス画面などは極力排除されてるの。無論、現実感を出す為ためにね。そんな中、プレイヤーがゲームの進捗具合を推し量ることができる唯一の方法──それが『称号システム』よ」

「称号システム……？」

「そう。プレイヤーが付けているこのペンダントに、ヒロ君の現状に適した称号が与えられるの」

　そして。楽しそうに俺のペンダントのタグを覗のぞき込んだレオナさんの小さな顔が、みるみるうちに青ざめていった。

「しょ、称号……『親友殺しベストフレンド・キラー』……!!」

　レオナさんは目を大きく見開き、呟つぶやく。

「いきなり……詰んでる……!!」




　浮遊したまま、しばらく固まっていた妖精のレオナさんは、いつしか神妙な顔付きになっていた。

「平凡な男の子かと思っていたら、初っぱなから親友のＮＰＣに襲いかかるなんて……アナタ、かなりイッちゃってる高校生だったのね……！」

「いや違いますよ！　殺意はなかったんです！　アレは何て言うか、その、事故だったんですよ！　マーチンがナイフをリンゴに刺して食べていてですね、その時、えぇと、ちょっと押しちゃって、それで倒れた勢いであのその、グサッて！」

　二、三度小さく頷うなずいた後、レオナさんは鋭い目を俺に向けた。

「ワザと……ね？」

「だから違うってのに！」

　俺は「ああ、もうっ！」と頭をボリボリ掻かいた。

「とにかく、そんな訳でもう一回初めからやり直したいんですけど！　リセットするにはどうしたらいいんですか？」

　するとレオナさんは小さく首を横に振る。

「無理よ。このゲームに『やり直し』はないの」

「ええっ！　そんなバカな！」

「ヒロ君。現実世界で失敗したからって『ＮＥＷ　ＧＡＭＥ』からやり直せないでしょう？　リアルを追求するってそういうことなのよ。そして、極きわめ・クエストは基本的にオートセーブ。仮に今ゲームを止やめても、親友を殺した後の状態からロードされるわ」

「じゃあ俺、『親友殺しベストフレンド・キラー』とかいう訳の分からない称号付けられたまま、このゲームを続けるんですか？　イヤですよ、そんなの！」

「ちなみにソフト自体を新品に交換したとしてもダメよ。一度、極・クエストをプレイしたという履歴がハードに刻まれているの。完全に初期化して始めるにはハードも買い換える必要があるわ。最新ハードはウチでも売ってるけど、よかったら買う？　十万円以上するけれど」

「何でハードまで買い換えなくちゃならないんですか！　だったら、いっそのこともういいですよ！　俺、このゲーム止やめます！　お金返してください！」

　少しだけ興味が湧いていたが、こんな状態でゲームを続けたくはない。かといって高価なハードを買い換えるなんてできる訳がない。だからズバリそう言ってやったのだが、レオナさんは睨にらむような眼まな差ざしを俺に向けてきた。

「それは無理。お金を返すことはできないわ」

「な、なぜ？」

「ウチの店はね。死んでも絶対に返金をしない主義なの」

「!!　消費者センターに訴えてもいいですか!?」

「やめておきなさい。前途ある高校生と血みどろの訴訟争いなんかしたくないわ。それより、もっと前向きに考えましょう。確かに『親友殺しベストフレンド・キラー』からゲームを進めるのは容易ではない。けれど私も協力する。だからやるだけやってみましょう」

　全く腑ふに落ちない状態の俺をスルーして、レオナさんは喋しやべる。

「この極・クエスト──略して『キワクエ』は十年前の国内限定フルダイブＲＰＧ。もちろん今はメーカーからのヘルプなどのサービスも終了して過疎りに過疎っている状態。それでもごく少数のリアルプレイヤーは存在しているのよ」

「ええっ!?　十年前のフルダイブＲＰＧを未いまだにやってる人がいるんですか!?」

「日本は広いわ。そりゃあそんな人もいるわよ。そしてその内の一人がギンジさんよ。ギンジさんも十年前、ヒロ君と同じように序盤で親友を殺したらしいの。だから彼に会って話を聞いてみましょう。何か突破口が見つかるかも知れないわ」

「それでそのギンジさんは何ど処こに？」

「このテッドの町のカジノに入り浸っているわ。ほぼ十年間ずっと」

　ええ────！　十年間、過疎ゲーのカジノに入り浸ってる人って一体……！

「でもヒロ君。その前にポケットの中を確認してみて」

　レオナさんに言われ、手をポケットに入れてみると、小銭のような銀貨が三枚入っていた。

「うん。所持金は30Ｇガルド。それでとにかく安い服を買いましょう」

「服？　鎧よろいじゃなくて服ですか？　この麻の服で別にいいんじゃ？」

「どうも今の状態を分かってないようね。ホラ、こっち来なさい」

　ふわりと飛んだレオナさんの後を追う。しばらく飛ひ翔しようし、民家の物陰に着地したレオナさんが俺を手招きした。そこから、通りを覗のぞき見ると二人の男が会話をしている。

「知ってるか。マーチンが殺されたらしいぜ」

「ええっ！　あんな好青年を一体誰が！」

「それが殺やったのは親友のヒロらしいんだよ。今、町内衛兵隊が奴やつの行方を追っているようだ……」

　俺は頬ほおをヒクヒクさせながら、妖精のレオナさんに小声で叫ぶ。

「お、俺、指名手配されてるの!?」

「これで分かったでしょう。見つからないように格好を変えなきゃいけないわ。服屋は此こ処こからそんなに離れていない。だけど、なるべくうつむいて歩くのよ。見つかったら即、通報されるから……」




　──ああ、酷ひどいことになった……。やっぱもう止やめたいな、このゲーム……。

　ログアウトしたかったが、ナビをしてくれているレオナさんの手前、なかなか言い出せない。仕方なく俺はうつむきながら、レオナさんの飛ぶ後を追った。服屋はさっき居た場所から目と鼻の先だったが、道中、時間がやたらと長く感じられた。

　それでもどうにか、うらぶれた服屋に辿たどり着く。服屋の主人が通報したりはしないのだろうかと危ぶんだが、

「リアルでもＶＲでも、商売人は基本お客様第一主義。いくら怪しいと思っても、店員のＮＰＣが入ってきた客をいきなり通報したりはしない筈はずよ」

「そ、そうですか」

　納得しつつ、店内に入る。レオナさんが指し示した、フードの付いた魔法使いのローブのような服を手に取り、すぐに年配の主人の元に向かった。

「ヒロ君。15Ｇガルドよ」

　俺は無言で店の主人にお金を差し出す。俺の顔と金を交互に見ると、男は口元をいやらしく歪ゆがめた。

「くくく。お客さん。今、噂うわさになってますぜ」

「ええっ！」

　ちょ、ちょっと何コレ!?　通報されそうな流れだけど!?　話が違う!!

「いやいや。あっしも商売ですからね。お客さんを売ったりなんかしませんよ」

「じゃ、じゃあ一体……」

　怯おびえる俺に店の主人はシミだらけの右腕をすっと差し出してきた。

「くっくく。代金は20Ｇだよ」




　……ローブを羽織って店を出た後、俺はレオナさんに愚痴る。

「いや何なんですか、あの店の主人！　定価よりも高い金額、取られましたけど！」

「しっかり足下を見てきたわね。どう？　これがキワクエのＮＰＣよ。なかなかリアルな反応をするでしょう？」

「リアルというか感じ悪いんですけど!!　つーか俺、これから物を買う時、ずっと割増価格なんですか!?」

「だから。こういう状況を何とかする為ために、今からギンジさんに会うんでしょ。さぁフードを付けて」

　レオナさんに窘たしなめられて俺は溜ため息いきを吐ついた後、フードを目深に被かぶった。

「これで即、身バレすることはないわ。ひとまず安心ね。それじゃあカジノを目指しましょう。ちょっと遠いけど付いてきて……」

　レオナさんは、俺の少し先を飛んでいた。顔を周りの人間に見せないようにしつつ、辺りを窺うかがう。武器屋や鍛冶屋、また宿屋などが建ち並んでいる。ゲームが始まったばかりの田園風景だった場所と比べると、往来を歩く人も多く、雰囲気が全く違う。

「『テッドの町』って言いましたっけ？　すごく広いんですね」

「ええ。このアルフレイ大陸の他の町や城との交易を全て禁止し、広大な土地によって自給自足する鎖国のような巨大な町、それがテッド──通称『鎖さ町ちよう』よ」

「鎖町……！」

「ちなみに町を勝手に出た者は『脱だつ町ちよう』の罪で町内衛兵隊に厳しく裁かれるわ」

　確かマーチンもそんなこと言っていたっけ。それにしても町を出るだけで罪になるなんて変わった町だな。ってか待てよ……。

「それじゃあフィールドでモンスターと戦えないじゃないですか!?　何なんですか、このゲーム!?」

「だからまず、この町を上う手まく抜け出すことがキワクエ攻略の第一歩なの。その方法も併せてギンジさんに聞きましょう。親友殺しでも脱町が可能かどうかをね……」

　歩いていると、やがて道は狭まっていく。活気がなくなった通りには、みすぼらしい格好の者が千鳥足で歩いており、辺りには飲み屋と思おぼしき店が点在していた。

　レオナさんが俺の顔の前まで来て、ニコリと微笑ほほえむ。

「此こ処こまで来ればもう大丈夫。カジノはすぐよ」

「そ、そうですか。よかった……」

　その時。背後から誰かにポンと肩を叩たたかれた。なんだろうと思って振り向くと、

「ヒ────ロ────ちゃ────ん」

　体中から一斉に血の気が引く！　俺の背後には両の口角を大きく上げて笑う、金髪碧へき眼がんの幼おさな馴な染じみがいた！

「あ、あ、あ、あ、アリシアああああああああああ!?」

「うふふふふふふ。探したよう。すっっっっっごく探したよう……」

「れ、れ、レオナさんっ!!」

　救いを求めて視線を送るが、レオナさんも俺と同じく驚きよう愕がくの表情を浮かべていた。

「この付近にまで出没するなんて！　なんて恐ろしい幼馴染みなの！　フードだって被かぶっていたのに！」

「そ、そうだ！　フードを付けていたのに、どうして？」

　アリシアは唇を舌でぺろりと舐なめる。

「後ろ姿ですぐ分かったよー。だって私たち、昔からの幼馴染みじゃないの」

「流石さすがは超高速汎用人工知能アールエヴォ搭載のキワクエね！　ＮＰＣの自我と自由度、それに洞察力までハンパないわ！」

「ちょっとレオナさん!!　感心してる場合じゃ!!」

「あらあら？　どうしたのヒロ？　独り言なんか言っちゃって？」

　アリシアは不思議そうな顔を俺に向けている。妖精のレオナさんの姿と言葉はＮＰＣであるアリシアには感知できていないのだ。

　アリシアがまるでキスでもするかのように整った顔を俺に近付けてきた。

「あ、アリシア！　聞いてくれ！　あれは事故で！」

　不意にアリシアが天使のように優しい微笑ほほえみを見せて、狼ろう狽ばいする俺から顔を離した。

「え……？」

　驚いていると、アリシアが照れたように頬ほおを掻かく。

「私、あの時おかしかったよね？　あんなに叫んじゃって。でもね、ヒロを探して駆け回っていたら、ちょっとは落ち着いたよ」

　今度は俺に潤んだ瞳を向ける。

「ねえ、ヒロ。私、ヒロのこと好きだった。うぅん、今でも大好きよ」

　ひょっとしたら誤解が解けたのか……そう思った途端、アリシアは花の咲いたような笑顔でこう言った。

「だから……ヒロは私が殺してあげるね!!」

「!?　いや、全然誤解解けてねーじゃん!!　　何でそうなるの!?」

「安心して。その後、すぐ私も後を追うから。また三人で仲良くしましょう……あの世でね……」

　だ、ダメだ！　全く会話にならない！

　レオナさんが眉間に皺しわを寄せて、アリシアを見据えていた。

「うーん。最愛の兄を殺されて、かなり病んじゃってるわね。これはもう幼おさな馴な染じみのアリシアじゃあないわ」

　不意にアリシアは胸元からナイフを取り出した。それは、何とあのナイフ！　マーチンの命を奪った血に濡ぬれた果物ナイフだった！

　果物ナイフをクルクルと器用に回した後、短刀を持つ忍者のように半身に構える。

「そう、私はアリシア……『地獄の果物ナイフ使いヘルズ・フルーツスライサー』アリシア＝フォン＝ローターゼン……！」

　何だ、その名称!?　一体どうしてそうなった!?

「細かく切り刻んであげる！　リンゴジュースを作る時のようにね！」

　叫ぶや、恐怖で後ずさる俺の懐にアリシアが飛び込んでくる！　そして果物ナイフを一いつ閃せん！

　だが、ビビって後退していた俺は尻餅をついて、どうにか偶然その攻撃をかわした。すぐさま立ち上がって、距離を取る。

「ヒロ君、気をつけて！　幼馴染みは素早さが非常に高い設定よ！　彼女を仲間にして冒険を進めるプレイヤーも多いんだから！」

「な、何ソレ!?　アリシアって仲間になる予定だったんですか!?」

「フリーシナリオシステムだから誰を仲間にするかは自由！　だけど幼馴染みと親友を序盤で仲間にするのはこのゲームの定石なの！」

　なのに俺はマーチンを殺し、アリシアからは命を狙われてるってか！　マジで最悪なスタートじゃんか！

「ヒロ……何をブツブツいっているの？　ああ、そーか、そーか。きっと……神様に懺ざん悔げの言葉を捧ささげているのよねええええええ!!」

「逃げるのよ！　ヒロ君！」

　レオナさんが耳元で叫ぶのと、アリシアが飛びかかってくるのはほぼ同時だった。俺は咄とつ嗟さに横っ飛びをして攻撃をかわした後、全力疾走を開始する。

「ヒロおおおおおお!!　待てええええええええええええええ!!」

「待っちゃあダメよ、ヒロ君！　止まったら殺されるわ！　ゴーゴーゴーよ！」

　アリシアの足の速さは身に染みて分かっている。俺は必死で寂れた通りを駆け抜けた。レオナさんが俺の肩にしがみつき、指示を出してくる。

「ヒロ君！　そこの通りを右に入って！」

「はいっ！」

「次の角は左！」

　背後でアリシアが何か叫んでいたが、その声がどんどん遠ざかる。レオナさんの的確な指示に加え、日が暮れてきたこともあって視界が悪い。先程よりは容易にアリシアを撒まけたらしい。

「よし。そこの建物の陰に隠れましょう」

　路地裏の寂れた小屋の物陰で俺は中腰になり、乱れた呼吸を整える。

「ヒロ君って結構逃げ足が速いのね」

「はぁはぁ……ってか、げ、ゲームの中なのに疲れるんですね……はぁはぁ……！」

「キワクエはプレイヤーの五感はもちろん疲労度なんかもリアルに再現しているの」

「い、いるんですか、そのシステム……！」

　ちょうどその時。俺の胸元が眩まばゆく光り輝いた。

「え……!!　こ、これは……!?」

「ヒロ君！　今すぐ胸のペンダントを取り出して！」

　もしかしてレベルアップ!?　アリシアから逃げ切ったことで俺の身体能力が向上したのか!?

　俺は期待してペンダントを取り出す。眩い光が消えて、そこにはこう書かれていた。




『よく走る親友殺しランニング・ベストフレンドキラー』




「……は？」

「やったわね、ヒロ君！　新しい称号ゲットよ！」

　妖精のレオナさんが小さな親指を立てていた。

「え、えっとこれって、素早さが上がったりとかしたんですか？」

「いいえ！　ただ単に称号のコレクションが増えただけ！　この調子でたくさん集めていきましょうね！」

「!?　いや、どうでも良いっすよ、こんなコレクション!!」

　大声で叫んだ後、脱力する。何だか色んな意味でドッと疲れてきた。思えばキワクエを始めて随分と時間が経たっている気がする。

　俺はおずおずとレオナさんに申し出た。

「あ、あの……すいません。俺、今日はもうログアウトしたいんですけど……」

「ええっ！　このタイミングで？　もう少しやりましょうよ！」

「でも明日も学校があるし……」

「いいじゃないの、学校なんて！　今、この瞬間さえ楽しければ、それで！」

「!?　大人の発言とは思えない!!」

「引きこもりも、たまには良いものよ」

「高校生に引きこもりを勧めてこないでくださいよ……。とにかく俺、一旦止やめたいんです！」

「チッ。仕方ないわね。じゃあ一度、現実に戻りましょうか」

「何で今、舌打ちしたんすか……！」

　レオナさんが渋々了解したので、俺は空間をチョンチョンチョンとトリプルタッチ。セーブ画面を呼び出そうとした。だが……

「アレ？　何も出てこない？　何で？」

　戸惑っていると、突然レオナさんが血相を変えた。

「キワクエは戦闘中はログアウトできない！　これはつまり戦闘状態はまだ続いているということ！」

「そ、それって……？」

「み─────つけた─────────────」

　愉悦を孕はらんだ声がして、振り向けば目前！　アリシアが俺の顔面にナイフを振り下ろそうとしていた！

「ひいいっ!?」

　咄とつ嗟さに手で顔をガードするが『シュッ』。やけに、あっさりした音が耳に入る。

　──よ、よかった！　空振ったんだ！

　だが……ガードした左手を見ると、手の平がパックリと裂けて、血がドクドクと溢あふれ出している！

「うっわあああああああ!!　き、き、切られたああああああ!?　痛いってええええええええええ!!」

「ひ、ヒロ君、落ち着いて！　キワクエの中じゃあ、痛覚は現実よりも鈍にぶめに設定されてるから！」

　そ、そうなのか？　確かにマーチンに殴られた時も今回も、傷口と出血量に比べると痛みはそこまで感じていないようだが……。

「そう！　だから、今から四肢をもがれたとしても、階段から転げ落ちて全身打撲したくらいの痛みで済むから安心してちょうだい！」

「いやそれのどこが安心なんですか!?　なんでＶＲゲームで全身打撲の痛み、味わわなくちゃいけないんだよ!!」

「ヒロおおおおおおお!!　だから、さっきから何を一人でブツブツ喋しやべってんだってばよおおおおおおおおおおお!!」

　ナイフを上段に構え、俺の頭部を狙って飛びかかってくる幼おさな馴な染じみ！

　も、もうダメだ！　今度こそ殺される！

　だが、そう思った刹那。アリシアが体勢を崩し、その場に両膝を突いた。

「ぐうっ!?　目……目があああああああああああ!!」

　見ると、レオナさんがアリシアの顔に張り付いて、右目をポコポコと殴っている！

「な、何!?　コレは一体、何なのよおおおおお!?」

　レオナさんの姿が見えないアリシアからすれば、急に目に激痛が走ったように思えて、理解不能なのだろう。

「く、糞くそがああああっ!!」

　右目を押さえるアリシア。だが、レオナさんはふわりと移動して左目を狙う！　そして俺の方を振り返って叫ぶ。

「ヒロ君！　行きなさい！　カジノを！　カジノを目指すのよ！」

　俺は頷うなずくと踵きびすを返し、再び全力で駆けだした。

「また逃げるのかああああああああ!!　ヒロおおおおおおおおおおおおお!!　いいか、覚えておけえええええ!!　何ど処こに逃げても必ず見つけ出す!!　お前の命を切り刻むのは私!!　地獄の果物ナイフ使いヘルズ・フルーツスライサーのアリシアよおおおおおおおお!!」

　アリシアの絶叫に近い声を聞き、俺も走りながら叫ぶ。

「一体何なんだ、このゲームはああああああああああああああああああああ!!」















第二章　過疎フルダイブＲＰＧの恐怖






　ガバッと上半身を起こしてヘッドギアをはぎ取り、ベッドの隅に放り投げる。俺はまるで悪夢から目覚めた時のように汗だくで「はぁはぁ」と息を切らせていた。

　走っていたのはＶＲ世界の筈はずなのに、実際に疲労を感じた。電気を点つけて、いつも通りの自分の部屋を見回してからようやく、現実に戻ってきたのだと実感する。

　それにしても、ゲーム内ではほとんど逃げ回っていた気がする。あんなに死にものぐるいで走ったのはいつぶりだろう。

　レオナさんは『カジノを目指せ』と言っていたが、アリシアから遠く離れた後、俺はキワクエの世界からログアウトした。無論アリシアが怖かったのもあるが元々、俺にとってフルダイブＲＰＧとは『辛つらい日常から隔絶された夢と希望に満ちあふれた世界』である。それなのに、あの世界ときたら希望どころか絶望しかない。殺人犯として追われるなんて、現実よりもっと辛いじゃないか……。

　不意に扉を叩たたく音がした。『コンコン』というより『ドンドン』と。

　ドアを開くと、部屋着姿の妹が血相を変えた顔で仁王立ちしていた。

「何だ。楓かえでか」

「何だ、じゃないわよ！　今、夜中の何時だと思ってんの？　大声で叫んじゃって！　私の部屋まで声が聞こえてきたんだから！」

　どうやらアリシアに追われている時、俺はリアルでも絶叫していたらしい。

「わ、悪い。でも大丈夫。ゲームやってただけだから。心配いらないよ」

　中学二年の妹に愛想笑いした。寝起きなのだろう。セミロングの髪の毛はやや乱れている。普通にしていると、それなりに可愛かわいい顔立ちなのだが、今は眉間に皺しわを思い切り寄せて俺を睨にらんでいた。

「別にアンタの心配なんてしてないわよ！」

　俺はいつからか『おにいちゃん』から『アンタ』と呼ばれるようになっていた。まぁ中学生の女子といえば多感な時期。そんなことで目くじらを立てるのもどうかと思い放置しているのだが、

「もうやめなよ、フルダイブＲＰＧなんてオワコン！」

　……流石さすがにその一言は看過できなかった。

「オワコンとか言うなよ！　確かにブームは過ぎた感はあるけど、まだフルダイブＲＰＧユーザーは日本中に沢山いて──」

「はあっ？　今時あんなのやってるなんて、オタクよ、オタク！」

　貴たか文ふみ同様に、バッサリと断言される。フルダイブＲＰＧ発売の熱狂から歳月は流れ、市場は今、完全に下火であった。

「毎日、学校から帰って来て夕飯食べたらすぐゲーム！　バッカじゃないの？」

「いいだろ別に！　趣味なんだから！」

「どうせ趣味なら昔みたいにランニングでもしたらどうなのよ！」

　楓かえでの言う通り、中学から高一まで陸上部だった俺は毎日走り回っていたが、

「いまさら誰がやるか、そんなの！」

　バカにされたのだと思い、声を張り上げた途端。楓は顔を真っ赤に紅潮させた。

「とにかく、もう二度と深夜にフルダイブＲＰＧなんかやらないで!!　どうしてもやりたいなら、目と鼻と口を塞いでからやってよね!!」

「!?　死んじゃうだろ!!」

　俺は叫ぶが、楓は『バン』とドアを閉めて自分の部屋に戻っていった。

　全く何て憎たらしい妹だ！　昔は俺の行く所なら何ど処こでも付いてきて『おにいちゃん、おにいちゃん』なんて愛くるしかったのに！

　……学校もゲームも妹との関係も何もかもが上う手まくいかない。せめて安らかな睡眠が欲しいと、俺はベッドに潜って布団を被かぶったのだった。




　翌朝。目覚まし時計代わりのスマホを見ると、レオナさんからメッセージが届いていた。




『ヒロ君てば酷ひどい！　カジノを目指してって言ったのにいつの間にかログアウトしてるんだもん！　まぁいいわ！　許してあげるから、今日もキワクエやりましょうね！　学校はいつ終わるの？　私もログインするから絶対にきてね！　絶対に！　死んでも絶対に！』




『死んでも来い』という半ば脅迫のような文面を見て、溜ため息いきが出た。

　どっちかって言うと、もう二度とやりたくないけど……。でも、このままやらなかったらこれから毎日、催促されそうだなあ。畜生、個人情報なんか教えなきゃよかった！




『学校終わって夕飯食べてから、時間があったらやります』




　とりあえず俺はそう返信しておいた。




　学校に行ってもレオナさんのせいで朝から気分が憂鬱だった。窓の外をぼんやり眺めていると貴たか文ふみが話しかけてきた。

「ファイクエは買えたのか？」

「いや、それが店員に変なフルダイブＲＰＧ買わされちゃって。モンスターとも戦えないし、病んだ幼おさな馴な染じみにしつこく追いかけられるしで、もう散々」

「何だそれ」

「そのくせ妙にリアルなんだよ。痛覚もあるから攻撃されたら痛いんだ」

「よ、よく分からねえけど、つまらなそうだな。クソゲーってやつじゃねーの？」

「うん。絶対そうだと思う」

　貴文が笑ったので俺も釣られて笑う。しばらくして貴文は少し気まずそうに頬ほおを掻かいた。

「ヒロ。昨日は悪かった。ＶＲゲームはお前の趣味だもんな」

「いや、別に気にしてないからさ」

「フルダイブＲＰＧがどんなに流行遅れで幼稚で吐き気がする程くだらなくても、俺がとやかく言う筋合いはないよな」

「ああ、そうだな……って、吐き気を催す程にくだらなくはないよ!?」

「とにかくＶＲゲームのことはもういい。けどな、ヒロ」

　貴文は急に真面目な顔付きになって俺を見据えた。

「アイツらには一回ビシッと言ってやれよ？」

「あ、ああ……。ははは……」

　俺は愛想笑いして言葉を濁した。アイツらというのは、もちろん俺から小金をせびる谷たに城しろと三み科しなのことだ。それを聞いた時、ようやく俺は、貴文がどうして昨日あんなに辛辣だったのかを理解したのだった。




　学校から帰って夕飯を食べた後、自分の部屋のベッドに倒れるように横たわる。枕元には例のソフト『キワクエ』が入ったヘッドギアが置いてある。

　妹に散々怒られ、貴文にもよく思われていないＶＲキットを手に取って眺めた。

「はぁ。どうしよ……」

　独りごちる。そもそも殺人者扱いされて、幼馴染みに追われるゲームなんかリスタートしたくない。だがしかし、レオナさんの勧誘もあるし、一万円も払わされて買ったソフトである。

　──うーん。もうちょっとだけやってみるか。とりあえずギンジって人に会って話を聞くところくらいまでは……。

　決心して、俺はヘッドギアを装着。再度キワクエの世界へと突入したのだった……。




　ロードは前回のセーブ地点──月明かりに照らされた、テッドの町のうらぶれた路地から開始された。これからギンジさんに会う為ため、カジノを探さなければならない。

　しかし。俺は今、それどころではなかった。

「ハァハァハァハァ……！　ゼェゼェゼェゼェ……！」

　激しい息切れと左手の痛みに頭がくらくらする。アリシアに果物ナイフで手を切られ、全力疾走した直後の状態だったのを忘れていた。

　何だよ、もう！　リスタートしたんだから、ちょっとくらい回復していても良いだろ！　開始早々これじゃ、いきなりやる気なくなるわ！

　心の中で毒づきながら左手を見る。かなり深く切られているらしい。手の平から血がポタポタと地面にしたたり落ちている。

　うわっ、生々しいなあ！　だからこういうリアルさ、いらないってんだよ！

　イライラしつつ、俺は右手でポケットをまさぐった。左のポケットには銀貨が入れてあった。なら、きっとアレも初期装備として持っている筈はずだ。

　右ポケットから、ヨモギの葉のような草を取りだして、俺は「よし！」と小さく声を上げた。

　──やっぱり！　あると思った『薬草』！　ふぅ、助かった！

　最近のフルダイブＲＰＧでやり慣れたように、回復アイテムを人差し指でチョンチョンとダブルタッチ。アイテムの効果を発動させて傷を治そうとした。だが、薬草はいくらタッチしても光り輝いたり、ドット化したりして効果を発動する気配はない。

　それでもタッチし続けると、突つつきすぎたのか何だかシンナリとしおれてきた……。

　そ、そんな！　まさか、コレを使うのも現実みたいにするの？　えっ、えっ、薬草ってどうやって使うの？　貼るの？　それとも煎じて飲むの？

　その間にも、血はポタポタポタポタ。痛みもジンジンジンジン。

「使い方、分かんねええええええ!!　それから血も止まんねええええええ!!」

　焦りと腹立ちが混ざり合い、そう叫ぶと、

「ひっひっひっひ」

　背後から男の下卑た笑い声がした。

　や、ヤバっ！　追われてる身なのに大声出しちまった！

　ゆっくり振り返ると、髪の毛はボサボサ、着ている服はボロボロ、片手には酒瓶、顔は赤く──いかにも酔っぱらいなＮＰＣがいた。

　猫背の酔っぱらいは淀よどんだ目で俺を見上げると、

「手から血ィ出してやがる。オメー、おもしれーＮＰＣだな」

　そう言って、また笑った。

「いや俺、ＮＰＣじゃないし!!」

　ツッコんだ後、すぐに気付く。リアルさを売り物にするこのゲームで、ＮＰＣがプレイヤーに対して、こんなメタ発言的な冗談を言ってくる筈はずがない。ってことはつまり、この人は……。

「あ、アナタはひょっとして、もしかすると……ギンジさん？」

　酔っぱらいは眉間に皺しわを寄せて俺を睨にらんだ。

「あぁー？　このＮＰＣ、なんで俺の名前知ってんだあ？」

　よ、よかった！　カマをかけたら当たった！　カジノに行く前に会えるなんて、ツイてるな俺！

「だから俺、ＮＰＣじゃないんですって！　俺もリアルプレイヤーなんですよ！」

「そうかあ。お前、リアルプレイヤーなのかあ」

「はい！　レオナさんに言われてギンジさんのこと探してたんです！　このゲームについてアドバイスして貰もらいたくて！　ホント、ずいぶん詰んじゃって！」

　ギンジさんはウンウンと頷うなずいていた。

「そうか、そうか。見たところ若わけぇのに、こんな古くせえ過疎ゲーやって……ホントに人生詰んでんなあ」

「!!　詰んでるのは俺の人生じゃなくてゲームですよ!?」

　俺の訴えを無視し、ギンジさんはただ俺の手をジッと見詰めていた。

「ってか、お前よう。薬草とか持ってねえの？」

「あ！　持ってます！　でも使い方分かんなくて……」

「そんなのも知らねえのか。貸してみろ」

　ギンジさんは傷口に薬草を押し当て、布で巻いてくれた。

　ああ、なるほど！　傷口に押し当てて使うのか！

「ありがとうございます！　これですぐに治るんですね！」

「そんな訳ねえだろ。今、手当てしたところだから傷の深さ考えりゃあ、二、三日は痛むんじゃねえか」

　二、三日も掛かるんかい!!　普通の傷の治療かよ!!　薬草の意味ねえな!!

　このゲームの不条理さを再認識していると、ギンジさんはヨタヨタと歩き出した。

「此こ処こで話もなんだ。付いてこい。カジノでも行くべ……」




　ギンジさんの後をしばらく歩くと、屋根の半壊した廃はい墟きよのような家が見えてきた。

「こ、此こ処こがカジノ？」

　思わずそう口走ってしまう。訝いぶかしく感じながらその家を眺めると、傍かたわらに木の立て看板が。汚い字で確かに『ＣＡＳＩＮＯ』と書かれている。

　うーん。これは一人だと気付かなかったな。道端でギンジさんに会えてマジでよかった。

　立て付けの悪い木の扉を開くと、六畳くらいの狭い部屋。だが、その隅っこに地下へと通じる階段があった。

　なるほど。地下にカジノがあるのか。ちょっと非合法な感じがするな。

　カジノ内に沢山の人がいるのを予想し、俺はフードを目深に被かぶって、地下への階段を下りた。

　……テッドの町のカジノは俺の想像していたカジノと全く違った。だだっ広いが華やかさがまるでない。バニーガールなんていないのはもちろん、明かりといえばロウソクやランプがあるだけで、かなり薄暗い。カジノというよりは賭博場といった感じ。薄暗い地下室で十数人の男があぐらをかいてカードゲームなどに興じていた。

　俺の前を歩くギンジさんに話しかける。

「ギャンブル、好きなんですね」

「つーより俺はただ一人が嫌いなんだ。騒がしいところが好きなだけだ」

　そしてギンジさんは四人掛けの空いたテーブルに座った。軋きしむ椅子に腰掛けると、どこから取り出したのか、グラスを俺に差し出し、酒瓶から茶色の液体を注ついでくれた。

「まぁ飲めよ」

「さ、酒ですか？　俺、まだ未成年で──」

「ひっひっひ。コーラに近い味だ。酒じゃあねえよ」

　そ、そうなんだ。えっ、じゃあアンタ、なんでコーラで酔っぱらってんの？　変な人！

「それで俺に話って何だ？」

「え、と。ギンジさんも昔、マーチンを殺してしまったとか」

「マーチン？　誰だそりゃあ？」

「えっ？　親友のＮＰＣですよ？　ホラ、最初いきなり出てくる……」

「ああ。親友はプレイヤーによって名前が違うんだ。俺が殺やったのはエンリケよ」

「そうですか。それで実は俺も親友を、その、こ、殺してしまいましてですね、も、もちろん事故で、ですけども──」

「事故か。ひひっ。よく言うわな」

「ほ、ホントに殺す気は──」

　すると急に。ギンジさんは明後日の方向を睨にらんだ。

「ったく。おいおい。今、人と喋しやべってんだろう？」

「……は？」

　意味が分からない。でもギンジさんは「ひっひっひ」と笑いながら、何もない空間に向けて首を横に振っている。

「だからよう。その質問の答えは分かんねえって言ってんだろう。あの日から、ずう───っと、よ」

　そして俺は気付く。俺とギンジさんしかいない筈はずのテーブルには、飲み物を入れたグラスが『四つ』置かれていた。

　背筋がゾッとした。

　な、何コレ……何か怖いな、この人！　ま、まぁこんな過疎ゲーに未いまだに常駐してる人だから変わってるのは間違いないんだろうけど！

　ギンジさんのことを『この人、リアルじゃニートかも』なんて邪推していると、ようやく俺に視線を戻した。

「ああ、悪わりぃ。十年間ずっと現れやがるもんでな。それも毎回ランダムな時間に」

「な、何がですか？」
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「お前もすぐに分かるさ。すぐに、な。ひっひっひっひ」

　不気味に笑うと、ギンジさんはグラスを一気に傾け、空にする。

　呆あつ気けに取られている俺にギンジさんは、なみなみ入ったグラスを勧めてきた。

「ホラ、飲めって。喉、渇いてんだろ？」

　やんわり断ろうと思ったが、言われてみれば確かに喉が渇いているような気がする。

「じゃあいただきます」

　軽く一口飲むつもりが、走り回って疲れたせいもあってか、グビグビ飲んでしまった。

　うん。ホントにコーラ味。おいしいかも。

「ってか、このフルダイブＲＰＧ、喉まで渇いたりするんですね……」

「食欲もあるぜ。あんまり何も食ってねえと、へばって動けなくなるから注意しろよ」

　マジかよ！　またこのゲームはいらないところにリアルな要素、持ち込んで！

「それで何だっけな？　ああ、そうか。俺がエンリケを殺したところまで話したっけ」

「あっ、はい。ええと、そもそもギンジさんは、どうして親友のＮＰＣを？」

「大した理由はねえ。若気の至りってやつだ。たとえば、ホラーサバイバルゲームなんかでゾンビの代わりに町の人間を銃で試し撃ちしてみたくなるだろ？　そんな感じだよ」

「いやあの……俺はそんなことしませんけど……！」

「とにかくだ。いきなり『俺はお前の親友だ』とか抜かしやがるエンリケにムカついてよ。首をキュッと絞めてやったんだ」

「へ、へぇ……って、そんな簡単に勝てたんですか？　俺と揉もめた時のマーチン、結構、強かったですけど？」

「柔道やってたんでな。寝技で楽勝よ。ついでにギャーギャーうるさい幼おさな馴な染じみもまとめて絞め殺してやった」

　ギンジさんはまた「ひっひっひ」と笑う。

　お、幼馴染みもかよ！　やっぱ、この人かなりヤバいな！　俺と違って事故じゃなくて故意だもん！　い、いや、それより、

「ちょっと待ってください！　柔道やってたって、それリアルの話ですよね？　現実で強かったとしても、此こ処こはゲームでしょ？」

「ああ？　お前、この世界でどうしたら強くなれるのかも知らねえのか？」

　そういえば、このフルダイブＲＰＧには目に見えるステータスもレベルもない。そもそも経験値という概念がないのかも知れない。だったら……

「持ってる武器で強さが決まるとか、そういう感じじゃないんですか？」

「そりゃあもちろん、高くて強つぇえ武器を持ちゃあ攻撃力は上がるが、それだけじゃねえ。いいか。このゲームは『ヴァーチャルプロジェクション方式』だ。ハードからプレイヤーの顔や身長を読み取ってゲーム内に投影してる訳だが、その時、同時に筋肉、骨格、神経系統なんかもスキャンしてんだ。そして、当人の身体能力をほぼ忠実に再現してる。つまり此こ処こで強くなるには現実で強くなるしかねえってこった」

「は、はぁっ？　現実で強くなるって？」

「そりゃあ、お前。ログアウトした後、腕立てやったり腹筋やったり、ランニングしたりすんだよ」

「!!　いやそれどんなゲーム!?　攻略するのに現実世界で筋トレって!!」

「つってもお前だって何かやってんだろ？　格闘技とかよ？」

「そんなの生まれてこの方、やってませんよ！」

「おかしいな。逆上した幼おさな馴な染じみは格闘技経験者でなきゃあ倒すのは難しいと思うんだが」

「だ、だから今、まさにその幼馴染みから逃げてる最中なんです……」

「ああ、なるほどなあ。命からがら逃げ回ってるって訳かあ。ひっひっひ」

　下卑た笑い声を聞きながら俺は考える。『リアルの身体能力がそのままゲーム内に投影される』だって？　待て待て！　何だよ、その設定！　現実で弱い奴やつがゲームでも弱くて、現実で強い奴がそのまま強いって、ムチャクチャにも程があるだろ！　そんなのゲームの意味ないじゃん！

「そ、そうだ！　勇者！　勇者の力は？　俺たち、勇者の設定なんですよね？　特別な力があるんじゃないんですか？」

　アリシアたちに「俺は勇者だ」なんて言ったら「どうかしちゃってる」なんてバカにされた。だが、オープニングで俺は確かに荘厳な女性の声を聞いた。『勇者よ。世界を救え』と女神は俺に告げたのだ。

　だが、ギンジさんは嘲あざ笑わらう。

「バーカ。勇者の力とか、そんなもんねえよ。いいか。キワクエの主人公はな、『ああいう夢を見て、そう思い込んだだけの変な人』という設定なんだ」

「!?　だったら俺、マジでどうかしちゃってるじゃないですか!!」

「とにかくキワクエは『リアルを極めたゲーム』だからよ。普通のＲＰＧみてーにそんな特別な力、ありゃしねえ。強くなりたきゃ体を鍛える。ただ、それだけだ」

　絶句しているとギンジさんはまたも楽しそうに笑った。

「まぁカチ切れた幼馴染みから逃げられるだけたいしたもんだ。にいちゃん、逃げ足は速はぇえみてえだなあ」

　そう言われて、アリシアから逃げていた時のことを思い返してみる。視界を流れる景色はまさにリアルに走っている時と同じだった。ブランクは一年以上あるが、陸上部で培った経験があったから、俺は何とかアリシアから逃げられたのかも知れない。い、いや、それにしたって、

「いくら『リアルを極めた』っていっても、やりすぎですよ！　こんなゲーム、クリアできる人いるんですか？」

「ひっひひ。このテッドの町は『鎖さ町ちよう』の他にも、もう一つ呼び名があってな。『行き止まりの町』ってんだ。ほとんどのプレイヤーはこの町から出ることすら叶かなわねえ。十年前の全盛期にも出られたのは、格闘技経験者とか、頭の切れる大学生とか、ほとんどそんなんばっかだったな」

　な、なんて酷ひどいゲームなんだ！　現実でもエリートな人たちが、ゲームでも攻略組になるなんて、いくらリアルっぽくても夢が無さすぎる！

「それでもよ。こんなゲームを完全クリアした奴やつもいるには、いるんだぜ」

「えっ？」

　ギンジさんはその時、酔っぱらいの顔をわずかに引き締めていた。

「一度見ただけだが……この忘れっぽい俺が忘れもしねえ。頭もよくて、腕っ節も強かったなあ。見かけは高校生だったが、何て言うか他のプレイヤーとオーラがまるで違う。みんなが詰まるこのテッドの町をあっと言う間に出て行っちまった。そして、その後はこの難易度地獄のキワクエをあっさりクリアしちまったらしい」

「そ、そんな凄すごい高校生が十年前にいたんですか……！」

「ユーザー名はカムイ。称号は『永久無敵の冒険者エターナル・インヴインシブル』だ」

「か、かっこいい！　『親友殺しベストフレンド・キラー』の俺と全然違う！」

「ひっひっひ。お前はまだマシだよ。俺なんか親友と幼おさな馴な染じみダブルでブッ殺して、付いた称号が『ひとでなしノツト・ヒユーマン』だからな。いくら何でもそりゃあねえよ。俺だってお前、現実世界じゃあ、真面目に頑張って生きてんだ。今年四十五になったから、こりゃあいけねえと思って、ついに先日コンビニでバイトとして働き出したんだ。なのに『ひとでなし』たぁ失礼しちまうぜ、まったく」

　ギンジさんは、くだを巻きながら更にグラスを空にした。いやその称号、アナタにピッタリだと思います……。

　俺は四十五歳コンビニバイト店員に尋ねる。

「それで俺、これからどうしたらいいんですかね？」

「どうするもこうするも、お前、今、町内衛兵隊に追われてんだろ。まずはそれを何とかしなきゃあなんねえよな」

「確かに。えっと、とりあえずこのまま逃げていればいいんですか？　それともちゃんと弁解した方が？」

　すると俺の肩に手を乗せ、にやりと笑う。

「手伝ってやろうか？」

「えっ！　まさかギンジさん、俺の仲間になって、一緒にゲームを攻略してくれるんですか？」

　あまりお友だちになりたくないタイプだが、それでも一人でこの無む茶ちやなゲームを進めるよりは、どんな仲間でもいた方がいい。そう思って、内心ちょっと喜んだのだが、ギンジさんは首を大きく横に振っていた。

「おいおい。やめてくれよ。攻略とか俺、もうそんな歳としじゃねえよ。大体、いまさらゲームなんてガキくせえことできっか。バカバカしい」

　いやアンタ、今ゲームの中にいるでしょ!!

「それから痛風になっちまってよ。昔と違って今は体も思うように動かねえんだ」

「は、はぁ。そうなんですか……じゃあ手伝うって一体どういうことなんです？」

「そりゃあ、お前。こういうことよ」

　刹那。ギンジさんは俺のフードをはぎ取り、大声で叫んだ。

「お────い!!　指名手配中の親友殺しが此こ処こにいるぞおおおお!!　町内衛兵隊を呼べええええ!!」

「ぎ、ぎ、ぎ、ぎ、ギンジさん!?」

　たまげる俺！　ざわつくカジノ！　だがギンジさんは何事もなかったような表情で言う。

「これが近道よ。町内衛兵隊にとっつかまって尋問に耐えろ。上う手まくいけば冤えん罪ざいになるかも知れねえ」

「そ、そんな!!」

　すると『ドドドドド！』。数人が階段を駆け下りる音がしたと思った途端、

「指名手配犯はどこだあ!!」

　中世の軍人のような格好をした屈強な男たちが数人、カジノへと雪崩なだれこんで来た！

「ヒィ!!　もう来た!?」

　いくら何でもこんなに早く!?　リアルじゃあ有り得ないだろ!!　何だこのゲーム、都合のいい時だけゲームっぽさ出してんじゃねええええええ!!

　キワクエに対し、ゆっくり毒づく暇もなく、軍服の男が俺に何かの書面を突きつけてくる。

「お前がヒロだな！　逮捕状だ！　マーチン殺害の容疑で確保する！」

　咄とつ嗟さに逃げようと振り返った俺の目の前にはギンジさんが仁王立ちしていた。

「おっと。逃がさねえよ」

　途端、ぐるりと世界が逆転する！　同時に激しい音と背中に走る痛み！

「ぐへえっ!?」

　俺はカジノの天井を眺めながら、ギンジさんに投げ技を掛けられたのだと知った。

「痛風持ちに無理させんじゃあねえよ」

　その後は押さえつけられ、太い腕で首を絞め上げてくる。

「や、止やめて……かはっ！　く……くださいよっ!!」

「お前が暴れるからだろうが。ニワトリか、お前は」

　逃げようと散々もがくが、がっちり関節を決められているようで全く身動きが取れない。

　痛風!?　嘘うそだろ!!　このオッサン強つぇえ!!　ってか、俺なんでフルダイブＲＰＧの中でオッサンと取っ組み合いしてるの!?

　そんな疑問を抱えながらジタバタしていたが、やがて意識が朦もう朧ろうとしてくる。気を失う寸前、ギンジさんはようやく力を抜いた。

　仰あお向むけで倒れた俺の視界の中、軍服の男たちはギンジさんに目をやり、満足そうに頷うなずいていた。

「うむ。協力ご苦労である」

「ひっひひ、旦那。できれば駄賃を……」

「仕方のない奴やつだ」

　軍服の男が懐から出した金を受け取るギンジを見て、俺はわなわなと震えていた。

　あ、あの野郎……！　うまいこと言って、俺を金で売りやがったのか！

　睨にらみ付けているとギンジはにやりと笑う。

「おいおい。お前の為ためを思ってしてやったんだぜ。冤えん罪ざいだと認められれば、晴れて自由の身になれるんだからよ」

「え、冤罪にならなかったらどうなるんですか……!!」

　いつの間にかギンジは先程と同じように、椅子に腰掛けていた。そして楽しそうにグラスを傾ける。

「まぁせいぜい頑張れよ。どんな酷ひどいことされても『殺しました』なんて言うんじゃねえ。そしたら俺みたいに懲役喰くらっちまう」

「懲役!?　それって……」

「俺に科された刑期は十年以上。実は今も仮釈放中の身よ」

「!!　十年前からずっと服役してるんですか!?　ログインしたら毎回、牢ろう屋やから始まったりするの!?　い、意味が分からない!!　だったら、やめりゃあいいじゃん、こんなゲーム!!」

「やめるにやめられないのよ、このゲームは。……なぁ、エンリケ。マリー」

　そしてギンジは部屋の隅の薄暗い空間を見ながら、「ひっひっひ」と笑った。

「おい、お前！　グズグズするんじゃない！」

　衛兵隊の一人が、渋る俺を無理やり立たせ、尻に蹴りを入れる。

「ぎゃあっ！」と叫ぶ俺を、ギンジはもう見向きもしなかった。





　　　　◆






　次の瞬間、気付けば目の前には頑丈な鉄格子。周囲は岩壁、冷えた床。俺はいきなり牢ろう屋やに放り込まれていた。

　鉄格子の向こうから、衛兵が淡々と告げる。

「これからお前の審議の準備をする。しばらく此こ処こで待っていろ」

　踵きびすを返し、歩き去る。コツコツと遠ざかる足音を聞きながら、俺はふて腐れていた。

　ふん！　いきなり牢屋からスタートかよ！　『リアルを追求』とか言いつつ、道中の連行シーンはちゃっかり省略しやがったな、このクソゲーめ！

　イラついて壁を蹴飛ばしたら、コンクリートのように固い岩壁で足が痛くなった。そのことが更に俺をイラつかせる。

　それから、ギンジ！　俺を衛兵隊に引き渡しやがって！　ホントひとでなしだな、あのオッサン！　コンビニ、クビになればいいのに！

　……と、まぁ、誰もいない狭い牢屋で怒髪天を衝ついていたのだが、静かな場所に一人きりで居たら、徐々に気持ちも落ち着いてきた。

　ふぅ。もういいや。俺は充分頑張った。この辺でログアウトしよう。レオナさんも来るとか言っておきながら全然来ないしな……。

　そして目の前の何もない空間をチョンチョンチョンとトリプルタッチ。セーブ画面を呼び出そうとしたのだが、




『只ただ今いまイベント発生中の為ため、一時的にログアウトできません。後ほどお試し下さい』




　そんなテロップが背景を透過して現れた。

　はあああああああ!?　『一時的にログアウトできない』って何だよ、ソレ!!　大昔のネットじゃあるまいし!!

　信じられない。十年前のフルダイブＲＰＧって、こんな仕様なのかよ。今のゲームならラスボスとの戦闘中でもログアウトできるのに。大体、好きな時にログアウトできなくて、プレイヤーの身に何かあったらどーすんだ。で、でもまぁ『一時的』って書いてあったし長くて三分くらいか？　そしたら看守が迎えに来たりして、牢獄イベントが終わるんだろうな。ここはじっと待つしかないか。

　……そして。体感で三分は経過しただろうか。再度、トリプルタッチしてログアウトしようとしたが、




『──後ほどお試し下さい』




　ま、まぁ仕方ない。もうしばらく待つか。

　……十分経たち、三十分経ち……そして一時間は過ぎたであろう頃。俺は鉄格子を動物園のゴリラのように『ガシャンガシャン』と激しく揺らしていた。

「『後ほど』って一体どのくらいだああああ!!　さっさと出せ、アホ───ッ!!」

　すると、突然、

『グゥ──────────ッ！』

　そんな音が鳴り響いた。「なんだ!?」と思って、よくよく考えると、鳴ったのは俺の腹であった。

　俺は先程よりも激しく鉄格子を揺らす。

「どちくしょおおおおおお!!　腹まで減ってきたぞおおおおお!!　食欲なんかゲーム内に取り入れてんじゃねええええええええ!!」

　叫べど喚わめけど返事はない。やがて虚むなしくなって、俺はその場に座り込んだ。そして、しばらくして訪れた『ある感覚』に、俺はもう呆あきれて笑うしかなかった。

「ふふふ……まさか……オシッコまでしたくなるとはな……」

　フルダイブＲＰＧプレイ中に不意に俺を襲ってきた尿意。無論、この簡素な牢ろう屋やの中にはトイレなどという親切なものはない。だが憤怒し、やさぐれ度ＭＡＸの俺には、まったく問題なかった。牢屋の隅で立ちションでもしてやる──そう思って背後を振り返った、まさにその時であった。

　何と！　俺の目と鼻の先に、血まみれの男が立っていた！

「!!　ひっぎゃあああああああああああああああ!?」

　腰を抜かし、膝から崩れ落ちる！　同時にオシッコを漏らしそうになったが、どうにか踏ん張って耐えた！

　そうして俺は恐る恐る男を見上げる。牢ろう屋やが薄暗いのもあって、顔はよく窺うかがい知れないが、着ている麻の服は血で真っ赤に染まっている。

　な、な、何だ一体!?　コイツはモンスター!?　いやＮＰＣか!?　で、でも、さっきまで、この牢屋には誰もいなかった筈はずなのに!!

　すると、男は地獄の底から響くような低い声を出した。

『ヒロ……よくも……よくも……』

　ええっ！　俺の名前を知って……？　ってか、待て！　この声、何ど処こかで聞いたことがあるぞ！　それに、この背格好！　ま、まさか！

「お前……マーチン？　マーチンなのか？　いや、でもそんなバカな！　だってマーチンはあの時、俺が……！」

　男は俺の言葉に割り込み、ゆっくりと喋しやべる。

『ああ……そうだ……俺は……お前に殺された……マーチンだよおおおおおおお!!』

　マーチンはガバッと俺の顔に自らの顔を近付ける！　すると今までよく見えなかったマーチンの顔がハッキリと認識できた！　マーチンの口には、果物ナイフが突き刺さったままだった！　口からは血が止とめ処どなく溢あふれている！

「ひいいいいいいいっ!?　何コレェ!?　フルダイブホラーゲーム!?」

　夢と希望に満ちあふれたフルダイブＲＰＧをやりたかった筈の俺は今、口から血を吐く亡霊に襲われていた。

「か、か、勘弁してくれよ！　アレは事故じゃんか！」

『いいや……俺はお前に刺されて殺されたんだ……』

「違うって！　あの時、ホラ！　お前、ナイフを使ってリンゴを食べてただろ？　それで──」

『そう……リンゴを食べていたと思ったら……いつの間にか……ナイフを食べていました……』

「あ……あはははは……」

『一体何が……おもしろいんだ……』

「す、す、す、すいませんっ!!」

　しばらく俺を恨めしそうに睨にらんだ後、マーチンはボソリと言う。

『ヒロ……誓いの言葉だ……ケヌラの木の下で誓った言葉を言え……』

「し、知らないんだって！　そんな変な名前の木も、誓いの言葉なんてのも！」

『言え……ケヌラの木で誓った言葉を言え……！』

　だから何なんだよ、ソレ！　説明書にでも書いてんのか？　いや今時そんなのねえよ！

「知らねえってば！　ゲームの中じゃあ、昔からの親友設定かも知れないけど、俺、実際このゲームやり始めたばっかだし！」

『そうか……なら……思い出すまで……これから毎日……お前の前に現れてやる……』

「う、嘘うそだろ！　やめてくれよ！」

『マーチン・タイムの始まりだ……』

「!!　『マーチンタイム』って言うんだ、コレ!?」

　その時、不意に俺は気付く。カジノでギンジと話していた時、テーブルにあった四つのグラス。あらぬ方向に向けて、独り言を呟つぶやくギンジ。

　そうか！　ギンジにも見えてたんだ！　殺した親友──あのオッサンの場合は幼おさな馴な染じみも合わせて、二人の幽霊が！

　……ガシッ。いつの間にかマーチンが俺の両肩を両手で、しっかと掴つかんでいた。

「え？　は、ちょっと、えっ、な、何？」

『もっと……もっと……生きたかった……もっと……もっと生きたがぐぼああああぉうげぼおおおおおおおおお!!』

　突然、マーチンの口から発射された噴水のような吐血が、俺の顔面に浴びせられた！

「いっやあああああああああああああ!!」

　俺は女の子のような高い声を上げてしまう！

「イヤだ、イヤだ、もうヤダ、このゲーム!!　誰か助けてええええええ!!　レオナさん!!　レオナさあああああああん!!」

　ガシャガシャと鉄格子を幾度揺らしただろうか。不意に素すっ頓とん狂きような少女の声がした。

「ど、どうしたんすか？　そんなに取り乱しちゃって？」

「れ、レオナさん!?　やっとログインしてくれたんですね!?」

「いや、私、違うっすよ？　そんな名前じゃないっす」

　レオナさんではないらしい。だが今や誰でも良い。俺は半泣きで目の前に現れた少女に訴えた。

「ううっ、助けてください……！　死んだ筈はずのマーチンが現れて……マーチンタイムが、それからずっと続いているんです……！」

「ま、マーチンタイム？　何すか、それ？　ちょっと大丈夫っすか？」

「血が……血が、顔にぃぃぃ……べっとりとぉぉぉぉぉ！」

「血なんか付いてないっすよ？　それに牢ろう屋やには他に誰もいないっすよ？」

「たぁすけてええええええ……!!」

「わ、わかったっす。とにかく鉄格子、開けてあげるから落ち着くっす」

　そしてガチャリと音がして、鉄格子がゆっくりと開かれた。

「怖い夢でも見たんすか？　でも、もう大丈夫。こっちに来るっす……」

　牢ろう屋やから出してくれた後、少女は俺の手を取って、暗い通路を歩き出した。




　……手を繋つないで歩くうちに、少女の温かい手のぬくもりが伝わってきた。それが心地よくて、俺は徐々に冷静さを取り戻していった。

「あ……あの、ところで君は？」

「私っすか？　ミザリサっす。よろしくっす」

　ミザリサと名乗ったその少女は、童顔で愛らしい顔立ちをしていた。俺より背も低く、年下っぽい。ツインテールに赤毛がよく似合っている。

　ミザリサは俺の手を引いて、歩き続ける。やがて、目の前に鉄の扉が現れた。ぎぎぎぎ、とミザリサが扉を開く。

「こっちっすよ」

　言われるままに部屋に入る。先程いた牢屋よりは広いものの、周りを岩壁に囲まれた似たような部屋だった。だが鉄格子が無いのに加え、牢屋とは明らかに違うところがあった。

　部屋の真ん中には質素なベッドが置かれていたのだ。

　部屋とは不釣り合いに思える、そのベッドに目をやっていると、

「さぁ、お楽しみの時間の始まりっすよ……」

　艶っぽい声がした。そしてミザリサの方を見て──俺は喫驚する。なんとミザリサは着ていた麻の服を腰まで下ろしていた！　こちらから見えるのは半裸となったミザリサの背中！　なだらかに隆起した胸もチラリと視界に入る！

「……は？」

　ポカンと口を開いた時。突然、世界が停止した。空間を透過してテロップが現れる。




『警告！　この先は非常に刺激的です。心の準備はよろしいですか？　ＹＥＳ／ＮＯ』




　──こ、これは一体何事……!?

　視界に表示された警告テロップを透過して俺の目に映るのは、思わせぶりな態度かつ半裸の少女であった。突如、脳裏にレオナさんの言葉が蘇よみがえる。

『これは大人のフルダイブＲＰＧなのよ』

　つまり、そういうことなのか!?　今から、その、あの、その、お、大人なイベントが待ちかまえていたりするのか!?

　今までこのフルダイブＲＰＧに対しては不満と憤りしかなかった。それには様々な理由があるが、そのうちの一つに『ゲームに不必要なプレイヤーの五感が再現されている』という点がある。痛覚があったり、腹が減ったりなど、無理やり、現実っぽくすることに一体どんな意味があるのかと憤怒していたのだ。

　しかし……。俺に流し目を送ったまま、静止している少女を見やる。

　今から『大人なイベント』が起こったとして、五感が再現されているってことは、アレだ、つまり、触覚なんかもリアルに再現されている訳で……もっと言えば、せ、せ、『性感』なんかも、あったりなんかする訳だよな……？

　そう考えると俺の息は荒くなった。

　ええっ！　じゃあ今からこんな可愛かわいい子と、あんなことやこんなことできちゃったりするの!?　こ、これはヤバい!!　良い意味で!!

　しかしながら俺はテロップ下部の『ＹＥＳ』をタッチすることを躊ちゆう躇ちよしていた。レオナさんに無理やり勧められてやってはいるものの、本来俺はアダルトＶＲゲームがやりたかった訳ではない。純粋に剣と魔法のフルダイブＲＰＧがやりたかっただけなのだ。

　それでも俺は、時の止まった世界で大きく頭かぶりを振った。

　いやいや、いいじゃん、別に！　そもそも俺、このフルダイブＲＰＧをやり始めてから、ロクなことなかったじゃんか！　だから、ちょっとくらい楽しくて刺激的で、それからあと……エッチなことがあってもいいじゃんね!?

　自己弁護した後、思いきって、人差し指で『ＹＥＳ』をタッチ。すると世界は再び動き始めた。

　ミザリサが色香の漂う声を出す。

「まずはそのベッドに横になってくださいっす……」

「わ、分かりましたっ！」

　敬語で返事し、心臓をドキドキさせながら、俺はベッドに横たわる。

「じゃあ、少し目を瞑つぶっていてくださいっす……」

「はいっ！」

　素直に目を閉じる。ミザリサが何やらゴソゴソやっている音が聞こえる。こ、これはきっと、大人の準備をしているんだな！

　その間、俺は考える。ミザリサはきっとこの牢ろう屋やの看守の設定なのだろう。そして苦しむ俺を牢屋から誘い出して、一時の甘い時間を与えてくれる素敵なＮＰＣなのだ！　いやあ、まさか牢屋イベントでこんな展開が待っているなんて！　まんざら最悪なゲームでもないな、極きわめ・クエスト！

　なんて考えていると、突然。ミザリサの手が俺の手に触れた。そして吐息もすぐ近くに感じる。

　──つ、ついにこれから大人の時間が始まるのか！

「まだ……目を開けちゃあダメっすよ……」

「は、はひ！」

「ハヒ」って何だよ。興奮しすぎて変な返事しちまった。だがそれも仕方ない。なにせミザリサの手は俺の手を離れ、今は足首の辺りをツツーッと這はっているのだ。ああ……ゾクゾクする……！

「準備……できたっす……。目……開いていいっすよ……」

　待ってました、とばかりに目を開いた俺の視界に、まず最初に飛び込んできたのは、ベッドの傍かたわらに立つミザリサ。半裸だったミザリサは胸元の開いた黒革ジャケットのような服と、同じく黒革のパンツルックに着替えていた。

　愛らしいミザリサに似合わない女王様のような格好を見て戸惑い、体をビクッと震わせる。それと同時に、体が上う手まく動かないことを知った。いつの間にか手首、足首がベッド下部から伸びた鎖に繋つながれている。

「え!?　いきなりこんなハードプレイ!?」

　だがミザリサが片手に持っている物を見た時、俺の頭の中に充満していた全てのエロスは遥はるか彼方かなたへ吹き飛んだ。

　ミザリサは手に両刃のノコギリを握っていた！　それを振り上げて叫ぶ！

「さぁさぁ!!　楽しい楽しい異端審問の始まりっすよ───────!!」

「い、いたん、しんもん？　エッチなこと、するんじゃないの……？」

　ミザリサはその童顔に無む垢くな笑顔を見せる。

「エッチなこととか全然しないっす！　だって私、異端審問官インクイジターのミザリサっす！　これからマーチン殺害の容疑で捕らえられたヒロっちを拷問するんでよろしくっす！」

　アレ？　今なにか『拷問』とか聞こえなかった？　気のせいだよね？

「きっとヒロっちには悪魔が宿ってるっす！　拷問と言っても、その悪魔を追い払うだけだから安心するっす！」

　な、何を言って……？　でも、よく分からないけど『安心』だって言ってるし、それなら大丈夫なんだよな……？

「もしヒロっちが拷問に耐えきれず『俺がマーチンを殺した』と自白したら、ヒロっちには殺人罪が適用されてこのままブタ箱行きっす！　けど、ヒロっちが無実ならきっと今からやる拷問に耐えられる筈はずっす！　拷問に耐えた暁にはマーチンが殺されたのは『ヒロっちに取り憑ついた悪魔の仕業』となって無罪放免になるんで頑張るっすよ！」

「そ、それで、その拷問……って？」

　ムチ？　それともロウソク？　ま、まさかその手に持ってるやつを使うなんてことはないよね？

「ああ……拷問の内容っすか……それはもちろん……」

　ミザリサは愛らしい顔を歪ゆがませ、ノコギリに赤い舌を這はわす。そして「シシシシシシシ！」と、不気味に笑った。

「シシシシシシシシ!!　四肢切断っす─────────っ!!」

「四肢……せつだ……ん？」

　一瞬の沈黙の後。

「うっぎゃあああああああああああ!!　いやだああああああああああああああ!!」

　俺はベッドで暴れ、大絶叫した。

「うーん！　いいっ！　いい叫びっぷりっす！　私の拷問心をくすぐるっすよ！」

　た、た、た、助けてええええ!!　レオナさん、レオナさん!!　早く助けに来てえええええええええええ!!

　先程、マーチンの霊に襲われた時と同じように、心の中でレオナさんを呼ぶ。だが、あの時もレオナさんは来てくれなかった。そもそもピンチの時に颯さつ爽そうと現れるヒーローなんて実際いやしない。だからきっとレオナさんは来てくれないだろう……と心の何ど処こかで諦めていたのだが、

「ひ、ヒロ君っ!!　大丈夫!?」

　これは夢か、幻か！　聞き慣れた声に露出の多いヴィジュアルの小さな妖精が、僅かに開いていた鉄扉の隙間から、俺の元へと飛来したのだ！

「レオナさんっ!?　お、遅いですよ!!　ログインするってメッセージ入れてたのに!!　俺もうあれから散々な目に……!!」

「ご、ゴメン……だけど、私だって忙しくって……だって──」

　言ってから、ハッと気付く。自分だけが不幸に見舞われていたと思っていた。だがレオナさんだって、ログインしてから今までずっとアリシアと血みどろの戦いを繰り広げていたのかも知れない。

　レオナさんは声を張り上げる。

「だって！　今日は『天空のお城・ラピュータ』が地上波でやっていたの！　それを観みていたらログインが遅くなってしまったのよ！」

「!!　アンタ、マジで何やってんの!?　ラピュータなんか今まで何回も観みてるでしょうが!!」

「それは違うわ！　名作は何度観ても新たな感動と発見があるものよ！」

「知ぃるかあああああああああああ!!」

「……ちょっと、ヒロっち。さっきから何を一人でブツブツ言ってるっすか？　怖くておかしくなっちゃったすか？　ダメっすよ。おかしくなるのは、これからっすからね……」

　そしてミザリサはノコギリを俺の太ももに当てた。

「れ、レオナさん!!　とにかく助けてください!!」

「分かったわ!!」

　そしてレオナさんは俺の耳元で叫んだ。

「がんばれ、がんばれ、がんばれ、がんばれ!!　ヒロ君、がんばれえええええっ!!」

「……は？」

　俺は呆あつ気けに取られつつ、必死で声を出すレオナさんを眺める。

「無実になるには、この拷問に耐えるしかないわ！　だから私は拷問中のアナタに惜しみない声援を送ります！　そう、この声が嗄かれるまで！」

「!?　いや声援なんていらねええええええ!!　アンタ、マジで一体、何しに来たんですかあああああああ!?」

　糞くその役にも立たない妖精の隣で、異端審問官がニヤリと笑っていた。

「さぁ、ブッた切るっすよ───────────────!!」

　そして太ももに当てたノコギリを軽く動かした……だけなのに、焼けるような痛みが！　俺の太ももからはジワリと血が滴った！

「はわわわっ!?　う、嘘うそ!!　マジで!?　ちょっと、ダメだって!!　無理、無理、これはホント絶対に無理!!」

「シシシシシシシシ!!　まずは右足を胴体から切り離して、自由にしてあげるっすよおおおお!!」

「うっひいいいいいいいいい!?　やめ、やめ、やめてええええええええええ!!」

　……その時であった。極度の恐怖が俺の下腹部を激しく刺激した。そして今の今まで忘れていた尿意を思い起こさせ、それを爆発するような勢いで噴出させたのである。

『じょぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼ……』

　そんな音と共にドンドンと濡ぬれゆく俺の下半身。

「あひ……あひ……あはぁ……」

　止まらない尿と共に、口から妙な声が漏れた。

　真っ白な灰のようになった俺の耳に、レオナさんの叫び声が微かすかに聞こえる。

「や、ヤダっ!?　ちょっとヒロ君!!　オシッコ!!　君、高校生なのにオシッコ漏らしてるわよっ!!」

　拷問を一時中断して、ミザリサは恍こう惚こつとした表情を見せていた。

「はうあっ!?　なんて、なんて、いい漏らしっぷりっすか……!!　異端審問生活十二年、こんな素晴らしい漏らしっぷりの人は初めてっすよ!!　も、萌もえ……!!」

　そしてミザリサがノコギリを再度動かそうとした時。鉄扉が大きく開かれた。

「待て!!　異端審問を中止せよ!!」

　怒鳴りながら入ってきたのは軍服を着た一人の衛兵であった。ミザリサが驚く。

「ええっ!!　ど、ど、どうしてっすか!?」

「とにかく中止だ!!　これは町内衛兵隊隊長テスラ様のご命令である!!」

「そ、そんなあ……!!　これからなのにぃ……!!」

　うなだれるミザリサ。そして妖精のレオナさんは目を大きく開き、驚きよう愕がくしていた。

「こ、これは……！　そんな、まさか……！」

　レオナさんは俺の胸元から銀のペンダントを両手で掴つかみ、取り出した。するとペンダントが光り輝き、新たな称号が刻み込まれていく。
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『いい漏らしっぷりの親友殺しナイスシヤワー・ベストフレンドキラー』




　レオナさんが感嘆の声を上げる。

「す、すごいわ、ヒロ君!!　アナタは今『オシッコを漏らす』という『特殊コマンド』で拷問を回避したのよ!!　これはきっと裏技よ!!　キワクエの裏技発見っ!!」

　……衛兵に手足を自由にして貰もらった俺は、飛び回って喜ぶ妖精を無視し、空間をトリプルタッチしていた。予想通り、牢ろう屋やイベントはこれで終了したらしい。俺は、そのままゲームからのログアウト処理を開始する。

　俺の所作に気付いたレオナさんが血相を変えた。

「えええっ!?　ちょ、ちょっとヒロ君!?　ログアウトしちゃうの!?　せっかく面白くなってきたところなのに!?」

　そんなレオナさんの声をスルーする。

　ログアウト処理が開始され、意識がこの世界から徐々に薄れていく中、俺が考えていたことは、ただ一つだった。




　──このクソゲー、絶対、売り飛ばしてやる……!!
























第三章　攻略の狼煙のろし






　ベッドから起き上がりヘッドギアを外した後、俺は恐る恐る下半身を確認する。

　よかった。リアルには漏れていない。

　ホッとした後は激しい苛いら立だちが込み上げてくる。一つはもちろん、レオナさんに無理やり買わされて仕方なくプレイしている、この不条理極まりないフルダイブＲＰＧ『極きわめ・クエスト』に対してである。そしてもう一つは……

　──これじゃあ、あの時と同じじゃねえかよ……！





　　　　◆






　あれは今から一年以上前の話だ。地区の陸上大会は、俺が高校に入学して一ヶ月もしないうちに開催された。

「へえ。あいつが結ゆう城き宏ひろしか」

「中学の時、かなり速かったんだぜ」

「陸上部期待のエースだってよ」

　ウォーミングアップをしているとそんな声が耳に入ってくる。いささか緊張しながら、俺はなるべく顔に出さないように屈伸運動をする。ふと気付くと見慣れた顔が目の前にあった。

「おにいちゃん、頑張ってね」

　楓かえでがぽつりとそう言う。中一の楓は俺を応援する為ために競技場まで来てくれていた。

「ああ」

　微笑ほほえみながら返すと、楓は照れたように顔を背けた。去り際、友人らしき女子との会話が聞こえてくる。

「格好良いじゃん。楓の兄貴」

「……まぁね」

　小声でそう言って歩き去る。中学に入ってから少し素っ気なくはなったが、それでも妹が俺を尊敬してくれているのはひしひしと伝わっていた。

　楓の姿が消えてから、俺は大きな息を吐く。公式大会ではないとはいえ、妹に格好悪いところは見せられない。いや公式の大会ではないからこそ、圧倒的な実力差で周りの選手を抜き去りたい。

　勝利への決意を新たにしていると貴たか文ふみがやってくる。

「ヒロ。１００メートル走、もうすぐだな。ん？　どうした？　緊張してるのか？」

「バカ言うなって。たかが地区大会くらいでそんな」

　高校の陸上部で知り合った貴たか文ふみに、内心の焦りがバレないように俺は笑顔を作った。

「そうか。けどあまり気を抜くなよ。お前と一緒に守もり口ぐちも走るらしいぞ」

「え。守口達たつ也やか？」

　守口達也は中学の頃、隣の地区で短距離走の上位に入っていた選手である。中、高と学校は違うのでほとんど面識は無いが、俺は絶えず守口を意識し、記録をチェックしていた。

「それに、たかが地区大会って言うけどよ。スカウトなんかも来てるらしいぞ」

「す、スカウト？　いくら何でもそんな……」

「まぁどっちにしたって高校最初の大会だ。学校の先生たちも見に来てる。俺たちにとって大事な大会なのは確かだぜ」

「そりゃあそうかも知れないな」

　貴文の手前、平静を装っていたが、内心穏やかではなく心臓はバクバクと音を立てていた。高校入学後、初めて公の場で自分の走りを見せる時がやってきたのだ。妹も友人も先生も観客も俺に注目している。こんなに緊張したのは、生まれてこの方なかったかも知れない。

　──い、今のうちにトイレ、行っとくか。




　競技場から離れてトイレのある建物の廊下を一人歩いていると、不意に後ろから声を掛けられた。

「ユウキヒロシ君デスカ？」

　たどたどしい日本語に振り向くと、ハンチングを被かぶった背の高い白人が立っていた。高身長とサングラスに気け圧おされながらも俺は頷うなずく。

「は、はい。そうですけど」

「今、スコーシだけ、お話するお時間良いデスか？」

　そうして彼はサングラスを取った。瞬間、俺は飛び上がりそうになる。

「も、もしかして……もしかしてアナタは……マイク＝マクラクラン選手ですか!?」

「ハハハ。今はもう現役、引退してますケドネ」

　白い歯を見せて快活に笑う。元オリンピック銀メダリストで親日家のマイク＝マクラクランが現役引退後、スポーツ記事のライターとして活躍していることは知っていた。

　ま、マジかよ！　スッゲー！

　憧れだった選手が目の前にいる。これは俺にとって信じがたいことだった。

　マイクさんは愛あい嬌きようのある顔で微笑ほほえんでいたが、ふと鋭い目を俺に向けた。

「ユウキヒロシ──中学の陸上部ではエース。短距離走では地区の中学公式記録を更新したそうデスネ」

「そんなことまで……！」

　心臓が早鐘のように打つ。めちゃくちゃ調べられてんじゃん!!　貴たか文ふみの言ってたスカウトってマジであるのかよ!?

「地区大会とはいえ、アナタを始め、守もり口ぐち達たつ也やなどの有望な人材が集まってイマス。私はこの中から高校陸上界のスターが現れるのではないかと期待しているのデス」

　俺はごくりと唾を飲む。マイクさんはそんな俺の肩に大きな手を乗せた。

「ヒロシ君！　ベストを出してくだサーイ！　期待してイマース！」

「が、頑張りマース！」

　俺までカタコトになる必要は全くもってなかったが、それほどに俺は緊張していたのであった。




　マイクさんと話した後、俺は急いで競技場に戻った。長話してしまったかも知れないという予感は当たっていた。貴文が慌てて駆けてくる。

「ヒロ！　何やってんだ！　もうすぐお前の出番だぞ！」

「分かってる！」

　急いでトラックに向かう。既に１００メートル走は始まっていて、俺の番まであと二巡といったところだった。

　間に合ったと一息吐ついた後、しゃがんで靴くつ紐ひもを結び直していると、

「……余裕だな」

　そんな声がして顔を上げる。守口達也は眉間に皺しわを寄せて、俺を見下すように睨にらみ付けていた。

「結ゆう城き。お前、知ってるのか？　元メダリストのマイクが来てるってこと」

「あ、ああ」

　すると守口は鼻をぴくりと動かした。

「ケッ。知っててその態度かよ」

「いや別にそんなことは……」

　遅れてきたせいで、俺が適当な気持ちでこの大会に臨んでいると思われているのだろう。守口は首を捻ひねって、こきりと音を立てる。

「此こ処こで良い記録を出せば、マイクの目に留とまって記事になる。そうしたら一躍、有名人だ。俺は絶対に負けないからな」

　そして俺に背を向けて、もくもくとウォーミングアップを開始した。

　──俺だって、絶対負けねえ！

　鍛え上げられた守もり口ぐちの背中を見ながら、そう誓う。思えば中学の頃、短距離はいつも自分との戦いだった。しかし今の俺には守口達たつ也やというライバルがいる。プレッシャーによって俺の心臓は更に鼓動を早めるのだった。




「……次の選手、準備してください」

　順番が来て、俺と守口がレーンに並ぶと観客がざわざわと騒ぎ始めた。

「おおっ！　守口達也だ！」

「結ゆう城き宏ひろしもいるぜ！　すげえ！」

「二人ともメチャクチャ速いらしいぜ！」

「１００メートル６秒切るんだってな！」

　いやそんな訳ないだろ！　世界記録、盛大にブチ抜いてんじゃねーか！　やめてくれよ、期待値上げまくるのは！

　本気なのか男子特有の悪ノリなのか分からないが、とにかく観客席は異様な熱気に包まれていた。その熱がトラックまで伝わってくるようで頭がくらくらする。

　みんな見てる！　スカウトまで来てる！　や、やるぞ！　いや、やらなきゃ！　守口を抜いて最高のタイムを出してやる！

　俺を含めて選手が八人、横一列に並んだ。隣のレーンの守口と一瞬、目が合う。守口は相変わらず睨にらむような顔付きだったが、すぐに俺から目を逸そらして静かに集中し始めた。

　──こいつにだけは負けられねえ！

　呼吸を荒くしつつ、開始の空砲を待つ。その時だった。

「ベストタイム出せよ、結城!!」

　そんな声が観客席から聞こえた。声援に応えようと右手を挙げたその時、

『パン』。乾いた音がした。

　──えっ……。

　俺を除いた選手たちが一斉に駆け出す！

　な、な、な、何やってんだ、俺!!

　慌てて駆け出し、後を追う。今まで一度もこんなことはなかった！　なのにどうして！　この大切な大会でどうして！

　必死にリカバリーしようとペースなど忘れ、とにかく全力で走る。やがて先頭集団に追いつくが頭一つ分、抜き出ている守もり口ぐちとの距離が縮まらない。

　確かに守口は速かった。事実、俺の中学には守口ほど速い奴やつはいない。しかしそれとは別に俺自身、自分の走りが全くできていないと感じていた。守口との差が埋まらないのはそのせいだ。

　くそっくそっくそっ!!　ベストを出すんだ!!　力を振り絞れ!!　全力を出すんだ、俺!!

　今まで経験したどの大会より、俺は必死に走った。その甲か斐いあって、徐々に守口との距離は縮んでいく。ゴールは間近。だが既に俺は視界に守口を捉えている。

　いける!!　このままいけば抜ける!!

　だが、守口に追いついて気持ちが緩んだその刹那。俺の足はもつれた。

「あ……？」

　目の前の景色が上下に揺らぐ。直後、激しい衝撃が体を打って、土煙が舞う。ゴール直前、俺は激しく転倒したのだった。

「結ゆう城きが転んだぞ!!」

「うわ、マジか!!」

　観客席から、どよめきが起こっている。後方の集団が倒れた俺を次々と追い抜いていった。守口はとうにテープを切ってゴールしたことだろう。未いまだに動けない俺の周りに、人だかりができていた。

「大丈夫か、結城！」

「怪け我がはないか!?」

　学校のクラスメイトや先生、顧問が俺を心配して駆けつけ、声を掛けてくれていた。転倒のショック、そしてビリになったショックはもちろんあったが、それでもどうにか「大丈夫です」そう答えようとする。

　だが……俺は自分の身に起きている異変に気付いていなかった。

　転倒のショックが俺の下腹部を激しく刺激していた。そして今の今まで忘れていた尿意を思い起こさせ、それを爆発するような勢いで噴出させたのである。

『じょぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼ……』

　そんな音と共にドンドンと濡ぬれゆく俺の下半身。

「あひ……あひ……あはぁ……」

　止まらない尿と共に、口から妙な声が漏れた。

　真っ白な灰のようになった俺の耳に、観客席から女子の叫び声が微かすかに聞こえる。

「嘘うそっ!!　あの人、オシッコ漏らしてるわ!!」

「やだあっ!!」

　悲鳴が続く。その次にひときわ野太い、男子の声がした。

「結ゆう城きの奴やつ、ベストタイム出す代わりに小便出しやがったぞ!!」

　途端、観客席がどっと笑いに包まれる。爆笑と嘲ちよう笑しようの渦の中、俺の身を心配していた先生ですらプルプルと小刻みに震えていた。

「とりあえず結城。トイレに行ってきなさい……フフッ」




　──最悪!!　最悪だ!!　死にたい!!

　濡ぬれたパンツを捨てた後、新しいジャージに着替えてトイレから出ると目の前に楓かえでが立っていた。手をもじもじとさせながら俺の顔を窺うかがうように見る。

「あ、あのさ。気にすることないよ。失敗は誰にでもあるし」

「……放っておいてくれ」

　俺はそれだけ言って楓の横を通り過ぎようとした。だがすれ違う瞬間、腕を掴つかまれる。

「大丈夫だって、こんなの！　全然、平気だよ！　次また頑張れば良いんだから！」

　一番見られたくないシーンを一番見られたくない妹に見られていた。最近、素っ気なく感じていた楓が昔のように優しく励ましてくれる。そして、そのことが俺の心をより一層、傷つけた。俺は楓の手を振り払う。

「うるせえ、黙れ!!　次なんかねえよ!!」

「おにいちゃん……！」

　俺が叫ぶと楓は口元を押さえて、踵きびすを返す。泣きながら走り去る楓と入れ替わるように、マイクさんが歩いて来た。

「……最低デスネ」

　穏和な表情ながらもマイクさんの言葉は辛辣だった。

「ま、マイクさん！　違うんです！　あんな走り、俺の本気じゃないんです！」

「それじゃあワザと漏らしたのデスか？」

「!?　ワザとオシッコ漏らす訳ないじゃないですか!!」

「それではヤハリ緊張して漏らしてしまったと？　どうせならむしろ、ワザと漏らして欲しかったデスネ」

「何でだよ!!」

　からかわれているのかと思って怒りを露あらわにするが、マイクさんはいつしか真面目な顔付きになっていた。

「陸上選手はメンタルが大事。緊張して実力が発揮できないのは致命的デス」

「う……」

　言葉を失う俺にマイクさんは畳みかけるように言う。

「しかしヒロシ君。アナタはそれよりもっと最低なことをしたのデス」

「ど、どういう意味ですか？」

「分かりマセンか？」

　マイクさんが何を言っているのか理解できない。やがてマイクさんは大仰に両手を上げた。

「この間、覚えた日本語の諺ことわざをアナタに授けマス。『パンツを洗って出直しなさい』」

　そう言い残し、マイクさんは歩き去っていった。

　しばらく頭の中が真っ白になっていたが数分後、我に返る。

「いや、そんな諺ねえよ!!」

　……俺は廊下の壁を拳で殴りつけたのだった。





　　　　◆






　翌朝。母親が作ってくれたトーストをリビングで食べていると、目の前に座っていた制服姿の楓かえでが俺を睨にらんでいた。あの頃とは違って、俺に対する尊敬の念は微み塵じんも感じられない。

「……何だよ？」

「アンタ、昨日も叫んでたわね。またフルダイブＲＰＧやってたでしょ」

「別に深夜じゃなかっただろ」

「だからって騒音立てないでよ！　勉強に集中できないんだから！」

　普段だったら謝るところなのだが、今朝の俺はすこぶる機嫌が悪かった。

「お前だって友だちと騒いだりするだろが！」

「なっ、何よ！」

　言い争っていると、洗い物をしていた母さんが飛んでくる。

「楓も宏ひろしも、ちょっと落ち着きなさい」

「だって、夜な夜な叫ぶのよ！　狼おおかみ男おとこみたい！」

「兄をクリーチャー呼ばわりするんじゃねえ！」

「狼男の方がまだマシよ！　アンタの叫び声は遠とお吠ぼえより、もっとずっと気持ち悪いの！」

　そう言われて言葉に詰まる。ＶＲ世界で拷問されていた時、俺は現実でも「アッヒィ」とか「ウッヒィ」とか叫んでいたのだろうか。

「に、二度と叫んだりしないから安心しろ！　あのゲームはもうやめたんだからな！」

「は？　やめた、って何よ、それ？」

「信じられないクソゲーだから、売ることに決めたんだよ」

　皮肉屋ぶった笑みを浮かべると、楓かえでは俺に冷めた目を向けてきた。

「どうせ難しくてクリアできそうにないから、そんな言い訳してやめるんでしょ」

　そして、ぼそり。

「……格好悪い」

「はあっ!?　意味分かんねえ!!　お前がやめろって言ったんだろ!!」

「それとこれとは話が違うわ！　走るのも挫折してフルダイブＲＰＧにハマって、挙げ句の果てにはそれすら放り出して……とにかく最低よ、アンタは！」

　俺が言い返すより早く、楓は鞄かばんを持って席から立ち上がった。母さんが「車に気を付けなさいよー」と、呑のん気きに楓を見送る。

「クソッ！　何だ、アイツ！」

　怒りに任せて、テーブルを叩たたく。コップが揺れて中に入っていた牛乳が少し溢あふれた。母さんは苦笑いしながらキッチンペーパーで牛乳を拭く。

「あの子、宏ひろしにはずっと格好良いお兄ちゃんでいて欲しいのよ。小学校の時はアンタのこと、いつもクラスの子に自慢してたくらいだから」
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「一体いつの話だよ……」

　未いまだに憤る俺の隣では、母さんが遠い目をして微笑ほほえんでいた。




　夕方。学校が終わってスマホを見ると、レオナさんからの着信が七件も入っていた。途端、画面が光って振動する。またレオナさんからだ。

「……はい」

「あっ、ヒロ君！　ごめん！　今、学校？」

「いえ。もう終わりました」

「よかった！　じゃあ、今からウチのゲームショップに来ない？　見せたいものがあるの！」

「分かりました。実は俺も今日、学校帰りに寄ろうと思ってたんで……」

　通話を終えた後、ゲームショップ如月きさらぎへと足を向ける。

　素直にレオナさんの誘いに応じたのには理由があった。俺の鞄かばんの中には、キワクエのパッケージが入っている。

　無論、このクソゲーを叩たたき返す為ためである。




　ゲームショップ如月の古ぼけた外観が見えてくるのと同時に、店先に立つエプロンを着けたレオナさんの姿が目に入った。美しい銀髪を掻かき上げ、優しく微笑む。

「ゆっくりしていってちょうだい。今日はもう閉店にするから」

　俺を店内に招き入れると、レオナさんは店のシャッターをガラガラと下ろした。

「……それで見せたいものってのはね──」

　そう言いかけたレオナさんの言葉を遮る。

「その前に、コレ。売りたいんですけど」

　そして俺は鞄からキワクエを取り出した。

「またまた！」

「いや冗談じゃなくて」

　俺の真剣な表情を見て、レオナさんも顔を引き締めた。

「でも、どうして？　理由を聞かせてくれるかしら？」

「理由？　理由が分からないんですか？」

「ええ。分からないわ。だって、ようやく盛り上がってきたのに」

「盛り上がって……？」

　その瞬間。昨日の夜から今までずっと溜たまっていた鬱憤が爆発した。

「アンタ一体、なに言ってんですか!!　殺人犯の汚名を着せられて、幽霊に取り憑つかれて、挙げ句の果てに、お、お、オシッコまで漏らしちゃって!!　一体、それのどこが盛り上がってるんですか!?」

「ブフォッ!!」

「ちょ、ちょっと!?　何、吹き出して!?」

「ご、ゴメンなさい。思い出しちゃって。『いい漏らしっぷりの親友殺しナイスシヤワー・ベストフレンドキラー』だったかしら。あんな称号初めて見たものだから……」

「俺だって初めて見たわ!!」

「そんなに怒らないでよ？　ホラ、異端審問官の子も喜んでたし」

「異端審問官の好感度上げて一体なんになるんだよ!!」

「ひょっとしたら仲間になるかも！」

「いらんわ、あんな仲間!!」

　憤慨した俺はパッケージを鞄かばんに戻し、帰り支度を始めた。

「分かりました！　もういいです！　どうせ買い取ってくれないんでしょ！　予想はしてました！　レオナさんのゲームショップがダメなら他の店に行きます！」

　激しい剣けん幕まくを見せたのだが、レオナさんは冷静だった。

「やめておきなさい。お金が欲しいなら、それを売らない方がいいわ」

「は？　どういう意味ですか？」

「知らないの？　たとえば二十万キロ走ったボッロボロの中古車なんかを売る時は、逆に買い取り料が発生するのよ」

「!!　いやこのソフト、ボロボロの中古車みたいな扱いされるんですか!?　そんなソフトをなぜ俺に定価で売った!?」

　するとレオナさんは黙った後、少し寂しそうな顔をした。

「ごめんなさい。詳しい理由は今は言えない。けれど私はこのソフトをクリアできる人を探しているの」

「そんなの他を当たってくださいよ!!」

「お願い。ちょっとだけ話を聞いて。ね？」

　レオナさんは店の奥に引っ込んだと思ったら、すぐにノートパソコンを持って出てきた。レジカウンターに置いて、起動させながら言う。

「神かむ居い宗そう一いち朗ろうって知ってる？」

「……知りませんけど」

「都議会議員よ。人望も厚く将来を約束された若手のね。そして彼は昔、凄すご腕うでのフルダイブＲＰＧゲーマーだったの……」

　レオナさんは有名な動画サイトを立ち上げていた。パソコン画面に再生された動画では、黒髪で長身、スーツ姿の爽やかな男性が椅子に座って、女性アナウンサーからインタビューを受けている。




『神かむ居いさんのその素晴らしい人格、それに才能は一体いつ何ど処こで形成されたのでしょうか？』

　男性は少し戸惑ったような顔を見せた後、端正な顔に微笑を浮かべる。

『お恥ずかしい話ですが、僕は高校生の時分、フルダイブＲＰＧに目が無くて』

『あー、昔は大人気でしたもんね！　今はずいぶん廃れちゃいましたけど！』

『ははは。それで当時熱中していた、とあるゲームがですね、僕の人生を大きく変えてくれたんです』

『それは意外！　神居さんを変えたゲームって、どんなゲームなんですか？』

　神居はその時、睨にらむような迫力のある顔を見せた。

『リアルを極限まで追求した超本格フルダイブＲＰＧですよ』




　……そこまででレオナさんは動画を止めた。そして俺を振り返る。

「神居宗そう一いち朗ろう──キワクエの世界でのＵＮユーザーネームはカムイ。『永久無敵の冒険者エターナル・インヴインシブル』の称号を持っていた男よ」

　カムイ……そしてその称号、どこかで聞いたような……あっ、そうか！　ギンジが言ってたんだ！　当時テッドの町をあっという間に抜け出したすごい高校生がいた、って！

　レオナさんは真剣な顔で言う。

「神居は、このクソゲ……いや激ムズの極きわめ・クエストを唯一クリアできた人物なの」

「!!　今なんて言いました!?」

「ええ、そうよ。実際はそりゃあもう何人かは国内にいたのかも知れない。だけど世間的にクリアしたと認知されているのは神居宗一朗ただ一人だけなの」

　いや、そうじゃなくって今この人、絶対『クソゲー』って言ったよね!?

　だが、レオナさんは淡々と言葉を紡ぐ。

「もう分かったでしょう。神居はキワクエをクリアしたから、若くして議員にもなれた。つまりこのゲームをクリアしたら、人間的に一回りも二回りも大きく成長できるということなのよ」

　そ、そりゃあまぁ、こんな難易度インフェルノなゲームをクリアできたとしたら、確かに成長できる……ん？　いや待てよ？　順序が逆じゃないか？　神かむ居いがもともと凄すごい人だからこそ、キワクエをクリアできたんじゃ？

　疑問をぶつけようとした刹那、レオナさんがとんでもないことをサラリと言ってのける。

「私はね。もしも、このゲームをクリアできる人がいたら、その人と結婚したいと思っているの」

「は、はぁっ!?　嘘うそばっかり!!　流石さすがにそれは──」

「もちろん、誰でもいいって訳じゃないわ。男として最低限のヴィジュアルは必要よ」

　そしてレオナさんは俺の全身を舐なめるように見回した。

「うん！　ヒロ君は『最低限』！」

「いくら何でも失礼すぎるだろ!!」

「そういう意味じゃないってば。私にとっての平均点はクリアしてるってことよ」

　だから一体何なんだ……。全然嬉うれしくなくて仏頂面をしていると、急にレオナさんの細い指が俺の頬ほおを撫なでた。

「えっ!!　ちょ、ちょっと!?」

「それじゃあ言い方を変えるわ。つまり……私、ヒロ君のこと、結構好きな感じなの」

　巨乳で美人のお姉さんが、熱っぽい眼まな差ざしを向けてくる！

　ま、マジで!?　俺なんかを好きって……いやいやいや、待て待て待て！　こんな綺き麗れいなお姉さんが、そんな訳ないじゃんか！　ミザリサの時みたいに騙だまされないからな！

　俺はツイとそっぽを向く。自分の色気が今日の俺には通じていないのを悟ったのか、レオナさんは溜ため息いきを吐ついた。

「ちょっとはやる気を出してくれるかと期待したんだけど……そっか。ヒロ君は私なんかと結婚したくないか」

「別にそういう訳じゃあ──」

「ふふ。いいわ。だったら奥の手を出すから。本当は自力でクリアして欲しかったけれど、こうなったら仕方がない。ヒロ君がキワクエに対する興味を完全に失っちゃうよりはマシだもの」

　そしてレオナさんは妖艶に微笑ほほえむ。

「見せてあげる。『永久無敵の冒険者エターナル・インヴインシブル』神居宗一郎が、キワクエの世界オーベルダインの攻略法を記した書物──『オーベルダイン歴程』をね」

「こ、攻略法……？　そんなのがあるんですか……！」

　レオナさんはノートパソコンを操作する。やがてブラウザには真っ黒な背景の怪しげなサイトが表示された。そして、パソコン画面に徐々に赤い文字が浮かび上がる。




『オーベルダイン歴程』──と。




「ええっ！　これってＷＥＢサイトなんですか？　書物って言うからてっきり──」

「ごめん。書物というか書き物ね。オーベルダイン歴程は当時、高校生のカムイが作ったキワクエ攻略サイトなのよ」

「へ、へぇー」

　あんなフルダイブＲＰＧにも攻略サイトがあるんだ。ってことは、ひょっとして……これを見たらスイスイ、ゲームを進めたりできるんじゃ？

　レオナさんはニコリと微笑ほほえむ。

「どう？　少しは興味、湧いたかしら？」

「い、いえ、別に！」

「でもどんな内容か、見てみたくなったんじゃない？」

「まぁ……ほんのちょっとは……」

「じゃあ、ここに座って。ゆっくり閲覧すればいいわ」

　レオナさんがノートパソコンから離れ、俺をレジカウンターの椅子に座らせる。そして、その背後、俺の肩越しからパソコンの画面を覗のぞいてくる。

「ん？　どうしたの？　画面下部の『ＥＮＴＥＲ』をクリックしてみて？」

「は、はい！」

　っていうかレオナさん、近いって！　み、耳元で喋しやべらないでくれないかな！　息が耳に当たってるよ！

　美人家庭教師に勉強を教えて貰もらっているかのようなシチュエーションにドギマギしつつ、俺はＥＮＴＥＲをクリックした。




『はじめに』




　画面が変わり、そんなタイトルが大きく表示される。タイトル下の文章を読む前に俺はレオナさんに尋ねてみる。

「でもこんな攻略サイトがあっても、クリアできた人はカムイの他にいなかったんですか？」

「そうよ。なぜなら、ほとんどのユーザーがこのサイトを熟読することができなかったの」

「ひょっとして、難解な文章で書かれてるんですか？」

「百聞は一見にしかず。とにかく画面の下部へ進んでみて」

　俺はタイトルの下に小さな字で書かれた文を読んでみた……。




『おう。まず始めに言っとくけどよー。テメーらみたいな攻略サイトも見なきゃあゲームもできねークズは死んだ方がいい。って言うか、死ね。今すぐ死ね』




　……俺は画面から目を離し、レオナさんを見た。レオナさんは黙ってコクリと頷うなずく。

「ね？　正視に堪えないでしょう？」

「ほとんどの人が熟読できないってそういう意味!?」

「ええ。今は人格者で知られる神かむ居い宗一郎だけど、当時はイキりまくったクソガキだったのよ」

　いやいやいや!!　ウッソ、マジでコレ、あの人が書いたの!?

　先程、画面に映っていた爽やかな男性が記したとはとても思えない文章に、俺は驚きを隠せなかった。

「そんなに人って変わるものなんですか!?」

「十年も昔だからねえ」

「はぁ」

「とにかく頑張って読んでみましょう」

　レオナさんに促され、先を読むことにしたが、




『楽して攻略しよーとしやがって、このゴミクズ野郎。本来なら金払って欲しーくれーだが、まぁ仕方ねー。ただで読ませてやっから感謝しろよ？　今日からテメー、俺に足向けて寝んじゃねーぞ。そういう殊勝な気持ちでありがたく読みやがれ。ゴミ虫が』




「くぅ────っ、ムカつくうううう!!」

　レオナさんの言う通りだった。もう一行たりとも読みたくない。このサイトを見たところでクリアできる人がいないことにも納得だ。

　さらにレオナさんが俺の耳元で補足する。

「しかも、このオーベルダイン歴程は攻略サイトといっても、手取り足取り詳しく説明してくれる訳じゃないのよね。ヒントを示すだけが大半というか」

「ホントに役に立つんですか、このサイト!?」

「でも書かれている内容は確かよ。キワクエはクリアした場合に限り、『ＮＥＷ　ＧＡＭＥ』からもう一度始められるらしいの。それでカムイはキワクエを何周もしているようなのよ」

　こ、こんなフルダイブＲＰＧを周回プレー!?　正気の沙汰じゃない!!　十年間、過疎ゲーに入り浸るギンジとは違う意味でヤバい奴やつだ!!

「流石さすがに議員になった今は、もうやる暇なんかないでしょうけど。……じゃあ、ヒロ君。大きく深呼吸した後で、もう少し読み進めてみましょう」

「は、はい……」




『最初に言っておく。俺のような文武両道でなく、何ど処こにでもいるカスみてーな凡人のテメーらは、まず体を鍛えることから始めやがれ。毎日、腕立て、腹筋50回を最低３セット。ランニングは５キロ。ダンベルも買っとけ。金に余裕があるならジムにも行け』




　いや一体、何のアドバイスだ、コレ!!　いくら現実の体力が反映されるゲームだとはいえ、攻略サイトでこんなことが知りたいんじゃねえよ!!

　俺は話半分に読みながら、とにかく画面をスクロールさせる。すると、そこにはいろんな攻略タイトルが並べられていた。

『通常ルートで進めてる奴』、『ゴブリンを倒したい奴』、『幼おさな馴な染じみと恋愛したい奴』……等々。

　そして、その中になんとこんなタイトルがあった。




『幼馴染みに命を狙われて殺されそうな奴』




　こ、これはまさに今、俺の置かれている状況じゃないか！

　俺は迷わず、そのタイトルをクリックした。




『よう、ゲス野郎。いいか。幼馴染みのＮＰＣに狙われる状況なんて、まともにプレーしてたらまずありゃあしねー。つまりお前は幼馴染みに性的暴行を加えたか、はたまたソイツの兄貴を殺害した人間のクズってこった。マジで糞くそだよ、テメーは。一体どんな人生送ってきたら、そーなるんだ？　ゴミ虫の中のゴミ虫め』




　ぐうっ!!　こ、心が痛い!!　わざとじゃないのに!!




『よく聞け。【地獄の果物ナイフ使いヘルズ・フルーツスライサー】になった幼馴染みは素早さも攻撃力も十数倍に跳ね上がる。俺も周回プレー時、実験の為ため、しかたなく試してみたが、常人離れした凄すさまじい強さだった。テメーが俺のような格闘技経験者でもねー限り倒すのは不可能だろう。だから諦めて殺されろ』




　いや、なんだソレ!?　『殺されろ』って全然攻略になってねーじゃん!!




『……とまぁ言いたいところだが一応、教えてやろう。戦って勝つのは無理──なら考えろ。戦わずして勝つ方法をな。簡単に言えば、テメーが幼おさな馴な染じみの女だったら、何をされるのが一番イヤかってこった。ゴミ虫にアドバイスできるのは、ここまでだ』




　そこまで読んだ時、レオナさんが背後から俺に話しかけてきた。

「どう？　役に立った？」

「いや、あんまり……ってか全然……」

「あっ、でもこんな項目もあるわ！　『親友の亡霊に悩まされて頭が痛いアホへ』」

「こ、これだ!!　いや誰がアホだ、畜生!!」

　ツッコミながらもクリックしてみた。




『テメー、幽霊くらいにビビってんじゃねーよ、このヘタレ。大体、お前が殺人なんかするからだろが。自業自得だっつーの。一緒に連れて行け。以上。終わり。死ね』




　全ッ然、役に立たねえ!!　マーチンを一緒に連れて行きたくないから読んだのに……!!

　俺の顔色を見て察したのか、レオナさんが違うタイトルを勧める。

「ヒロ君！　あんなのもあるわ！　コレは流石さすがに役に立つんじゃあないかしら！」

　レオナさんが指さしたタイトルは、

『序盤で武器を持ってない奴やつへ』だった。




『……お前、何やってんの？　「俺は強いから素手のまま進めてやる」とか勘違いしてんじゃねーだろな。一流の武闘家気取りかテメーは、ああ？　剣がなきゃ、ゲーム進めらんねーよ。そんなのも分かんねーの？　スタート時、部屋の隅に置いてあっただろーが。ちゃんと持ってけ、アホ』




　め、メチャクチャに腹立たしいが……そうか、剣は俺の家にあったのか！　アリシアに襲われて慌てて飛び出してきちゃったから、家の中、調べられなかったもんな！




『補足だが道具だって当然準備しとけ。テメーらみたいなアホは物が町に豊富にある時は安心していつでも買えると思ってやがる。だがな、危急の際には道具だって売り切れちまう。事があってから買うんじゃねえ、事がある前に買っとくんだ。分かったか、アホ。マジで一回死ねよ、アホ』




　アホアホうるせえな!!　ってか、道具屋に置いてある品物まで無くなったりすんのかよ!!　面倒くさいゲームだな!!

　カムイの口調とキワクエのシステムに苛いらついていたその時。急にレオナさんが背後から俺に抱きついてきた！

「えええっ!?　ちょ、ちょっと、レオナさん!?」

「よかったじゃない、ヒロ君！　次にやることが分かったわ！　剣と道具をゲットする──これでどうにかゲームを進めることができそうね！」

　そ、そんなことより、背中、背中!!　俺の背中に二つの柔らかいものが当たってるんですけど!!

「じゃあ早速、帰ってもう一度キワクエにログインしましょう！　ねっ！」

「い、いや、俺は、もう──」

「一緒に……しよ？　……ね？」

　ゲームの中でも現実でも、あんなに酷ひどい目に遭ったのに、レオナさんにギュウと抱き締められ、耳元で囁ささやかれただけで、

「……はい」

　顔を真っ赤にして、そう返事してしまった俺は、確かにカムイの言う通り『死んだ方がいいアホ』なのかも知れなかった。





　　　　◆






「それでは今からお前を町内衛兵隊隊長テスラ様の元へ案内してやる！　付いてこい！」

　……家に戻ってゲームをロードした途端、俺は絶句した。衛兵の横着な態度にイラだったからではない。

　──そうか。やっぱり、ここから再開するのか……。

　忘却の彼方かなたに葬り去りたかった。だが、股間がグッショリ濡ぬれている感触は、否いや応おうなく地獄の記憶を呼び戻させる。さらに俺の隣では、

「あ、あの、ヒロっち！　よ、よかったら──」

　潤んだ目で異端審問官ミザリサが俺を見詰めていた。

「よかったらその後、拷問部屋に戻って、私と四肢切断ショーを再開しないっすか!?」

「しねえよ!!」

　きっぱり断るとミザリサは大きな溜ため息いきを吐ついた。

「はぁ───っ。じゃあ、さみしいから、この染みのついたシーツだけでも貰もらっていくっすね……」

　そして俺の横たわっていたベッドからシーツをはぎ取ろうとしていた。

「やめろよ、お前!!　何やってんの!?」

「このシーツを肌身離さず持って『いい漏らしっぷりの御おん方かた』をいつも傍そばに感じていたいんすよ！」

「何その呼び方!?　やめてくんない!?」

「……まぁまぁ。放っておいて先に進みましょうよ」

　聞き慣れた声に振り返ると、俺の顔の真横には小さな妖精姿のレオナさん。どうやら今しがたログインしたらしい。

「で、でも！」

「いいから行きましょ」

「おい！　グズグズするな！　早くしろ！」

　衛兵とレオナさんの二人に急せかされ、仕方なく俺は恥ずかしい染み付きシーツを恍こう惚こつとした表情で眺める変態少女を残し、拷問部屋を後にしたのであった。




　獣のような呻うめき声が反響する薄気味悪い通路をしばらく歩き、突き当たりの階段を上ると、光が見えてきた。どうやら今まで地下にいたらしい。つい先程、通路で聞こえてきたのは地ち下か牢ろうに捕らえられた囚人の声だったようだ。階段が終わり、出た場所には数人の衛兵が槍やりを携え、警備にあたっている。

　太陽の眩まぶしい光に目を慣らしていると、俺を先導していた衛兵が振り向きもせず、目の前の洋風屋敷を指さした。

「これが、この町の支配者であらせられる町王ガバン様のお屋敷である。衛兵隊隊長のテスラ様も現在、このお屋敷の一角にお住まいだ」

　首が痛くなるほど見上げなければ全貌が視界に入りきらない巨大な豪邸だった。

「本来、お前など入ることは許されないが、テスラ様のご命令により今回は特別だ」

　偉そうな衛兵に続き、俺とレオナさんはガバンの屋敷に入った。




　赤絨じゆう毯たんの敷き詰められた通路を通った後、装飾の施された大きな観音開きの扉が開かれる。すると視界に入ってきたのは長いテーブルの上に並ぶ、豪華な料理の数々であった。テーブルの一番端には鳶とび色いろの髪の青年が座っている。

「あちらにあらせられるのがテスラ様だ。くれぐれも失礼のないようにな」

　衛兵が出て行った後、青年は俺に優しく微笑ほほえみ、手招きをした。隣まで歩くと、彼は俺に椅子を勧めてくる。

「お腹なかが空すいているのではないかと思ってね。よかったら一緒に食べないか？」

「は、はぁ。どうも」

　オシッコを漏らしたズボンのままで、こんな高そうな椅子に座っていいのだろうか。「オシッコ臭いな、君！」なんて怒鳴られはしないだろうか。

　怯おびえつつも俺は隣に腰掛け、彼の横顔を窺うかがった。テスラは整った顔立ちの優男で、俺の想像していた『衛兵隊隊長』というイメージから遠くかけ離れていた。

「えっと。でもまたどうして急にこんな？　俺、さっきまで犯罪者扱いだったのに？」

　もちろんテスラに質問したのだが、俺の背後からレオナさんが、

「オシッコよ、オシッコ！　オシッコ漏らしたからだって！　だから裏技が発動したのよ！」とかボソボソ言っている。無視だ、無視！

「君が殺したというマーチンの現場検証に僕も立ち会ってね。妹にも話を聞いたが、どうも凶器が果物ナイフだと言うじゃないか。妹は君に殺意があったようなことを言っているが、普通、果物ナイフなんかで人を殺そうとはしないだろう。君の家には剣だってあったというのに」

　その果物ナイフを現場から持ち出し、俺を殺そうとしているアリシアのことは、話がややこしくなりそうなのでこの際、黙っておくことにする。

　テスラは手元の赤ワインのグラスに口を付けた後で笑う。

「更に殺害方法だが、果物ナイフが口こう腔くう内から喉を突き抜けて死んでいたという。だがね。口には歯がある。そんなことを狙ってするのは一流のナイフ使いにだって難しいんだよ。故に僕はあれが突発的に起きた事故だと判断したんだ。おそらくナイフを使ってリンゴを食べている最中に体勢を崩すなどして転倒し、そのまま喉を貫いてしまったんだとね」

　テスラの推理を聞きながら、俺は感動していた。

　ああっ！　やっと、このクソゲーでまともな人に出会えた気がする！　いやまぁ、人っていうかＮＰＣだけど！

「だからヒロ──君は無罪放免だ」

「あ、ありがとうございます！」

　テスラの一言で安あん堵どした俺は腹が空すいていたのもあって、目の前の料理にかぶりついた。フランス料理のような上品な味に舌鼓を打っていると、テスラが真面目な顔で言う。

「だが、マーチンの妹には注意するんだよ。彼女は君のことを逆恨みしているようだからね。まぁ何かあったら僕のところまで来ればいい。僕でよければ力になるよ。テッド町内衛兵隊隊長、この『雷鳴のテスラ』がね」

　おおっ！　更に仲間になってくれそうなフラグ！　衛兵隊隊長とかメッチャ強そうじゃんか！

　しかしレオナさんが、耳元でぼそりと呟つぶやく。

「ヒロ君。今のは大人の社交辞令よ。テスラを仲間にしていたプレイヤーなんか、今まで見たことないんだから」

　……ちぇっ、そーなんだ。まぁ実際、衛兵隊の隊長が仕事ほっぽり出して仲間になって付いてくる訳もないか。

「じゃあ、とりあえず剣を取りに家を目指すとするか！」
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　テスラと別れ、ガバンの屋敷を出た後、俺の気分は明るかった。

　だって無罪放免！　これでもう通報されることも、衛兵隊に追われることもなくなった！　フードなんか被かぶってコソコソしなくたっていい！　ようやくちゃんとした冒険ができるんだ！

　レオナさんも微笑ほほえむ。

「よかったわね、ヒロ君！　じゃあ早速行きましょう！」

「はい！」

「オシッコした？　うんちは大丈夫？　喉、渇いてない？」

「!?　ちょ、ちょっと、やめてくださいよ!!　幼稚園に行く前の園児じゃあるまいし!!」

　せっかくのいい気分は壊されたが、それでも俺は町中を堂々と歩いた。

「ところでレオナさん。此こ処こって町のどの辺りなんです？」

「中心部よ。ヒロ君の家は町外れだから、此処からは結構歩くわね。いい？　道中は一応、用心するのよ」

　レオナさんが忠告してくるが、無論、俺も最低限の警戒は怠ってはいない。いくら無罪になったとはいえ、アリシアはきっとまだ俺の命を狙っているだろう。

　その時、不意に、

「あ！　アイツ、ヒロじゃないか！」

　そんな声が聞こえた。振り向くと町の人が数人集まってこちらを見ている。

「ヒロ！　お前、無実になったんだってな！」

　俺は笑顔で「ああ！」と親指を立てて返す。

　だが、町の人たちは鬼のような顔で俺を睨にらんでいた。

「ケッ！　ホントかよ！　俺は今でもコイツが殺やったと信じているぜ！」

「ええ、私もそう思うわ！　この顔は人殺しの顔よ！」

「うまく無罪を勝ち取ったからって、いい気になってんじゃねーぞ！　この犯罪者が！」

　そして町の人たちは俺に石を投げてきた！

「うわああああああっ!?」

　俺はたまらず一目散に逃げ出す。

「な、なんで!?　無罪になったのに!?」

「冤えん罪ざいが晴れたところで世間の目は厳しいの。いい、ヒロ君……これがリアルよ！」

「だからそんなリアルさ、ゲームにいらねえってんだよ!!」

　物陰から様子を窺うかがう。町の人たちは未いまだに鬼気迫る表情で逃げた俺を捜していた。レオナさんが溜ため息いきを吐つく。

「道の真ん中に陣取ってるわ。あそこを通らないとヒロ君の家には戻れない。しばらくは剣をゲットできないわね」

「これじゃあ冤えん罪ざいになる前と何も変わってないじゃないですか!!」

「まぁ少なくとも衛兵隊には追われなくなった訳だし、攻略は進んでるわよ。それじゃあ先に道具を揃そろえましょうか」

「はぁ。そうですね……」

　カムイの攻略法を見るまでもなく、道具があればＲＰＧを有利に進められるのは至極当然である。アリシアに追われているこの状況を考えると、煙幕なんかは入手しておきたいところだ。

　俺はまたもフードで顔を隠す。そして道具屋に向かおうとしたのだが、

「ちょっとヒロ君。何ど処こに行くの？」

「何処って。もちろん道具屋ですよ」

「アナタ、所持金ほとんど無いじゃないの」

「あ……」

　俺はポケットをまさぐり、手に触れた銀貨を取り出す。合わせて10Ｇガルド。よくよく考えれば俺は最初に持っていた所持金から一銭もゲットできていない。

「これじゃあ薬草一つ買って終わりよ」

「あ、あの即効性のない薬草ですか……！　ってか、レオナさん。キワクエの世界でお金ってどうやって稼ぐんです？」

「それも現実と一緒よ。働くか借りるか盗むしかないわ」

「『盗む』って！」

「手っ取り早くお金をゲットするにはそれもアリかも知れないわよ。……ホラ見て。ちょうどいいところに動きの鈍にぶそうなＮＰＣが歩いているわ」

　レオナさんは幸せそうに歩く老夫婦を指さしていた。

「い、いやダメですよ、強盗なんて!!　それに俺、これ以上もう罪を増やしたくありません!!」

「なら、時間は掛かるけど働く？」

「うーん……」

　お使いに行ったり、簡単なクエストをこなしたりして金銭を稼ぐのは他のフルダイブＲＰＧでもお馴な染じみである。こういったことを面倒くさいと感じるプレイヤーも多いが、俺はこれはこれでＲＰＧの一つの楽しみだと考えている。

「よし！　じゃあやってみます！」

「分かったわ。職業案内所まで案内するから付いてきて」




　冤えん罪ざいになったというのに相変わらず物陰に隠れたり、路地裏を早足で駆け抜けたりして人目を避ける。ふつふつと沸き上がる不満と疑念をどうにか押し殺しながら、俺はレオナさんに付いていった。

「ヒロ君。此こ処こよ」

「えっ？　此処っすか……！」

　今までにプレイしたフルダイブＲＰＧの経験上、ギルドのような場所に案内されるのかと思っていた。しかし目の前にあるのは、朽ち果てそうなボロボロの小屋である。扉のない入口を潜くぐると、中には魔女のような老婆が一人、木の椅子に腰掛けていた。

　躊躇ためらう俺の耳元でレオナさんが囁ささやく。

「これが裏職業案内所よ」

「裏職業!?　何ですか、それ!?」

「冤罪が晴れたとはいえ、ヒロ君はまだまだ町の人から疑いの眼まな差ざしを向けられている。そんなアナタを雇おうなんて、普通は思わないわ。だから此処よ。この裏職業案内所は、普通の職業には就けない怪しい者たちに怪しい職業を紹介する怪しい場所なの」

「『怪しい』が多い……！」

　レオナさんと会話している俺を、老婆が訝いぶかしげに見詰めていた。そう、レオナさんの姿と声は俺のようなリアルプレイヤーにしか知覚できないのだ。

　俺は咳せき払ばらいして老婆に一礼する。だが、

「フン。人殺しが仕事探しかい」

　老婆はそう呟つぶやきながら、あからさまに眉間に皺しわを寄せた。

「いやあの俺、人殺しじゃありません！　無実なんですよ！」

「キッキキ。うまいことやったね。衛兵隊に、いくら握らせたんだか」

　クソが！　全ッ然、信じられてねえ！

「まぁいいさ。そんな人殺しのお前でもどうにか働ける場所を提供してやろう」

　俺の言い分を全く聞いてくれない職安所の老婆は、一枚のわら半紙を差し出してきた。




『地下収容施設での過酷な労働　期間・一ヶ月　報酬２００００Ｇガルド』




　俺は驚いて肩の上に乗っているレオナさんに小声で語り掛ける。

「れ、レオナさん。煙幕とかってそんなにお金掛かりませんよね？」

「そうね。20～30Ｇガルドくらいじゃないかしら」

　俺は老婆におずおずと告げる。

「えっと俺、道具を買いたいだけなんで。そんながっつりとした仕事じゃなくて、もう少し期間の短い仕事はありませんか？」

「チッ。我わが儘ままな人殺しだね」

　舌打ちした後、老婆は新しいわら半紙を俺に差し出す。




『一時間ブライアンの言うことを聞く　報酬１００Ｇ』




「あっ！　これいいかも！」

　仕事の内容はよく分からないが、時給１００Ｇなら、なかなか効率の良い仕事だと思う。煙幕だって二、三個は買える。

「やるのかい？　なら町の北東にブライアンの豪邸がある。そこに行きな」

「その場所でブライアンって人の言うことを聞けば良いんですね？　でもそれって一体どんな？」

　豪邸って言ってるし、そこで執事みたいなことかな？　でも俺、人殺しのレッテル貼られてるしな。皿洗いや草むしりなんかの雑用が関の山か。

「ほら。鞭むちだ。持って行きな」

「鞭？　ひょっとして家畜の世話ですか？」

「それはブライアン用だよ」

「は……？」

「ブライアンは、裸のまま他人にしばかれるのが好きな中年の男なのさ」

「え……いや……今、何て？」

「だから。お前はドＭのブライアンの言うことを何でも聞いてやるんだよ。みなまで言わずとも分かるだろう、全く」

　ま、ま、まさか……！

　戦慄している俺の隣で小さな妖精が陽気な笑顔を見せる。

「それじゃあヒロ君！　早速ブライアンさんの家に行きましょう！」

「!?　行かねえよ!!　何で俺、フルダイブＲＰＧで中年のオッサン、鞭でしばかなきゃならないんですか!!」

「でもそうしないと煙幕が買えないし」

「だったらいらねえわ、煙幕なんか!!『裸のオッサン、鞭でしばいてゴールドゲット』とか、そんなクエストあるかあああああああ!!」

　狭い部屋の中で絶叫する。最低な仕事を勧められて憤る俺だったが、突然誰かに胸ぐらを掴つかまれる。

「へっ？」

　目の前には俺よりもっと、怒りで顔を真っ赤に染めた老婆がいた。

「バカにすんじゃあないよ!!　アタシらは皆、身を切るような思いで金を得てんだ!!　日の当たらない裏の仕事を精一杯こなしながら『いつか自分だって人並みのまともな暮らしを』そう願いながら必死で生きてんだよ!!」

「い、いやその、あのですね、」

「出て行け、この人殺しが!!」




　凄すさまじい剣けん幕まくの老婆に裏職業案内所を追い出され、しばらく呆ぼう然ぜんとしていた俺だったが、やがて我に返る。

「ていうか俺、めっちゃ怒られたんですけど!?」

「あの老婆のＮＰＣも若い頃、闇労働で得たお金でこの裏職業案内所を開いたという設定なのよ。職を選より好ごのみするヒロ君に、自分の人生をバカにされたように思って怒ったんでしょうね」

「!?　そういうことは早く言ってくださいよ!!　大体、俺そんなつもりで言った訳じゃないのに!!」

　俺はまくし立てるが、レオナさんはレオナさんで肩をすくめていた。

「盗みをする度胸もない、そして働くこともできない甲か斐い性しようなしとなると、あとはもう誰かに借りるしかないわね」

「言い方にトゲがあるんですけど……！　つーか、そもそも借りるのだって大変じゃないですか？　自分で言うのも何ですけど今の俺にお金を貸してくれる人なんて、」

「いるじゃないの。町の事情なんかに関係なく、マイペースに暮らしているリアルプレイヤーが」

「え……？」




　俺とレオナさんは周りを気にしながらカジノへ向かっていた。俺のすぐ前方を飛ぶレオナさんに小声で話しかける。

「あの俺……ギンジさん、嫌いなんですけど……」

「私だって苦手よ。でもこういう時は有効活用しなくちゃ」

「有効活用……ですか」

　イヤな思い出のあるカジノに入る。テーブルにほとんど突っ伏した状態のギンジは、目の前にふわりと舞い降りたレオナさんを見て、淀よどんだ目を少し開いた。

「おお、ムチムチプリンの妖精じゃねえか。久しぶりに見た気がするなあ」

「ギンジさん、お久しぶりです。キワクエ攻略する気になりました？」

「ひっひっひ。だから俺はもうそんな気ねえんだって」

　そうしてまたもグラスに入った酒をあおる。コーラ味のするヴァーチャルな酒を。

　赤ら顔のオッサンに話しかけながらレオナさんは小さな指で俺を指さした。

「今日はギンジさんにお願いがあって。こちらのプレイヤーを手伝ってあげて欲しいんですよ」

「……どうも」

　ギンジと目を合わさず呟つぶやく。ギンジはちらりと俺の方を向くと下卑た声で笑った。

「ひっひっひ。にいちゃん、自由に歩いてるってことは、拷問に耐えたのか。すげーじゃねーか」

　ぐっ！　他ひ人と事ごとみたいに言いやがって！　コイツのせいで俺は！

　怒りが込み上げてくる。しかし今日はこのオッサンから金を借りなければならない。そんな俺の心の葛藤を察してくれたのか、レオナさんが俺とギンジの間に割って入った。

「ギンジさん、違うんですよ。実はですね……この子、拷問されてオシッコ漏らしちゃって！　そうしたら解放されたんです！」

「!!　ちょ、ちょっとレオナさん!?」

「わーっはっはっは！　そうか、そうか！　ションベン漏らせば無罪になれんのかあ！　それは知らんかった！」

「ホホホ！　私も知りませんでした！　面白いですよね！」

「!?　全然おもろかねえわ!!」

　怒って叫ぶと、レオナさんが慌てるように耳元まで飛んできて囁ささやく。

「ひ、ヒロ君！　これはギンジさんとコミュニケーションを取る為ためでしょ！」

「いいですよ、そんなの！」

　そして俺は馬鹿笑いを続けるギンジを睨にらんだ。

「何笑ってんだよ！　アンタが俺を無理やり、衛兵隊に突き出したからあんなことになったんだろうが！」

　するとギンジは笑いを止めて、負けじと睨み返してきた。

「なんだあ、その面はあ。俺のお陰で無罪放免になったんだろうがよ。感謝しやがれ、バカ野郎」

　こ、このオッサン！　マジでムカつく！

「それでねえちゃん。俺に何の用だって？」

「え、えっとですね。実はこの子にお金を貸してあげて欲しくて……」

「ああん？　この生意気なガキンチョにかあ」

　ギンジは「カーッ」と喉を振るわせると、地面に痰たんを吐く。

「お前に貸す金なんかねえよ。帰れ、ションベン小僧」

「しょ、ションベン……小僧……？」

　それは絶対に言ってはならない禁句だった。そう……少なくとも半生をそれで台無しにした俺にとっては！

　俺は無言でギンジに歩み寄る。またもレオナさんが間に入り、取り繕うように言う。

「ぎ、ギンジさん！　それは違います！　ヒロ君は決してションベン小僧なんかじゃありませんっ！」

「レオナさん！　いいから下がっていてください！」

「ヒロ君は『いい漏らしっぷりの親友殺しナイスシヤワー・ベストフレンドキラー』なんです!!」

「!!　アンタ、もう金輪際、喋しやべらないでくれる!?」

「ったく、ごちゃごちゃうるせえなあ。とにかく俺ぁこのガキに金を貸す気なんかねえ」

　そしてギンジは俺の肩をドンと押した。

「何度も言わすな。さっさと帰れ。酒が小便臭くならあ」

　瞬間。ぷつん、と俺の中で何かが音を立てて切れた。マーチンとケンカした時のように、俺はギンジの胸ぐらを掴つかむ。

「一体、何の真ま似ねだあ。ションベン小僧」

　ギンジは俺の腕を捻ひねり上げようとした。だが前回と違い、俺はギンジが柔道が得意だと知っている。投げ飛ばされる前にそのままギンジに体当たりして、床に押し倒す。ギンジが「ぐうっ」と唸うなった。俺はそのまま馬乗りになって、拳を振り上げる。

「ひ、ヒロ君っ……!?」

　微かすかに震えたようなレオナさんの声が聞こえて、俺はふと我に返る。

　ああっ！　またやっちまった！　落ち着け、俺！　マーチンの時みたいなヤバいことになったらどうすんだよ！

　現実ではケンカなんかしたこともないし、する度胸もない。なのに、フルダイブＲＰＧの中だと普段より感情の起伏が激しくなるのだろうか。俺は理性を総動員させ、振り上げた拳を下ろした。しかし、レオナさんが楽しそうに叫ぶ。

「これは熱いバトル展開だわ！　もっとやれ！」

　!!　いや何言ってんのこの人!?

　震えたように思えた声は単に興奮していただけだったらしい。はしゃぐ妖精に呆あきれて白い目を向けていると、

「こんのくそガキャア!!」

　怒ったギンジが俺を蹴飛ばした。俺は「ううっ」と腹を押さえてうずくまる。その間にギンジは体勢を整えて、突っかかって来た。柔道の組み手のような感じで俺の腕や足を取ろうとするが、俺は迫るギンジの腕をどうにか払いのける。力は強いが、ギンジは歳としのせいか動きは遅かった。

「ちょこまかと動きやがって、この野郎!!」

「うるせえ!!　酔っぱらいが!!」

　互いに毒づく。高校生と四十過ぎのオッサンのケンカを見て、妖精は目をキラキラと輝かせていた。

「す、すごい!!　ファンタジーゲームっぽくなってきたわ!!」

「一体これのどこがファンタジーゲームなんですか!?」

　ギンジとわちゃわちゃ攻防を繰り広げながら俺はツッコんだ。その後も膠こう着ちやく状態が続くが、やがてギンジは俺から少し距離を取って大声で叫ぶ。

「こうなったら俺の必殺技を見せてやらあああああ!!」

　俺はごくりと唾を飲む。

　ひ、必殺技!?　レオナさんの言う通り、此こ処こは確かにファンタジーの世界!!　まさか魔法!?　魔法で俺に攻撃しようというのか!?

　だがギンジは懐に左手を入れる。そうして取り出したものを右手に装着した。

「え……！」

　今、ギンジの右拳を覆うように金属が装着されていた。レオナさんが驚嘆する。

「め、メリケンサック!?　あれは昭和の時代に使われたヤンキーの武器よ!!　うーん、ファンタジー!!」

「!?　だからそれのどこがファンタジーなんだよ!!」

　メリケンサックを装備したギンジが俺に襲いかかってくる。ファンタジーさは欠片かけらもないが、確かにあんな拳で殴られれば大けがをしてしまう。一瞬焦るが、それでもやはりギンジの動きは鈍にぶかった。俺はメリケンサックの正拳をかわすと背後に回り込み、ギンジのざんばら髪を引っ張った。

「あだだだだ！　ハゲる、ハゲる！　このガキ、放せええええええええ！」

「アンタがそんなもん付けて殴ろうとするからだろうが！　……って、痛っ!?」

　気付けばメリケンサックを付けていない方の手で、ギンジは俺の脇腹をつねり上げている。

「放せよ、オッサン!!」

「おどれが放さんかい!!」

　その後は俺もギンジの脇腹をつねったり、またもう一度、髪の毛を引っ張ったりした。ギンジもまた同じように俺の髪の毛を引っ張り、ほっぺたをギュウとつねってきたりする。

　剣と魔法の世界とは思えない最底辺のバトルを繰り広げること、数分。

「ぐうっ……つ、痛風が……！」

　苦しそうな顔でギンジが呻うめき、膝を突いた。どうやら持病が再発したらしい。

　よし！　チャンスだ！

　俺はギンジにタックル。体勢を崩した後は再度、ギンジに馬乗りになって拳を振り上げる。

「これでも食らええええええええええええ!!」

　今度こそ遠慮無くギンジの顔面に拳を叩たたき付けるつもりだった。

　だが、その刹那。

『ヒロ……』

　──えっ……？

『お前は……またそうやって……誰かに危害を加えるのか……』

　俺の耳元で怨えん嗟さに満ちた声が聞こえた。

　恐る恐る振り向く。そこには、血に濡ぬれたマーチンの亡霊が恨めしそうな顔をして佇たたずんでいた！

「うっわあああああああああああ!?」

　ギンジから飛び退のくと、俺はその場にへたり込み、ガクガクと震えながら祈るように叫ぶ。

「ゆ、許して！　許してくれ、マーチン！」

「ど、どうしたのよ、ヒロ君!?　急に生まれたばかりの子鹿のようになって!!」

「マーチンが!!　死んだ筈はずのマーチンがあああああああああああああ!!」

　しかし震える手で指さした先にはもう何もない。ただ部屋の隅には薄暗い空間が広がっているだけだ。

　あ……あれ？　消えた？

　呆ぼう然ぜんとしているとギンジが、ゆっくりと立ち上がる。テーブルにもたれるようにしながら、俺との格闘で服に付いた埃ほこりを手でパンパンと払う。そうしてから俺を見ると、すっかり落ち着いた口調で言った。

「亡霊の出現に規則性はねえんだ。すぐに消える時もあれば数分間ずっといる時もある。まぁどちらにしても何度も見てるうちに慣れちまうがな」

　ギンジはさも当然のように言うが……い、いやだ！　こんなの絶対慣れたくない……！

「ひっひひ。噂うわさをすりゃあ、だ。俺のところにも来やがった」

　ギンジは何もない空間を見据えていた。今──ギンジには親友と幼おさな馴な染じみの二人の亡霊が見えているに違いない。しばらくの沈黙の後、ギンジは困ったように頭かぶりを振った。

「だから分かんねえんだ。いくら考えても、その質問の答えはよう」

　ギンジもおそらく俺がされたのと同じ質問を亡霊にされているのだろう。つまり──




『ケヌラの木の下で誓った言葉を言え』




　ギンジはずっと首を横に振り続けている。その顔はどことなく苦渋に満ちているような感じがした。

　レオナさんが俺の傍そばでぽつりと呟つぶやく。

「ギンジさんも心の奥底では後悔してるのかもね」

「後悔、ですか？」

「ええ。親友と幼馴染みを殺してしまったことを。だから未いまだにこのゲームを続けてるんじゃあないかしら」

　ふと、ギンジと自分の犯してしまった罪を考える。

『故意であろうが事故であろうが、人を殺あやめた罪悪感は永遠に消えることなく付きまとう』──キワクエはリアルを追求したゲームである。つまりこれもまたキワクエにおけるリアルさの一つなのかも知れない。そう考えると寒気がして俺は頭を大きく振った。

　やがてギンジが「ふぅ」と息を吐いて、自虐気味に笑ってこちらを見た。どうやら亡霊は消えたらしい。

「……ギンジさん。さっきはなんか、すいませんでした」

　俺はギンジに謝る。マーチンの亡霊を見た後で、俺は冷静さを取り戻していた。ギンジも謝りはしないものの、普段のような笑みを浮かべている。

「ひっひっひ。いるよな。お前みたいにゲームなのに本気で切れてくる奴やつ」

「ぎ、ギンジさんだって！」

「ああ。久しぶりに熱くなっちまった。お前に影響されたのかも知れねえなあ」

　突然、ギンジはがくりと頭を下げた。糸が切れた操り人形のようにテーブルに突っ伏した後、胡乱うろんな目で天井を見上げる。

「これが……若さ……か……」

「えええっ!?　ギンジさん!?」

　ゆっくり目を閉じたギンジに慌てて近寄り、体を激しく揺する。するとギンジは迷惑そうに顔をしかめた。

「何だよ、もう。そろそろ寝かせてくれや」

「よ、よかった！　死んだのかと思いましたよ！」

「髪の毛引っ張られたくらいで死ぬかよ、バカ野郎」

　俺はホッとするが、隣で妖精が冷徹な声を出す。

「ギンジさん。眠る前に一つ、忘れていませんか？　アナタは決闘デユエルでヒロ君を倒せなかった。約束通り、有り金は全て頂きます」

「ん……ああ、そうだったなあ。分かった分かった」

　そう言ってギンジは俺に小袋を渡してきた。成り行きのまま受け取りながら、俺はレオナさんに戦慄していた。

　いや待って!!　そんな約束してないよね!?　俺たちお金、借りに来ただけだったよね!?　何がデュエルだ!!　どさくさに紛れてこの人は!!

　ひょっとするとギンジなんかよりずっとヤバい性格なんじゃないかと、俺はスタイル抜群の小さな妖精にジト目を向けていた。




「ヒロ君！　さっきのバトルは、なかなか良かったわよ！　『以前は勝てなかった強敵を倒す』──これもＲＰＧの醍だい醐ご味みよね！」

　ギンジと別れた後、レオナさんは俺の耳元で嬉うれしそうにそう言った。

「全然ＲＰＧやってる気がしませんけど……！」

　俺がやったことと言えば、メリケンサックを付けたオッサンと取っ組み合いをしただけである。カッとしてやってしまったこととはいえ、落ち着いて考えると本当に恥ずかしい。

　ただただ自責の念に駆られていると突然、俺の胸元が光を発した。

「な、何だ……？」

「ヒロ君！　ペンダントよ！」

　付けているペンダントを取り出す。ペンダントには新しい称号が刻まれていた。




『オヤジ狩りの親友殺しエルダーハンテイング・ベストフレンドキラー』




「!!　俺、オヤジ狩りなんてしてませんよね!?」

「いいえ。中年と取っ組み合って、最終的にお金を奪ったんだから立派なオヤジ狩りだわ」

「金を巻き上げたのはアンタでしょうがああああああああああ!!」

「まぁまぁ良いじゃないの。お金も新しい称号もゲットできたんだし万事オーケーよ。さぁ次は剣をゲットしましょう！」

　より一層不名誉な称号を得て落ち込む俺とは対照的に、レオナさんは意気揚々と町の中心に向かって飛行するのだった。















第四章　ケヌラの木の下で






　レオナさんに誘導されて町の中心部に戻る。人目を忍びながらコソコソと歩くのも何だか板に付いてきたようだ。いや、こんなことに慣れたくはないんだけれど。

「ヒロ君。道具屋についたわよ」

　言われて伏せていた顔を上げる。目の前には二件の店があった。片方は古びた店で、もう片方は小こ綺ぎ麗れいな感じだ。五メートルほどの間隔を空けて隣接している。

「これって二件とも道具屋なんですか？」

「そうよ。どっちにする、ヒロ君？」

「うーん」

　とりあえず俺から見て左手にある古びた道具屋の様子を窺うかがう。ドアもないので店内は丸見えである。中では背中を丸めた老人がボリボリと尻を掻かいていた。

「な、何か怪しいっすね」

　次に隣の道具屋を眺める。木造の建物の前には看板があり『ようこそ！　メリッサ商店へ！』と書かれている。更に下部には可愛かわいい女の子がお辞儀をしている絵まで描かれていた。

「こっちにします」

　そう言って、木の扉を開くや否や、

「いらっしゃいませ！　ようこそ、お客様！」

　快活な少女の声が聞こえてきた。バンダナを付けた女の子がこちらを見て、にこやかに微笑ほほえんでいる。

　うん、良い感じの店だな！　こっちの道具屋にして良かった！

　思い返せば、カジノにしても職業案内所にしても、キワクエで俺はまともな店に入った記憶がない。そういうこともあって俺は目の前いる、純朴そうな女の子のＮＰＣに感動していた。

「私、メリッサと言います！　何でも聞いてくださいね！」

「ああ、ありがとう。……えっと煙幕とかって、置いてるかな？」

「もちろん護身用の煙幕は用意してございます！　お一つ20Ｇガルドです！」

　俺はポケットからギンジさんから貰もらった……いや、奪った小袋を取り出した。俺の耳元でＮＰＣには姿の見えない妖精のレオナさんが囁ささやく。

「それで結局、いくら入ってるの？」

「今、確かめてみます。ええっと……全部で60Ｇですね」

「ええっ!!　有り金全部でたったそれだけ!?　ギンジさんってやっぱり、しけたオッサンねえ!!」

「詐欺みたいなやり方で奪ったくせにその言い方!!」

「……あの、どうかされましたか、お客様？」

「ご、ごめん！　それじゃあ煙幕を二つ用意してくれる？」

　本当は一つあれば良いのだが、カムイの攻略を見た後だったので、俺は予備にもう一つ買っておこうと思った。

「はい。40Ｇガルド」

　お金を差し出す。すると突如、メリッサの顔が曇った。

「言いにくいのですが、お客様の場合、通常価格ではなく割増価格になります」

「ええっ!?　嘘うそだろ!!　冤えん罪ざいが晴れたのにまだ俺、割増価格なの!?」

「『人の噂うわさも七十五日』。お客様の悪い噂が完全に風化するのに、あと二ヶ月半ほどは掛かりそうですね」

「二ヶ月半も掛かるんかい!!」

「はい。それでは合計50Ｇいただきます」

　渋々、メリッサにお金を払う。全く好転していない状況に溜ため息いきしか出なかった。

「はぁ……じゃあこれで」

　肩を落として帰ろうとする俺をメリッサが呼び止める。

「お待ちください、お客様。お帰り前に10Ｇお支払いくださいませ」

「へ？　な、な、何で？」

「指名料です」

「!!　俺、指名なんかしたっけ!?」

「メリッサ商店のメリッサとお話したのですから当然、指名料金が発生します」

「いやいやいや、待って待って!!　此こ処こって道具屋だよね!?　そんなバカなことって、」

　反論しようとしたその時、メリッサの背後からヌッと、顔に傷のある大男が現れた。筋骨隆々の男は腕組みをして俺を睨にらみ付ける。

　結局、俺は笑顔のメリッサに追加の10Ｇを支払ったのだった。




「……やっぱこのゲーム、ロクなＮＰＣがいねえ」

　店を出た後、ぼやくようにして言う。凹へこむ俺とは違って、レオナさんは感心したようにコクコクと頷うなずいていた。

「商魂たくましい店員だったわね。見習わなくちゃ」

「見習わなくていいですよ、あんなの！　あーあ……あっちの店に行った方が良かったかなあ……」

「けど勉強になったんじゃない？　ホラ、綺き麗れいなバラには刺とげがあるって言うでしょ。何事も外見なんかで判断しないことね」

　露出の多い格好から、色気を漂わせる妖精を俺はじっと見詰める。

「ん？　なぁに？」

「よーく覚えておきます」

　俺は心の底からそう思ったのだった。




　道具屋で煙幕を入手した後、俺とレオナさんは剣を手に入れる為ために自分の家を目指していた。流石さすがにもう大通りを封鎖していたＮＰＣたちはいなくなっており、俺たちは町の中心部から田園風景が広がる町外れへと移動することができた。

　フードを被かぶったまま、レオナさんと一緒に畦あぜ道みちを進む。やがてログハウスのような俺の家が見えてくる。

「無事に着いてよかったわね。それじゃあサクッと剣を入手して帰りましょう！」

「そうですね」

　扉を開き中に入る。無論、マーチンの死体はもうなかった。衛兵隊の検死が入ったらしいがたいして荒らされることもなく、死体がないことを除けばほとんどあの時のままである。

　落ち着いてゆっくり家の中を見渡すと、ベッドの隣に鞘さやに入った剣が立てかけてあった。カムイの言う通りだ。いくら慌てていたからとはいえ、これに気付かないのは確かにどうかしているかも知れない。

　苦笑いしつつ、剣に近付いたその瞬間。

「ヒぃぃぃぃぃぃぃぃぃロぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉっ!!」

　突如、ガバッと！　ベッドから目を血走らせた凶気の幼おさな馴な染じみが飛び出してきた！

「!?　うっぎゃああああああああ!!　アリシアああああああああああ!?」

　レオナさんも流石に「ヒィ！」と小さく呻うめく。そして俺は腰を抜かして、床に倒れ込んだ。そんな俺をアリシアが嘲あざ笑わらう。

「キ─────ッキッキッキッ！　絶対、忘れ物を取りに戻って来ると思ってたよおおおおおおおお!!」

　長い舌を出し、勝ち誇ったように哄こう笑しようするアリシア！　こ、これはもう幼馴染みなんかじゃない！　悪魔だ！

「ひ、ヒロ君！　煙幕よ！」

　咄とつ嗟さにレオナさんが叫んだ。そうだ！　今こそゲットした道具を！

　俺は胸元から煙幕を一つ取り出すと、アリシアの足下に叩たたき付けた。

「……何のつもりよ、ヒロ？」

　しかし煙玉は炸さく裂れつせず、ただコロコロと足下を転がっている。

「あれっ!?　煙幕って投げればいいんじゃないの!?」

「バカね、ヒロ君!!　漫画に出てくる忍者じゃないのよ!!　ちゃんと煙玉から出ている導火線に火を付けないと！」

「そ、そうか!!　この導火線に火を……って火なんてどうやって起こすんですか!?」

「煙玉と一緒に火打ち石が入ってたでしょ！」

「なるほど……ってコレ、火打ち石で着火すんの!?　戦闘中にそんな暇なんか、」

「フフフ。ないわよねえ」

　楽しげな声が聞こえて、そちらに顔を向ける。アリシアが果物ナイフを赤い舌でぺろりと舐なめていた。

「ダメねえ、ヒロ。買った道具はちゃんと使えるかどうか事前に試しておくものよ」

「そ、そうっすね！　次からそうします！」

「うん。でも残念だけどヒロに『次』なんてないの。ってことで、死ぃねえええええええええええええ!!」

「ひぃええええええええええええええ!?」

　そして果物ナイフを構えて、飛びかかってくる！

　──いや何だコレ!!　苦労して買ったのに煙幕、全然役に立たねえじゃんか!!　ああもうっ!!　今度こそ絶対殺される!!

　半ば観念した、その時だった。

『ガッシャ────ン』と部屋のガラスの割れる音と共に、黒い塊が転がり込み、俺とアリシアの間に割って入った！

　アリシアが動きを止めて叫ぶ。

「あああああああ!?　一体何だよ、お前はよおおおおおおおおお!?」

　俺は動転していたせいか、なかなか目のピントが合わない！　だが、アリシアは『お前』と言っている！　つまり……そうだ！　誰かが俺を助けに来てくれたのだ！　そして、このピンチに俺を助けに来てくれるのは、たった一人しかいない！

「テスラ！　本当に来てくれたのか！」

　落ち着いて黒い塊を凝視する。だが、そこにいたのは頼りになる衛兵隊隊長『雷鳴のテスラ』ではなく──ＳＭ女王様のような黒のボンデージ姿で、両刃のノコギリを持った赤髪変態サド少女であった。

「異端審問官インクイジターミザリサ！　この『いい漏らしっぷりの御おん方かた』は殺やらせないっすよ！」

「!?　いや、お前かい!!」

　ノコギリを肩に軽く乗せ、腰を落として戦闘態勢を取るミザリサ。対してアリシアは構えていた果物ナイフを下ろした。どうやらミザリサが異端審問官だと聞いて、少しく冷静さを取り戻したようだ。

「ふーん。で、どうして異端審問官がヒロを助けるの？」

「当然っす。だって、ヒロっちは無罪になったんすよ？　そしてそれは町内衛兵隊隊長テスラ様の決定なんす。テスラ様がこの町において絶対的な司法権限を持つことは、テッドに住むアナタなら分かる筈はずっすよね？　それを破ってヒロっちに危害を加えようというのなら、私がアナタを裁くことになるんすよ」

　ミザリサにノコギリを向けられ、アリシアは一瞬、歯を食い縛るような顔をした。そして、その後はただ黙って俯うつむいてしまった。

　おおっ!?　予想外だったが……いいぞ、ミザリサ!!　これでこの場は何とか治まりそうだ!!

　状況が好転したようで少し安心した俺は、ミザリサに尋ねてみる。

「でもさあ。何でお前、此こ処こで俺が襲われてるって分かったんだよ？」

　するとミザリサは頬ほおを赤らめた。

「ご、ごめんなさいっす！　実は、ヒロっちと仲良くなりたくて……だから、こっそりあとを付けてたんすよ！」

「ええっ!!　俺、尾行されてたってことか!?　けど、全然気付かなかったぞ!?　俺だって此処に来るまで結構、周囲に気を配ってたのに!!」

「いやいや！　異端審問官の私を見くびって貰もらっちゃあ困るっすねー！」

　異端審問官であるミザリサには『追跡』の特殊スキルでもあるというのだろうか。妖精のレオナさんが俺の耳元で囁ささやく。

「ヒロ君。この子、ホントに仲間にしてあげたらどう？」

　確かに事の発端はどうであれ、好印象は持たれているようだ。それに加えて相手にバレずに尾行できる特殊スキルまで持っているとなると……

　俺は真剣に考えていたが、ミザリサの次の一言に驚きよう愕がくする。

「私は鼻がよく利くんす！　だからヒロっちのオシッコの匂いを辿たどって此処まで追って来たという訳なんすよ！」

「!!　何だ、そのスキル!?　っていうか俺、オシッコの臭い、そんなに周囲に撒まき散らかしてんの!?　嘘うそだろ!?」

　レオナさんがコクコクと頷うなずく。

「傷つくと思って黙っていたけど、確かにアンモニア臭がすごいわ。近くにいると、むせ返る程にね……」

「むせる程にアレなら、もっと早く言ってくださいよ!!　隠された方が傷つくわ!!」

　イベントも終わったし、流石さすがにもうズボンは乾いてるし……と安心していた。だが俺はコレがリアルに忠実な糞くそフルダイブＲＰＧだということを忘れていたのだ。ギャグマンガの主人公の傷が次のコマで消えて無くなっているように、漏らした尿の臭いがいつの間にか消えることなどありはしなかったのである。

「後で絶対、ズボン買う！」と固く決心した、まさにその時であった。

　俺の視界の隅でキラリと何かが光った。同時に誰かが俺の首もとをグイッと後ろに引く──すると、目の前をナイフの先端が通り過ぎたのが見えた。

「えっ？」

　一瞬、何が起きたのか分からなかったが、

「チィッ！　あともう少しだったのに……！」

　ナイフを握ったまま舌打ちするアリシアと、俺の服の襟を掴つかんでいるミザリサを見て、ようやく状況を把握した。

　アリシアがナイフで俺を急襲したのだ！　アリシアの攻撃に咄とつ嗟さに気付き、俺を後ろに引いて助けてくれたミザリサも、これには仰天していた。

「ちょ、ちょっと!?　アンタ、何やってんすか!?　何でまたヒロっちを襲うんすか!?　人の話、聞いてなかったんすか!?」

「ええ。聞いていなかったわ」

　アリシアは口元を大きく歪ゆがませて、ハッキリそう言い切った。

「私は何も聞いていない。つまり、私が殺人犯であるヒロと、その協力者と思おぼしき赤髪の女を殺してしまった時、私はヒロに無罪判決が出たことをまだ知らなかったのよ」

　アリシアの焦点の定まらない目を見て、全身が粟あわ立だった。

　し、知らない振りして、俺とミザリサ二人とも殺そうってのか!!

　戦慄する俺。だがミザリサは声を上げて笑った。

「シシシシシシシ！　こりゃー結構な病みっぷりっすねー！　いいっすよ！　殺やれるものなら殺ってみ──」

　ミザリサが言い終わらないうちに、アリシアはナイフを振りかぶり、ミザリサに襲いかかる！　しかし『ガギン』という、鉄と鉄がぶつかったような音がして、アリシアの果物ナイフは床に落ちていた。

　俺の目に映るのはミザリサが振り切ったノコギリ。どうやら、それでアリシアのナイフを払い飛ばしたらしい。

「バカっすね──！　たかが町の女如ごときに、特殊訓練を受けたこの異端審問官ミザリサが殺やられる訳がないっしょ───！」

　そしてアリシアの頭部に向け、躊ちゆう躇ちよなく巨大なノコギリを叩たたき付けようとする！

「シシシシシシシ!!　脳のう漿しようブチ撒まけろっす────!!」

「ま、待てよ、ミザリサ！　流石さすがにそれはやりすぎだろ！」

　だが止める間もなく、アリシアに振り下ろされるミザリサの拷問道具！

「うっ！」

　俺は短く叫び、無意識に目を瞑つぶってしまった。その後、恐ろしい光景を予想しつつ、ゆっくりと目を開ける……するとアリシアの姿は忽こつ然ぜんと消えていた。

「そ、そんなバカな！　何ど処こにいったっすか？」

　ミザリサも俺もアリシアを見失っていた。アリシアの姿を一番早く発見したのはレオナさんだった。

「あそこよ！　あそこにいるわ！」

　レオナさんが指さした方向を見て、俺は愕がく然ぜんとする。

　部屋の天井の隅。アリシアが両の手足を使い、蜘く蛛ものように壁に張り付いていた。

　げえええええっ!?　何だ、この幼おさな馴な染じみ!?　忍者か!?　身体能力凄すごすぎだろ!!

「くけけけけけけけけけ!!　殺す殺す殺す殺す殺す殺す!!　今から二人まとめてブッ殺してやる!!」

　天井から凶気に満ちた笑い声が響く。だが俺だっていつもいつも、やられてばかりじゃない。笑っている隙に、アリシアが床に落とした果物ナイフを拾い、ミザリサが破った窓から外へ放り投げてやった。

　よし！　これでナイフで切り刻まれる危険からは逃れたぞ！

　地獄の果物ナイフ使いヘルズ・フルーツスライサーから果物ナイフを奪い、ホッと安あん堵どする。だが、天井よりヒラリと舞い降りたアリシアはおもむろに腰に手をやった。そして服の中から二本の新たな果物ナイフを取り出す！

「げええぇっ!!　果物ナイフが二本に増えやがったァ!?」

　機転を利かせたつもりが危険度が倍になってしまった！　だが絶望する俺をかばうように、ミザリサが立ちふさがる。

「大丈夫。ヒロっちは下がってるっす。あの女は私が何とかするっす」

「ほ、ホントか！　ミザリサ！」

　二本のナイフを器用にクルクルと回転させるアリシアを、ミザリサは目を鋭く尖とがらせて注視していた。

「どうも見くびっていたようっすね。私も今から本気でやるっす。ヒロっちは絶対に殺させないっすよ」

「ミザリサ……お前……！」

　俺はミザリサの熱い台詞せりふに感動していた。「本当に仲間にしてもいいかも」と思うほどに胸を打たれたのだ。

　だが、ミザリサはジリジリと迫るアリシアに言う。

「実はさっき言ったのは、表向きの理由なんす。私がヒロっちの命を守る本当の理由を教えてあげるっすよ。……いいっすか。この人は痛めつけられてこそ、その真価を発揮するんす」

　へ？　ミザリサ？　お前一体、何を言って？

　いつの間にかミザリサは恍こう惚こつとした表情を浮かべていた。

「つまり私はヒロっちを殺さないギリギリのところで、いたぶりたいんすよ!!　手足を切り落として目を潰して、そうしてまた激しく失禁させたいんす!!　ああっ、あの漏らしっぷり！　想像しただけでゾクゾクするっすー!!」

　……はああああああああああああああああ!?　何言ってんの、この女!?　全然アリシアのこと言えねーじゃん!!　アンタも勝るとも劣らない、とんでもない病みっぷりだよ!?

「なのに、この人を殺したら……もう漏らさなくなるっしょ─────!!」

　耳を疑いたくなるような台詞を叫びつつ、ミザリサはアリシアにノコギリで斬りかかった。アリシアは両の果物ナイフを交差させ、その攻撃を受け止めて防ぐ。両者は一旦離れ、互いに距離を取った。

　しばらく睨にらみ合った後、アリシアが「クックッ」と含み笑った。

「……何すか？」

「アナタ、力はあるけど動きが遅いわ。それにそんなボロっちいノコギリで、左右から降り注ぐ私の攻撃を受け止められるのかしら」

　アリシアはナイフを持ったまま、両手を高く宙に掲げ、中国拳法のような構えを取った。

「見せてあげるわ。『リンゴの微塵切りチヨツピング・アツプル』……！」

　言うや、両の手に持ったナイフを連打するようにミザリサに叩たたき付ける！

「こ、この……バケモノ女！」

　左右から迫る雪崩なだれのような斬撃を巨大なノコギリを盾のようにして、どうにか防ぐミザリサ──だが、ジリジリと後退していく！　防御しそこねたのか、ミザリサの頬ほおが切れて血が滴る！

「ま、まずい！　防戦一方だ！」

　アリシアの絶え間ない攻撃にミザリサはただ耐えているだけのように思えた。焦る俺。しかし、今まで傍観していたレオナさんが落ち着いた声で呟つぶやく。

「ミザリサは何かを狙っているような気がするわ。まるでカウンターパンチを狙うボクサーのように……」

「え？」

『ガギンッ!!』

　またも激しい音がしたと思った刹那、アリシアの二本のナイフが宙を舞っていた！

　ミザリサが笑う！

「シシシシシ！　アンタの攻撃は速いけど単調なんすよ！　タイミングが合えばこんな風に、防御から転じたノコギリの強力な一撃で、ナイフ二本同時に振り払うことも可能なんす！」

　おおっ！　やっぱり特殊訓練を受けてるミザリサの方が戦闘に長たけてるんだ！

「ってことで、死ねえええええええっす!!」

　ノコギリを振りかぶり、アリシアに襲いかかるミザリサ。しかし『ドスッ』。鈍にぶい音が響いた後、ミザリサは微動だにせず、ただその場に立ちつくしていた。やがて糸の切れた人形のようにくずおれる。

　そ、そんな!!　何だ!?　一体、何が起こったんだ!?

　腹を押さえ、うずくまりながら、ミザリサは絞りだすように言葉を発する。

「シシ……『リンゴの微塵切りチヨツピング・アツプル』は陽動……。上段に攻撃を集中させておいて、フィニッシュは中段に『蹴り』っすか。ナイフ使いの癖に……このバケ……もの……おんな……」

　そしてドッと床に倒れ伏す。

「み、ミザリサ!?」

　俺の方を見ずにアリシアが笑う。

「あはははは。大丈夫、大丈夫よ。安心して、ヒロ。気絶しただけ。この女はあとで殺すから。だから大丈夫、大丈夫、大丈夫──」

　そして急に『ぐるん』と、首だけ捻ひねって俺の方を振り向く！

「殺すのは、ヒロ……お前が先だよおおおおおおおおおおおおおおおおお!!」

「ぴぎぃっ!?」

　こ、怖すぎて変な声、出ちまった!!　ってか、もうダメだ!!　アリシアは無敵すぎるし、恐ろしすぎる!!　無理だ、無理!!　こんな魔王のような幼おさな馴な染じみに勝つのは、絶対に……

　──待てよ……『勝つのは無理』だって？

　瞬間。俺の脳裏にある言葉が蘇よみがえる。




『地獄の果物ナイフ使いヘルズ・フルーツスライサーになった幼馴染みに戦って勝つのは無理──なら考えろ。戦わずして勝つ方法をな』




　それはオーベルダイン歴程に記されたカムイの言葉であった。

　両の手に果物ナイフを携え、俺に向けて歩を進める恐怖の幼馴染み。俺の窮状を察したレオナさんがアリシアの元へと飛び立つ。

「ヒロ君！　私が時間稼ぎするから、その隙に逃げて！」

　ＮＰＣには声も聞こえず、姿も見えないレオナさんはいつかのようにアリシアの顔に張り付き、目を狙おうとしていた。だが、レオナさんがアリシアの顔面に近付いた時、ナイフが一いつ閃せん。レオナさんの動きが止まる。

「今、何やら気配を感じたわ。ヒロ。ひょっとしてアナタには妖精の加護でもあるのかしら？」

　俺とレオナさんがギクリとしていると、アリシアは一本のナイフを胸元にしまい、代わりにそこから眼鏡を取り出し、装着する。

「ふふふふふ。学習したわ。今度は目を狙われないようにしなきゃあね」

「こ、こんなことって!!　このＮＰＣ、ホントに何なの!?　ヒロ君!!　とにかく逃げるのよ!!　一旦、町の中心部に戻って……」

　だが、俺は逃げなかった。ミザリサと戦った時より油断し、ただナイフを振りかざすように俺に突っかかって来るアリシアに向けて、片手を伸ばす。

　俺の頭の中でリフレインしていたのは、カムイの言葉だった。




『考えろ。テメーが幼馴染みの女だったら、何をされるのが一番イヤかを』




　──わかったぜ、カムイ。二次元、三次元、そしてフルダイブＲＰＧの世界を通じ、古今東西、女性の嫌がること……それは……。

『ぐにゃり』

　アリシアの胸に片手を押しつけると、柔らかな感触が伝わった。

　胸を触られ、絶句するアリシア！　そして勝利を確信する俺！

　予想通り、アリシアが叫ぶ！

「いっやああああああああああああん……な───んて言うと思った、ヒロ？」

「……へ？」

　今度は俺が絶句する！　アリシアは胸を触ったままの俺の手を握り、更にギュッと押しつけた！　Ｄカップはあるであろう胸の感触が直じかに手に伝わり、

「な、な、な、な、な!?」

　逆に俺の方が赤面してしまう！

「舐なめてんじゃあねーわよ!!　私だって、いい歳とし!!　男に乳くらい揉もまれたことあるわ──────────!!」

　ひいいいっ!?　こんなとこまで何だかリアル!!

「乳、揉んだくらいで勝ち誇ってんじゃねーよ！　この童貞野郎おおおおおお!!」

　心に突き刺さる叫び声と共に、アリシアは俺の腹を蹴り上げる。

「ぐふうっ!?」

　強烈な痛みで床をのたうちまわる俺を、アリシアは冷酷に見下ろしていた。

「あらあら。ノコギリ女を蹴った半分程度の力なのに。非力ねえ」

　そしてアリシアはナイフを俺に向ける。

「さぁ、これで本当に最後よ。ヒロ……」

「ヒロ君!!　逃げてえええええええっ!!」

　レオナさんが大声で叫んでいる。俺もどうにか立ち上がり、逃げようとする。だが、体は金縛りにあったように動かない。

　な、なぜだ？　腹に喰くらった蹴りがそんなに効いてるのか？

　だが、俺は自分の両腕が血に濡ぬれた手に掴つかまれていることに気付く！　ちらりと背後を窺うかがうと、

『ヒロ……お前も……早く……こっち側に来い……』

　口から血を垂れ流すマーチンが俺の体の自由を奪っていた！

「ぎゃああああああああ!!　マーチンタイムも同時進行中!?」

　アリシアが不意に辺りを窺い、そして顔を綻ばせた。

「感じる！　兄さんの存在を近くに感じるわ！　兄さん！　今から敵かたきを！　ヒロを殺すからね！」

『殺せ……アリシア……ヒロを……殺せええええええええええええ……』

　殺意に満ちた妹と兄の怨霊。俺は流石さすがにもう観念した。

　はい、ゲームオーバー!!　チェックメイトー!!　完全に終わりましたー!!

　レオナさんが何事か叫んでいるが、その声もよく聞こえない。迫り来るアリシアを見詰めながら、俺はもはや諦てい観かんの境地。ただ呆ぼう然ぜんとカムイのことを思い返していた。

　……ったく。何がオーベルダイン歴程だよ。あのクソ攻略サイトめ。せっかく必死に『女の子が嫌がること』を考えたってのに、まるで役に立たなかったじゃないか──って、アレ？　待てよ？　カムイはホントにそう言ってたっけ？

　いや違う。正確にはオーベルダイン歴程には、こう記されていた。

『幼おさな馴な染じみの女性にとって何が一番イヤなのか、考えろ』と。つまり、それは世間一般の女性の嫌がることではなく、今のアリシアにとって何が一番イヤなのかってことであり、ということは、えぇと、つまり……

　考えのまとまらない最中、アリシアがナイフを俺に突き立てようとする。

「終わりよ、ヒロおおおおおおお!!　死ぃねええええええええええ!!」

「す、好きだあああああああああああああああああっ!!」

　とたん、時間が停止した。辺りは水を打ったように静まりかえる。アリシアだけでなくレオナさんも、そしてきっとマーチンも、更にはそう叫んだ俺でさえ驚いていた。

「はぁ？　ヒロ。アンタ、なに言ってんの？」

[image: ]

　あざけるようなアリシア。だが俺は畳みかける。

「アリシアっ！　お、俺はお前が好きなんだあっ!!」

「だから、この期に及んで何をバカな──」

「違う！　マジだ！　本気だ！　俺はアリシアが大好きなんです─────!!」

「なっ！　何をっ！」

　アリシアの頬ほおがほんの少し赤みを帯びた。

「き、効いてる！」

　レオナさんが叫ぶ。

「グッジョブよ、ヒロ君!!　『殺そうと思うほどに憎んでいる相手からの愛の告白』──これは確かにイヤすぎるわ!!」

　明らかに動揺しているアリシアは、それを隠すかのように大声を出す。

「う、嘘うそつけっ!!　この野郎!!」

「嘘じゃない!!　昔っから、ずっとずっと好きだったんだ!!　お前の全部が好きなんだ!!　アリシアがいないと生きられない!!　結婚して俺の味み噌そ汁しるになってくれ!!　お前の子供をたくさん産みたいんだ!!」

　後半、何を言っているのか分からない程、俺は激しくまくし立てた。

　……突然『カラン』と音がした。気付けばアリシアがナイフを床に落としている。付けていた眼鏡を静かに外し、放り投げた後、呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。

「何よ……何なの……アンタは本当に何なのよ……」

　よ、よし、いいぞ！　あと一息だ！

「アリシア!!　だから、もうやめてくれ!!　今まで通り仲良くしよう!!」

　しばらく無言。「決まった」と思った。しかし、それでもアリシアは首を横に振った。

「……遅い」

「えっ？」

「遅い遅い遅い遅い遅い遅い遅い遅い遅い遅い遅い!!　もう何もかもが遅いのよ!!」

　それはいつものアリシアの凶気じみた叫びとは違っていた。アリシアの目からは大粒の涙が零こぼれている。今──アリシアは憑つき物が取れた普通の女の子のように泣きじゃくっていた。

「私だってヒロが好きだった!!　私も兄さんもアンタが大好きだった!!　なのに、どうしてあんな酷ひどいことをしたの!?」

「だから何度も言ってるように、アレは事故で──」

「何が事故よ!!　何がわざとじゃない、よ!!　アンタが町を出ていくなんてバカなことさえ言わなければ、あんな悲劇は起きなかった!!　アレは絶対にアンタのせいなのよ!!　アンタが私たちの人生をメチャクチャにしたのよ!!」

「そ、そんなこと言われても──」

「死んだ!!　人が死んだ!!　それも大好きだった兄さんが死んだのよ!!　なのに、どうして!?　どうしてアンタは──」

　そしてアリシアは真っ赤な瞳で俺を睨にらんで、叫んだ。

「どうしてアンタはあの時、逃げたのよ!!」

　──えっ……。

　言葉を失う俺を置き去りにし、アリシアは家を飛び出して行った。

　ふと気付けば、いつの間にか俺の体の自由を奪っていたマーチンの亡霊も消えている。

　愕がく然ぜんとその場に立ちすくむ俺の肩に、レオナさんがフワリと着地した。

「やったじゃないの、ヒロ君!!　すごい、すごい!!　ナイス機転で死亡フラグを回避したわ!!」

「お、俺……」

「ん？　どうしたの？　あんまり嬉うれしそうじゃないけど？」

「いや、俺……今までずっと間違っていた気がしてきました……」

　……単なるゲームの中の出来事だと思っていた。なにせ俺にはアリシアの記憶もマーチンと過ごした記憶もない。だけどあの二人にとって──特にアリシアにとって、俺は小さい頃からの幼おさな馴な染じみだった。その俺が親友である兄を殺し、そして、あろうことか『逃げた』。アリシアにとって俺が犯した一番の罪は、それだったのだ。




『悲しみもせず手当てもせず、ただ怖くなって、あの場から逃げ出したこと』




　はは……ホント、最低じゃねーか……俺。

「ま、まぁヒロ君。そんな深刻にならないで。あくまでＮＰＣの言うことだから」

　レオナさんに励まされている途中で、ミザリサが意識を取り戻した。

「いててて……何なんすか、あの女。あんな強い女、初めて出会ったっすよ……」

　俺はミザリサに近寄り、

「ありがとうな。ミザリサ」

　頭を下げて、助けてくれた礼を言う。するとミザリサは顔を輝かせた。

「いやいや！　感謝なんかいらないっすよ！　でも、代わりに……あっ、そうだ！　小指くらいなら切り取ってもいいっすよね！」

「『あっ、そうだ』じゃねえよ。いい訳ないだろ。やっぱり感謝してない。帰れ」

「ええ─────っ!?」

　残念がる変態サド女を無視し、俺は部屋にあった剣を手に取った。鞘さやから抜いてみると、刀身がサビている。

「うーん、ヒロ君。これは先に鍛冶屋に行かなくちゃあダメね」

　だが俺はその前にやることがあった。

「レオナさん。『ケヌラの木』って場所、分かります？」

「えぇと確か、この家より少し南、小高い丘の上にある大きな木だったかしら」

「ちょっと此こ処こで待っていて貰もらえますか？」

　俺が一人でケヌラの木に向かおうとすると、レオナさんが真剣な顔で尋ねてきた。

「まさかヒロ君……オシッコ？」

「いや、なんでこのタイミングでオシッコだと思ったんですか。違います。とにかく此処で待っていてください」

　俺は一人、ケヌラの木を目指した。無論、木に小便を引っかけに行く訳ではない。

　マーチンの亡霊と二人きりで話をする為ためだ。




　一体、全長何メートルあるのだろう。太く頑丈な幹に支えられ、豊かに生い茂った葉を空へと広げ、丘の上にそそり立つケヌラの大木は神秘的な荘厳さを辺りに漂わせていた。

　俺はケヌラの木に近付き、幹に手を当てる。

「マーチン……いるんだろ？　出てこいよ」

　誰もいない空間に向けてそう話しかける。

　不意に風が強く吹いた。見上げると、傘のように広がるケヌラの葉が大きく揺れている。やがて風が止やみ、視線を元に戻す──と、俺のすぐ隣に血に濡ぬれたマーチンが佇たたずんでいた。

『ヒロ……』

「ああ、マーチン。来てくれたのか」

『お前……驚かないのか……』

「流石さすがにちょっとは慣れたかな」

『死ぬ準備が……できたのか……？』

「残念だけど、それはまだ。けどお前に一言、言いたくてよ」

　アリシアに言われて、ようやく気付いた。それまでの俺は「アレは事故だ」、「俺は悪くない」なんて責任逃ればかりしていた。親友をあんな目に遭わせてしまったというのに……。

　俺は口から血を流すマーチンの亡霊を見やる。

　会ったら、ひたすら頭を下げて謝ろうと思っていた。だが……いざ、マーチンを前にすると俺の口からは何の言葉も出てこなかった。

　ち、畜生！　一体なんて言えばいいんだよ？　分かんねえよ！　あんな酷ひどいことしておいて、それでどうしたら許して貰もらえるってんだよ！

　気まずい沈黙が続く。いくら考えても分からなくてどうしようもなくて、俺は心の中でいつしかアイツに問いかけていた。

　カムイ！　バカで凡人の俺にゃあ分かんねえよ！　お前は強くて頭も良いんだろ！　お前ならこんな時、何て言うんだよ！

　すると、俺の頭の中で確かに声が響いた。




『だから歴程にちゃんと書いてあっただろうが。よく思い出せ、ボケが』




　しばらくして俺はにやりと笑う。

　……そうか。そうだな。確かに書いてあったっけ。あんまり、ぶっきらぼうな言葉だったから、軽く読み流してたよ。でも、そうか。きっとアレはお前なりのアドバイスだったんだよな。

　俺はマーチンに向かい、ついに口を開いた。

「許してくれなくていい。だけど……ついて来てくれ、マーチン。俺と一緒に行こう」

　そして俺はマーチンの手を握った。

　その刹那。もの凄すごい量の情報が津波のように脳に押し寄せてきた。俺が罪を認めてマーチンの亡霊を連れて行くと決心した時、こうなるようにゲームがプログラミングされていたのだろう。だが、俺にはこれが、記憶喪失になっていた自分がようやく記憶を取り戻したかのようなリアリスティックな現象に感じられた。

　そして今。俺の目に映るのはセピア色の風景。ケヌラの木の下で、三人の幼い子供たちが走り回っていた。

　金髪をおさげに編んだ、小さくて可愛かわいいアリシアが言う。

「ねえ、お兄ちゃん！　ヒロがずっと追いかけてくるのよー！」

　すると同じく金髪で、今より少しワンパクそうな幼いマーチンが、アリシアを追いかける男の子をたしなめる。

「おい、ヒロ。あんまりアリシアをいじめるなよ」

　そして……アリシアを追っていた黒髪の男の子が振り向いた。

「エヘヘヘヘ！　悪かったぬら！　オラ、ちょっと調子に乗りすぎたぬら！」

　……いや、ちょっと待て!!　俺一人だけ飛び抜けてアホっぽくね!?　何だ、あの喋しやべり方!!　語尾に『ぬら』とか付ける子、いる!?

　現在の俺の顔から推測し、ＶＲ世界に投影したであろう子供の顔は、確かに幼少時の俺に酷似していた。だが俺はこんなにも鼻水は垂らしていなかったと思う。

「ねえ、お兄ちゃん！　ヒロのこと、叱ってよ！」

「もういいじゃないか、アリシア。ヒロも反省してるよな？　なっ、ヒロ？」

「うん！　オラ、海より深く反省してるぬら！」

「ふん！　お兄ちゃんってば、いっつもヒロに甘いんだから！」

　妹に言われ、マーチンは頬ほおをポリポリと掻かく。

「だって……俺とヒロは友だちだからさ！」

　するとアホそうなガキ──いや俺は大きく頷うなずいた。

「いんや、友だち以上ぬら！　オラとマーチンは親友ぬら！」

「そうか、親友か！　そうだな！　俺たち、親友だもんな！」

「そうぬら！　二人の友情は永遠ぬら！」

　アリシアは怒ってそっぽを向いたが、マーチンは俺の言葉に満面の笑みを見せていた。

　そして、ケヌラの木の下。マーチンは俺に手を差し出した。俺はその手を握る。

「ヒロ！　俺とお前は……だ！」

「うん！　オラとマーチンは……ぬら！」

　二人は小さな手で固い握手を交わした。優しい風が『ざざざざざ』とケヌラの木を揺らしていた。




　……気付けばセピア色の回想は終わり、俺の前には血に濡ぬれたマーチンの亡霊が立っていた。

『ヒロ……誓いの言葉だ……あの時、誓った言葉を言え……』

「分かったよ、マーチン」

　そして俺はマーチンの手を取って、あの時、確かに交わした言葉を紡ぐ。




「俺とお前は……『死んでもずっと親友』だ」




　言った後。ふと気付けば、血ち塗まみれだったマーチンの衣服には汚れ一つ無い。顔にも爽やかな笑みを浮かべていた。

『そうだ。その通りだ。ヒロ』

　微笑ほほえみながら、マーチンの輪郭が徐々に薄れていく。

「ちょ、ちょっと待てよ！　もしかして消えちゃうのか？　ダメだって！　お前のこと、一緒に連れて行くって言っただろ！」

『気持ちは充分伝わったよ』

「だったら！　ホラ、俺と一緒に──」

　だがマーチンの体は色いろ褪あせ、背景に溶けるように透明になっていく。

『マーチンタイムはもう終了だ』

　完全に消える前、マーチンは優しく俺に微笑んだ。

『ヒロ。ありがとうな』

　……ざざざざざ。ケヌラの木の葉を、ただ風だけが静かに揺らしていた。

　マーチンが消えて、しばらく過ぎた頃、

「……ヒロ君」

　木の上から声がした。見上げると、レオナさんが羽を広げて舞い降りてくる。

「レオナさん。ひょっとして、見てたんですか？」

「ええ。ごめんなさい」

[image: ]

「そうですか。いや、いいんです。いいんですよ……で、でも……マーチンが……マーチンが──」

　何だか泣きそうになって涙を堪こらえていると、レオナさんが言う。

「確かに私は木の上からずっと見ていたわ。けど私にはマーチンの姿は見えないし、声も聞こえない。だから、ただヒロ君が公園でブツブツ一人で喋しやべってる変なキモい人みたいに見えていたのだけれど」

「!?　いや何ソレ、ひどくね!?　誰が変なキモい人だ!!」

「あっ!!　ってか、そんなことよりヒロ君っ!!　ペンダント!!　ペンダントが光ってるわよ!!」

「『そんなこと』ってアンタ……」

　だが、確かに俺の胸元が光り輝いている。シルバーのペンダントタグを取り出すと、そこに新たな文字が刻まれていく。




『最高の親友殺しベストオブ・ベストフレンドキラー』




「いや……意味が分かんないんですけど……！」

　称号を見て率直な感想を漏らしながら腑ふに落ちない顔をしていると、小さなレオナさんが両手で俺の頬ほおをつねった。

「何言ってるの！　素敵な称号も得たし、マーチンの亡霊からも解放されたんでしょ？　喜びなさいよ！　これは、まさしくベストな結果よ！」

「は、はぁ。でもまだアリシアが……」

「それはまた今度、誤解を解けばいいじゃない。今のヒロ君ならきっとできるわ。それより、鍛冶屋にさびた剣を持って行きましょう。それにそのアンモニア臭いズボンも買い換えないとね」

「ああっ!!　ズボンのこと、忘れてた!!」

　臭いのきついズボンの存在を思い出し、慌てふためく俺を見て、レオナさんが笑う。そんなレオナさんに釣られるようにして、俺も少しだけ笑ったのだった。

　……その時。




　カーン、カーン、カーン、カーン、カーン。




　町の中心部から、鐘の音が鳴り響いた。最初は教会の鐘かと思ったが、ひっきりなしに何度も激しく打ち鳴らしている。

「な、何？」

　レオナさんも顔色を変え、鐘の鳴っている方を見渡す。

　そして──丘から見えた光景に俺たちは絶句した。

　テッドの町のあちこちから火と煙が立ち上っている！　さらに耳を澄ませば、かなり離れているこの場所まで、人の悲鳴のような声が伝わってくる！




　カーン、カーン、カーン、カーン、カーン。




　鐘の音は昔テレビで見た戦争映画の空襲警報を思い起こさせた。

「レオナさん!!　コレ何なんですか、一体!?」

「わ、分からない!!　私だってこんなイベント、初めて見たわ!!」

　震えるような声でレオナさんが呟つぶやく。

「テッドの町が炎上するなんて……!!」






あとがき






　十年後、二十年後、あるいはもう少し未来。フルダイブは現実のものになると思います。科学の進歩もさることながら、人間はいつも単なる空想でしかなかった事々を現実化してきた生き物だからです。

　フルダイブ技術を利用したＶＲゲームが未来に於おいて確立されるとして『その先』にも少しだけ思いを巡らせてみました。

　安全性が確認されたとしても、他に様々な問題が起こるのではないか……。

　一時は皆、熱狂するだろうけど、更に未来では廃れていくのではないか……。

　ゲーム会社はどのようにして、そういった停滞を打破していくのだろうか……。

　そんなことを考えながら『フルダイブ開発から数十年が経過した未来』を私なりに想像してみたものが本作です──というと何か本格ＳＦのような高尚な感じを受けるかも知れませんが……すいません。そんなことは全然なくて、むしろ笑いに振り切ったライトノベルになっています。

　ただ、笑いだけではなく、ほんの少し感動の要素も入れたつもりです。いつしか『笑い＋感動』がライトノベル小説家としての自分の個性になりました。これからもライトノベルを書く時は、なるべくそのルールに則のっとったものを書いていきたいと思っています。結果として、それが皆様に受け入れて貰もらえるのなら、作者として最高に幸せです。

　今回、ＭＦ文庫Ｊから刊行させて頂くにあたり、イラストを担当してくださったよう太た先生。イメージにぴったりの素敵なイラストを本当にありがとうございます。

　担当様。ご指摘やご提案、ありがとうございます。おかげさまで物語に深みが出たと感じています。

　そして、この本を手にとってくださった皆様方。読んだ方々の人生が大きく変わるような素敵な物語──ではないのは重々分かっておりますが、気分転換や気晴らしとして楽しんで頂ければ幸いです。

　それでは、次巻でまた皆様とお会いできることを楽しみにしつつ、今回のあとがきを終わりたいと思います。
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